






































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















　目次








プロローグ


第一章　クライネルト公爵家

第二章　騎士狩猟祭

第三章　キール防衛戦



エピローグ

あとがき


















[image: プロローグ]







　フォーゲル大陸中央部を支配するアードラシア帝国。黄金の鷲わしをシンボルにかかげ、大陸三強の一つに数えられる強国である。その帝都・ヴィルトは今日も大いに栄えていた。

　そんな帝都にある冒険者ギルドに大物が姿を現した。

「すげー……本物だぞ……」

「おい、しかもあの角ってキング・ミノタウロスの角だろ……」

「まじかよ……ＡＡＡ級のレアモンスターだぞ……一人で倒したのか……？」

　口々に囁ささやかれるのは驚嘆の言葉ばかり。注目を集めるのはデカい角を引きずってきた黒尽ずくめの魔導師。着ているのは長い黒のローブで、全身を黒で統一している。だが、唯一顔には特徴的な銀の仮面をつけている。

　すでにその姿に慣れている受付嬢は驚きもせず、普通に対応する。

「お疲れ様です。シルバーさん。これが今回の報酬となります」

　ＳＳ級冒険者・シルバー。俺の仮の名を呼んで受付嬢はいつもどおり、笑顔で報酬を出してきた。その場にいた冒険者たちが見たことない量の金貨がポンと差し出される。

　当然だ。キング・ミノタウロスは冒険者ギルドが個体指定したモンスター。賞金首として多額の懸賞金が掛けられていた。

　少し前までは帝国領にはいなかったが、隣国でＡ級冒険者が大規模パーティーを組んで挑んだものの討伐に失敗し、帝国領に流れてきた。だから〝俺〟が討伐したわけだ。

「ありがとう。いつもすまない」

「いえ、こちらこそ助かっています。大陸に五人しかいないＳＳ級冒険者のシルバーさんが我が帝都支部にいるのは鼻が高いですから！」

　茶色の髪の受付嬢がそう言って笑顔を浮かべる。

　それを見て俺は苦笑しつつ、何枚かの金貨を置いてギルドの入り口へ向かう。

「あの……？　シルバーさん。これは？」

「この場の全員に奢おごりだ。酒でも飲んでくれ。ただ、また高難度の依頼の話が来たら俺に優先的に回してほしい」

「あ、はい！　わかりました！」

　受付嬢は嬉うれしそうに金貨を握る。それ以上にギルド内にいる冒険者たちが幸せそうにバカ騒ぎを始めた。

　俺は高難度の依頼しか受けない冒険者だ。だからギルドも高難度の依頼は俺へ優先的に回してくれる。だが、それをよく思わない冒険者だっている。こうやってガス抜きをするのは大切だ。俺も自由に動ける身分じゃないしな。

　そんなことを思いながら俺はさっさとギルドをあとにして、いきつけの宿屋に向かう。

　そこで銀の仮面と黒いローブを脱ぎ、服を上流階級のものへ変えた。ここらへんはかなり気を遣っている。

「曲がりなりにも皇子が冒険者やってるなんてバレたら一大事だからな」

「自覚があるなら御自重くださいませ。アルノルト皇子」

　音もなく現れて俺の名を呼ぶのは母の代から仕える執事のセバスチャン。金髪の老人でもう六十を越えるが、背筋はピンと伸び、執事服も見事に着こなしている。

　音もなく現れたことからもわかるとおり、執事以外の実力もまったく衰え知らずのとんでも爺じいさんだ。

　そしてこの執事が言ったとおり、俺の名はアルノルト・レークス・アードラー。この帝国の第七皇子だ。

「音もなく現れるなと何度も言ってるだろ？　セバス」

「習慣ですのでご容赦ください」

「それと説教も聞きたくない。出で涸がらし皇子が何をしようと勝手だろ？」

　俺には双子の弟がいる。武勇に優れ、頭脳明めい晰せき。性格良好。なにをやらせてもすぐに一流に到達する天才。同じ顔なのに、品があるとか優美だとか、向こうはやたら称賛される一方、俺は覇気がないとか精せい悍かんさに欠けるとか言いたい放題言われてる。求婚者もあとを絶たないというから我が弟ながら腹立たしい。

　一方、俺は無能無気力のダメダメ皇子。子供の頃から遊んでばかりで、その放ほう蕩とうっぷりに俺の家庭教師を務めた多くの秀才たちが匙さじを投げた。評判はすぐに帝都全体、そして帝国全体に広がり、ついたあだ名が弟に良いところをすべて吸い取られた〝出涸らし皇子〟。今も城にいるあらゆる人間に蔑んだ目で見られ、陰口を叩たたかれ続けている。

　誰からも期待されず、皇族でありながら底辺。それが皇子としての俺だ。

「そのような小人の言うことをお気になさいますな。皆、あなたの力を知らぬのです」

「気にしちゃいない。ただそういう扱いを受けてるんだ。皇子としての義務がどうとか言われる筋合いもないって話さ」

　自分からそういう風に振舞っているのに卑ひ怯きような言い分といえば卑怯な言い分だ。しかし、この言い分のおかげで俺は自由気ままに生きていける。しかし。

「言い分はわかりますが、そうも言ってはいられない状況になりました。すぐに城へお戻りください」

「……なにがあった？」

「ドミニク将軍がお亡くなりになりました」

「あの老将軍が？」

　帝都守備隊の名誉将軍だ。すでに引退した人物で、特別優れた戦歴はなかったが五十年以上も前線で戦い、生き残った人物だ。その功労により帝都守備隊の名誉将軍に任じられ、ご意見番のような立場にいた。高齢で心臓に病を抱えていたが、いきなり死ぬような病状ではなかったはずだ。暗殺の二文字が頭をよぎる。

「あの〝三人〟の誰かか……」

「詳細は不明です。しかし犯人が捜されることはないでしょう」

　歯はに衣きぬ着きせぬ物言いで敵を作りやすい人物だが、暗殺となれば要因は一つだ。

　最近、ドミニク将軍は帝位争いに首を突っ込んだ。常々、皇子や皇女に駄目だしをしていた人だったが、一人の皇子だけは気に入って肩入れし始めたのだ。

　そしてそれを危険視した者たち、つまり帝位争いで先頭を走る者たちに暗殺された。そんなところだろうな。所詮は名誉将軍。実質的な被害は帝国にはない。病死として処理されるだろう。ダメージがあるのは味方を失った皇子だけ。

　その皇子の名は第八皇子、レオナルト・レークス・アードラー。俺の双子の弟だ。

「レオは自然と味方を作るからな……別に帝位につくつもりで勢力を作ったわけじゃないだろうけど……」

「勢力と見なされたことが問題です。これでレオナルト皇子は帝位を狙う方々に〝敵〟と認識されました」

　セバスの言葉に俺はため息を吐つく。帝位争いを繰り広げる帝位継承者の中で有力なのは三人。第二皇子、第二皇女、第三皇子だ。

　この三人は各自の勢力を有しており、この三人の誰かが帝位につく可能性は極めて高い。

　そしてほかの帝位継承者には二つの道がある。一つは味方につくか、せめて中立を保つこと。もう一つは敵対し、帝位を目指すこと。

　後者を選んで負けた場合は三人の性格上、よくて追放、悪くて死刑だ。その処罰は関係する者にも及ぶだろう。レオの場合は俺たちの生母や俺が関係者にあたる。

　そしてレオははからずも後者を選ぶ形となった。今更誰かの味方についたり、中立宣言したりは意味がないだろう。こうなっては仕方ない。

「レオを皇帝にするしかないか……」

「ご自身が皇帝になるという道はないのですか……？」

「俺が皇帝なんて柄かよ。面倒なことは全部弟に投げてきた男だぞ？　今回もそうさせてもらう」

　気ままな冒険者ライフといきたかったが、このままじゃ死刑まっしぐらだ。面倒極まりないが仕方ない。弟のために暗躍するとしよう。
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　帝都の中央にある剣のような城、帝剣城に戻った俺はすぐにレオナルトの部屋に向かっていた。しかし、その途中で数人の大臣と貴族にばったり遭遇してしまった。

「これはこれはアルノルト皇子。今日もお元気そうですな」

「おかげさまでな」

「ええ、アルノルト皇子は毎日毎日お気楽そうで羨ましいですよ。それに引き換え、レオナルト皇子は毎日さまざまな稽古に励んでいるとか」

「あいつは俺と違って出来がいいからな」

「まったくもってその通り！　三人の兄姉様方に続いて、帝位争いにも加わる予定だとか。アルノルト皇子も負けてはいられませんなぁ」

「これ、レオナルト皇子と比べるのはお可哀かわい想そうであろう！　アルノルト皇子とレオナルト皇子は双子といっても才能に差があるのだぞ！」

「おお！　そうであったそうであった。これは失礼を」

「気にするな。全部事実だ」

　そう言って俺はそいつらの横を通り過ぎていく。恭しく頭を下げているが、全員が俺を馬鹿にしている。慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな口調や言葉も俺が皇帝に告げ口をしないし、したところで聞いてもらえないと知っているからだ。皇族の中で俺だけは皇族としての扱いを受けていない。地方の貴族はともかく、帝都にいる貴族や大臣たちは心底、俺のことを舐なめ切っている。

　ま、そういう風に俺が振舞っているからなんだが。振舞いを変えないのはそれでいいと思っているからだ。誰も俺を気にしないからこそ、シルバーとして活動できるし、好きなことをやってられる。皇子の身分で好きなことをやるならばこういう風な立場に身を置くしかないってわけだ。そんなことを思いながら俺はレオの部屋にたどり着く。

「邪魔するぞー」

「兄さん……」

　ノックもせずに部屋に入ると椅子に座って項うな垂だれたレオがいた。年は十八。当然、俺と同い年だが落ち着き具合の関係かレオのほうが年上に見られることが多い。

　容姿は完全に瓜うり二ふたつだが、レオは髪をきちんと整えているのに対して、俺はぼさぼさ。服もレオはきちんと着ているのに対して、俺は着崩している。背筋もレオは伸びているが、俺は猫背。この違いのせいか、わりと成長してから間違えられることはなくなった。そんな双子の弟、レオの顔は憔しよう悴すいしきっている。

　自分と瓜二つの顔が沈んでいるのを見るとこっちまでテンションが下がるな。

「話は聞いた。あの爺さんが死んだらしいな」

「うん……」

「たぶん暗殺だろうって話だが？」

「……たぶんね」

　さすがに兄や姉が暗殺するはずがない、なんて青臭いことは言わないか。状況的に考えれば暗殺の可能性が一番高い。

「どうすんだよ？」

「……僕は身内で争うなんてしたくない」

「言うと思った」
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　レオは帝位を狙う気なんてさらさらなかった。ただ、レオの人柄に惹ひかれた周りがその気になっただけだ。その筆頭がドミニクだった。レオ自身は今言ったように帝位を身内で争うことに否定的だったわけだ。だが、才能に恵まれ、人格にも優れるレオは本人の意思とは関係なく第二皇子、第二皇女、第三皇子に次ぐ第四勢力となりつつあった。

　だから焚たきつける者が暗殺された。しかし、だからといってレオが無事に済むわけじゃない。三人の誰が皇帝になっても待っているのは暗い未来だ。

　その未来が嫌だからといって、俺やレオは逃げることはできない。後宮にいる母を置いていけないからだ。皇族としての責務を放棄して逃げても追われることは間違いないのに、皇帝の女である後宮の女も連れていけば本格的な追撃を受ける。おそらく俺が本気を出してもかなりきつい逃避行になるだろう。だから俺たちの道は一つしかない。

「お前はもう敵として認識されてる。帝位争いに加わらないなら、待っているのは死だけだぞ。そしてそれは俺や母上も一緒だ」

「うん……わかってる……ごめん」

「謝るなよ。それより方針を示せ」

「……帝位争いに加わるしかない」

　苦渋の決断といった表情でレオは告げた。レオだけならたぶん命に関わるとしても引き下がっただろう。しかし、周りに害が及ぶ可能性がレオに帝位を目指させた。
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　結局、そういう奴やつだからみんな手を貸したがるし、皇帝にと求める。俺からすれば皇帝になるには優しすぎる気もするが……そこは言っても仕方ないだろう。こうなった以上は絶対に皇帝になってもらうしかない。

「俺も微力だが協力する。お前はとにかく味方を集めて勢力を作れ。デカくなれば向こうも手を出せなくなる」

　帝位争いは勢力争いだ。強い勢力を手にしている奴が勝ち残る。三人の勢力は強大で、人材も豊富。本当に追い詰められて、俺が暗殺という手段に出たとしても成功率は高くはないだろう。行けて一人か二人。三人は無理だ。バレないようにやる暗殺ではできることが少ないからだ。魔法で殲せん滅めつするのとじゃ訳が違う。もちろん、やる気もないしやりたくもない。

　長兄を失い、この状況になっているんだ。暗殺では何も解決しないし、きっと父上もレオを皇太子にはしないだろう。暗殺したとバレた候補者や、ほぼ間違いないと疑われるような候補者は品位と能力の問題で皇帝には相応ふさわしくない。やるならば徹底的にバレず、疑われないようにする必要がある。しかし、それは難しい。現在、暗殺という手段に出て、最も得をするのはレオだからだ。だから俺は暗殺という手を使わない。

「うん……兄さんは？」

「俺は俺で味方を探す。ただあんまり期待するな。有力な大臣や貴族は基本的に上の三人の派閥に属しているからな」

「わかってる……ありがとう。兄さん。僕より兄さんのほうが皇帝に向いてると思うけどな……」

「馬鹿言え。皇帝になんてなったら遊んで暮らせないだろうが。俺は美人な妻を迎えて、遊んで暮らすっていう人生設計があるんだ。そのためにお前にはなんとしても皇帝になってもらうからな！」

　自分勝手なことを言いながら俺はレオの肩を叩たたく。その体は微かすかに震えていた。

　まぁ仕方ないだろうな。優秀なレオから見ても上の三人は化け物だ。能力的には誰が皇帝になっても帝国は安泰といえる。当然、その勢力も強大。だが、いくら強大でも無敵じゃない。三人が争っている状況だからこそレオにもチャンスがある。

「とりあえず味方を増やし、父上に認めてもらうところから始めるか」

「そうだね。最終的に後継者を決めるのは父上だしね」

「さて、我らが皇帝陛下にどうやって認めてもらおうかね」

　こうして俺たち双子の帝位取りが開始したのだった。
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「自らがＳＳ級冒険者のシルバーであると明かされてはどうです？」

「却下だ」

　自室に戻った俺はセバスと今後のことを相談していた。俺がシルバーであると知っているのはセバスのみだ。たしかに正体を明かすのはメリットがある。だが、同時にデメリットも存在する。

「曽祖父は古代魔法に没頭し、その果てに乱心してしまった。それ以来、皇族の間では古代魔法はタブーだ。そして俺が使うのはその古代魔法。皇帝を目指すレオにとって、そんなのが双子の兄だとバレるのはよろしくない」

「しかし、シルバーには実績と名声があります。帝国史上最高の冒険者とさえ言われているのです。レオナルト皇子の後押しになるはずでは？」

「まだ早い。それはどうしようもなくなってから使う最後の手だ。レオが皇帝を目指す以上、俺はしばらく無能な皇子でいたほうが何かと都合がいい」

「しかし……」

「そっちのほうが俺はやりやすいんだ」

「……そういうことでしたらこれ以上は申し上げません。しかし、どうなさるおつもりですか？　あなたが正体を明かさぬなら打てる手はほぼありませんが？」

　セバスの問いかけに俺は顎に手を当てる。それが一番の問題だ。レオの派閥は弱小。これを手っ取り早く大きくしようと思ったら有力者を取り込むしかない。

「セバス。公爵家で帝位争いに関わってない家はあるか？」

「一切、帝位争いに加わっていないのは一つだけです」

「その家は？」

「クライネルト公爵家です」

　なかなかどうして、名門の家名が出てきたな。公爵家というのは皇族の親戚、または血縁関係にある家だ。帝位にはつかなかったが、優秀と判断された皇帝の兄弟たちに公爵位が与えられる。著しい功績を残した者が公爵位につくこともあるが、そのときも皇族が伴侶として与えられるため、皇族の親戚という認識で問題ない。

　そんな公爵家にとって、帝位争いというのは重要なイベントだ。次の皇帝に恩を売れれば見返りも大きい。だからどんな公爵家でも少しは後継者候補に接近する。それをまったくしないということは、それ以上の問題があるからだ。

「この時期に何もしないってことは何か悩みの種があるな？」

「御明察です。領内に質たちの悪いモンスターが出ているようで、冒険者に頼っていますが解決の糸口も摑つかめないそうです」

　冒険者ギルドは大陸全土に支部を置いている。帝国にも多くの支部があるが、支部ごとに実力はまちまちだ。帝国の支部は帝都以外はあまりレベルは高くない。帝都支部も俺が平均を押し上げているだけで、ほかの支部よりやや上くらいだ。理由は帝国があまりモンスターが出現する土地ではないからだ。モンスターがいないということは需要がないということ。力のある冒険者はもっとモンスターが多い場所へ移っていく。

　そのため帝国は一度モンスターが発生すると解決に時間がかかる傾向にある。よその腕利き冒険者を連れてくるには金がかかるからだ。

「俺が行って解決するか」

「それは良き案だと思いますが、どうやってシルバーとレオナルト皇子を結びつけるのですか？」

「レオから頼まれたと言えばいいさ。レオにはあとで上手うまく説明する。問題ない」

「帝都を動かぬＳＳ級冒険者を動かせるとなればレオナルト皇子への警戒は強まります。そうなればアルノルト皇子とシルバーとの関係も露見しかねませんよ？」

「警戒させておけばいい。シルバーと関係があると思えば、迂う闊かつには手を出せない。シルバーの正体も問題ない。俺が気をつければいいだけだ」

「自信がおありなら止めはしません。しかし、公表するのと露見するのでは天と地ほどの差があることをお忘れなきように」

「わかってる。そんじゃいっちょクライネルト公爵のところへ行ってくるか」

　そう言うと俺は慣れた手つきでシルバーへと服装を変えると、セバスに後を頼んで転移に掛かる。もはや廃れた古代魔法文明時代の魔法。古代魔法と呼ばれるそれは、現代魔法と比べて扱いが難しく、素質によるところが多い魔法といえる。だが、その効果は絶大。

　俺の転移魔法の効果範囲はほぼ帝国全土。つまり俺にとっては帝国は庭と同じというわけだ。好きなときに行き、好きなときに帰ってこれる。代償としてとんでもない量の魔力を持っていかれるが、そこは目を瞑つぶるしかない。

　そんな大魔法の準備に入った俺にセバスは真面目な表情で忠告してきた。

「そういえばクライネルト公爵の御ご令れい嬢じようはかの蒼鷗姫ブラウ・メーヴエ。絶世の美女でございます。美しさに骨抜きにされて目的を忘れられないよう、ご注意ください」

「セバス。前から思っていたが、お前は小言を言わないと気が済まないのか？」

「それが私の役目ですので」

「はぁ……あとは任せたぞ」

「御意」

　さっさと転移魔法を完成させた俺は、帝都から馬を飛ばしても五日はかかるクライネルト公爵領へと飛んだのだった。
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　クライネルト公爵は帝国の西側に広大な領地を有している。その領内の中心にして領主が住む都〝領都〟に飛んだ俺は、すぐさま公爵の屋敷を訪ねたのだが。

「ＳＳ級冒険者のシルバーだ。公爵に会いたい」

「お前があのシルバー？　冗談はよせ。そんな大物が訪ねてくるなら冒険者ギルドから何日も前に連絡が届く。悪戯いたずらはよして帰るんだな」

　金髪の若い門番にそうあしらわれた。一瞬、こいつ丸焼きにしてやろうかとも思ったが、そんなことをすればわざわざここまで来た意味がなくなる。

　俺は苛いら立だちを抑えつつ、冒険者の身分証として機能する冒険者カードを取り出す。

　ここには冒険者の名前とランク、その他もろもろが書かれている。ギルドの秘術によって作られるためこのカードは偽造不可能だ。これを見れば。

「カードなんて見せなくていい。早く帰れ！　今は忙しいんだ！」

「なっ!?」

　目を通すこともせずに門番は俺を追い返す。その態度に俺は頰ほおを引きつらせるが、同時に好機とも感じていた。元々、助けて恩を売るつもりだったが、こういう展開ならもっと恩を感じさせる方法があるな。

「こっちはレオナルト皇子がわざわざ頼んできたから出向いたというのに……あの皇子はお人よしが過ぎるようだな。公爵に伝えておけ。俺と皇子の面子メンツを潰したな、とな」

「伝えるわけないだろ！　ほらさっさと行け！」

　門番は終始横柄な態度のままだった。クライネルト公爵はたしかに名門だ。その歴史はそんじょそこらの貴族では足元にも及ばない。そんな名門の屋敷の門をよくもまぁこんな奴やつが守ってられるもんだ。モンスターのせいで人手不足なのかもしれない。

　馬鹿な話だ。ＳＳ級冒険者を指定して依頼を出せば、帝国通貨の最高位である帝国虹こう貨かが三枚もいる。

　帝国通貨は帝国内はもとより、大陸全土でも流通している貨幣だ。一番下の帝国銅貨から始まり、その十倍の帝国赤銅貨、その十倍の帝国銀貨と十倍ずつ増えていく。並びとしては銅貨、赤銅貨、銀貨、白銀貨、金貨、白金貨、虹貨ということになる。

　帝都の民の一般的な月収は白銀貨で七、八枚。民の間で流通するのはせいぜい金貨までだ。最高位の虹貨なんて民が目にする機会はまずない。それが三枚も必要なのがＳＳ級冒険者という存在。いくら公爵といっても依頼を出すのは難しい相手というわけだ。

　ま、ほぼこいつの責任ではあるが、家臣の失態は公爵の失態に等しい。公爵には可哀かわい想そうだが慌ててもらうとしよう。仮面の奥で打算的な笑みを浮かべていると、屋敷の二階の窓からチラリと少女の姿が見えた。

　金の髪に蒼あおい目の少女は遠目で見てもとても美しかった。その姿には見覚えがある。

　二年前、皇帝が国の細工師たちに鳥を象かたどった髪飾りを作れと命じた。そしてその中で見事な蒼色の鷗かもめを象った髪飾りが皇帝の目に留まった。

　いたくそれを気に入った皇帝は、国一番の美女が身に着けるに相応ふさわしいと言って国中の美女を帝都に集めた。そのときまだ十四歳でありながら、絶世の美女として選ばれたのがクライネルト公爵の娘であるフィーネ・フォン・クライネルトだ。蒼い鷗の髪飾りを贈られた彼女は蒼鷗姫ブラウ・メーヴエと呼ばれ、国中の男の憧れの的となっている。

　二年経たって、より一層美しさが増しているけれど。

「確かに美しいけど、セバスの言う通り見み惚とれてる場合じゃないしな」

　セバスの小言を思い出し、俺は名残惜しさを感じながらその場を後にすると再度転移魔法を使って帝都に戻ったのだった。

「……お早いお戻りですな」

「ちゃんとやることはやってる！　クライネルト公爵領に向かうぞ。準備しろ」

「……今行ってきたのでは？」

「シルバーはな。今から行くのはアルノルト皇子だ。ふっ、これで公爵はレオに泣きつくしかなくなる。もはや味方に引き込んだも同然だぞ」

「悪い笑みを浮かべてますぞ？」

　セバスの言葉を無視して俺は旅の支度を始める。鼻歌混じりで支度をする俺を見て、セバスは呆あきれたようにため息を吐つくが何も言わずに自分も準備を始めた。そして俺たちはそこから馬を飛ばし、五日の道のりを経て再度、クライネルト公爵領に入ったのだった。
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　クライネルト公爵領の都に入り、屋敷へ向かうと俺はクライネルト公爵直々に出迎えを受けた。当然だ。そうしてもらうためにわざわざ早馬を先行させて、俺が行くことを伝えてあるのだから。だが、クライネルト公爵がそうやって出迎えにくるのは皇族を立てているからだ。ほかの公爵ならこうはいかない。

　帝位争いに加わっていないうえに、俺の評判はすこぶる悪い。遊んでばかりの放ほう蕩とう皇子。弟にすべてを持っていかれた出で涸がらし皇子。こんな奴を皇子というだけで丁寧に出迎えるのは、それだけクライネルト公爵が礼儀を重んじているからだろうな。

「皇子殿下。お久しぶりでございます」

「久しいな。クライネルト公爵。いつぶりだ？」

「殿下が十歳の誕生日をお迎えになったとき以来でございます」

　整えられた金髪と同じ色の口くち髭ひげを蓄えた壮年の男性。エルマー・フォン・クライネルト公爵だ。若くして公爵位を継いでから領地を数十年も治めている領主であり、温厚な性格で民はもちろん貴族たちからも評判はいい。現皇帝からも信頼されている公爵の一人だ。

「そんなになるか。帝都から出ることがほとんどないからな、俺は。ついつい領地にいる公爵たちとは疎遠になってしまう。許してほしい」

「滅相もございません。領地に掛かりきりで帝都に顔を出せない私が悪いのです」

　形式的な会話をしながら俺と公爵は屋敷に入る。周りに側近たちが付き従うが、客間に入ったところで公爵と俺とセバスのみになる。

「さて、公爵。あまり時間がない。用件を言わせてもらおう」

「はい、殿下。此こ度たびは何用で我が領地に？」

「何用とは公爵も人が悪いな。もちろん対価の話だ」

「対価？」

「弟のレオナルトがそういうことを望んだわけじゃないが、帝位争いの最中ではそうも言ってられない。だから俺が催促にきた。クライネルト公爵、恩義を感じるならばレオに助力してほしい」

「お、お待ちください。恩義とは？」

「……公爵。知らぬ存ぜぬで誤ご魔ま化かす気か？」

　状況をまったく理解していないクライネルト公爵は困惑した表情を浮かべている。シルバーを送り出した俺たち側と、シルバーが来たことを知らない公爵では話が通じるわけないのだ。そんなことはわかってる。わかっているが、すぐに互いの認識の違いにたどり着いては問題が軽くなってしまう。

「あなたは皇帝陛下はもちろん、多くの者から信頼を集める公爵だ。それがわかっていたからレオは善意で動いたというのに、それに対する返礼がこれとはどういった了見だ？」

「アルノルト殿下。私には本当にわからぬのです。申し訳ありませぬが、私を含めて我が公爵家はレオナルト殿下に何かしていただいたことはございません」

「なにぃ？」

　もはや我慢ならぬといった様子で俺が一歩前に出る。その瞬間を待っていたセバスがタイミングよく俺を制止した。

「殿下。どうやら公爵は本当に何も知らぬご様子です」

「知らないで済む話か!?　レオはわざわざＳＳ級冒険者を動かしたんだぞ!?　しかも帝位争いに巻き込まれ、自分が一番困っているときにだ！　だからこそシルバーも動いてくれた！」

「し、シルバーとは、あのシルバーでしょうか？」

「ああ、そうだ！　レオはあなたが領内でモンスターに困っていると聞き、自筆の手紙でシルバーに公爵の下へ行くことを要請した。それに対してシルバーもすぐに対処すると答えてくれた。シルバーは古代魔法の使い手。失われた転移魔法も使うと聞く。来ていないはずはない！」

「そ、それは真まことですか!?」

「俺が噓うそをついているとでも言うつもりか!?」

　激怒した演技を続けながら、俺はセバスに目配せする。心得たとばかりにまたセバスが助け船を出した。

「殿下。あまり怒ってはいけません。公爵の御ご様よう子すを見れば噓をついていないことはわかりましょう。なにかあったのかもしれません。公爵に調べるお時間を与えてもよいのではありませんか？」

「調べる時間？　調べた結果、何もわからなかったらどうする？」

「そのときはシルバーに直接聞けばよろしいかと。レオナルト殿下のお召しならシルバーも姿を現すでしょう」

「ふん！　セバスがこう言っているから時間をやろう。ただし何か隠そうとすればわかっているな？　シルバーに直接聞きにいく。その結果、あなた方に問題があれば今後一切、冒険者はあなたの領内には寄り付かなくなるぞ」

「……心得ました。至急、家の者を集めて情報を集めます。しばしお待ちくださいませ」

　クライネルト公爵は慌てた様子で部屋の外に出ていく。帝位を直接争っているわけではない俺の言葉くらいじゃ、公爵も動揺しなかっただろうが問題なのはシルバーが関わっているということだ。

　ＳＳ級冒険者は大陸で僅か五人。モンスター退治に関しては最高峰の人材だ。金を積めば動いてくれるというものでもないし、冒険者たちのトップと言っても過言ではない。そんなシルバーの顔に泥を塗れば冒険者たちはそこに寄り付かなくなる。シルバーですらそんな扱いを受ける場所にほかの冒険者たちが寄り付くわけがないのだ。

「上手うまくいったな」

「お人が悪い作戦ですな。ほぼ自作自演の茶番ではありませんか」

「自作自演とはひどいな。シルバーを追い返したのはこの家の者だ。俺はその傷を広げただけであって、傷を作ったのは俺じゃない」

「追い返されたなら忍び込めばよいでしょうに。好機と見てわざわざ引き下がったのでしょう？　しかもレオナルト殿下の人柄の良さが際立つように横柄に振舞っても見せた。大した策士ぶりとお褒めしておきましょう」

「それが俺の役割だ。レオは人が良すぎる。綺き麗れい過ぎる水に棲すめる魚は少ない。水を汚してやる奴も必要なのさ」

「それがご自分の役割だと決めているのなら止めはしませんが、損をするのはご自分ですぞ？」

「いいさ。今、必要なのはレオの評判だ。俺の評判がいくら落ちようと気にはしない」

「私は気にします。あなたの御お母はは上うえやレオナルト殿下もです」

「三人も気にしてくれれば十分さ」

　そんな会話をしていると公爵の大きな怒声が聞こえてきた。

「この馬鹿息子が!!　我が家を滅ぼすつもりか!?」

　どうやら公爵の情報収集は終わったらしい。さてさて、ここからどう出てくるかな。
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「真に申し訳ありません！」

　そう言ってクライネルト公爵は頭を下げた。その横では門番をしていた金髪の青年も頭を下げている。ただ、無理やり連れられてきたようで、いまいち状況がわかってないらしく不服そうだ。この状況で不服そうにできるとは大した度胸だ。

「公爵。謝罪はいいからどういうことか聞かせてもらおうか？」

「は、はっ……実は五日前にシルバーが訪ねてきたそうなのですが、この馬鹿息子がよく確認もせずに追い返したそうで……」

「追い返した……？」

「けど、父上！　ＳＳ級冒険者がいきなり俺たちのところに来ると普通思うか？　偽物だって思うだろ？」

「お前は黙っていろ！　馬鹿息子め！　大して役に立たんから、私がモンスター討伐に出ている間の門番くらいはと任せたというのに！　それすらまともにできんとは！」

「だ、だって父上は言ったじゃないか……。フィーネに会いにくる男を追い払うのが仕事だって……」

「ＳＳ級冒険者を追い返せと言った覚えはない！　シルバーの冒険者カードを確認すればいいだけの話であろう!?　なぜそんなこともできん!?」

「そ、それは……」

　息子の目が泳ぐ。あれは噓をつくかどうか迷っている目だな。馬鹿な奴やつはすぐにばれる噓をつく。ここでシルバーが冒険者カードを出さなかったと噓をついても、あとでシルバーに確認されてバレるだけだ。

　こういう場合は素直に頭を下げておくのが一番被害が少ないんだけどな。

「公爵。ご子息への説教はあとにしていただきたい。このようなことを言うのは申し訳ないが、ご子息の失態はあなたの失態でもある」

「そ、それは重々承知しております！　アルノルト皇子殿下とレオナルト皇子殿下にはどうお詫わびしていいか……」

「詫びだと？　皇子が派遣したＳＳ級冒険者を追い返しておいて詫びだと!?　なら訊きこう！　どう詫びるのだ？　顔に泥を塗られたシルバーはおそらく我々にもう協力しない！　それに対する埋め合わせをあなたは何でするというのだ!?」

「それは……この老体の首でお許しください！」

「貴様の首などいらん！　ＳＳ級冒険者を追い返す無能な息子もだ！」

　俺の言葉にクライネルト公爵は絶望的な表情を浮かべ、息子のほうはホッと息を吐いた。この父親からよくこんな息子ができたもんだ。自分の命で償えない以上、クライネルト公爵は別のものを差し出す必要がある。そしてそれは公爵家にとって重要であり、かつ俺やレオにとって価値のあるものでなくてはいけない。つまり。

「──では私を差し上げます。ですので父と兄をお許しください、殿下」

　そう言って部屋に入ってきたのはドレス姿のフィーネだった。間近で見るとその美しさに驚嘆を禁じ得ない。こんな状況だというのにフィーネから目が離せなかった。

　長い金髪は微かすかに波打っており、光に反射して淡く輝いている。海のように深い蒼あお色いろの瞳は優しげで何もかも包み込むような包容力のある光を放っていた。体は小柄だがドレスの上からでもグラマーなのがわかる。

　その顔はやや緊張で強こわ張ばっているが、その程度では彼女の美しさは欠片かけらも薄れない。正直、くれるというなら喜んでいただきたい。男なら誰もがそう思うだろうし、思わず本能に従って返事がこぼれかけた。しかし、そんな本能に従ってる場合じゃない。

　フィーネの登場は俺にとって予想外だった。もう少し公爵を追い詰めてから帝位争いに助力することを要請するつもりだったんだが。

「ふぃ、フィーネ!?　お許しください！　殿下！　娘はまだ子供なのです！」

　膝をついて懇願する公爵の姿は必死であり、娘への愛情が伝わってくる。失態を演じた息子の首ではなく、自分の首を最初に差し出そうとしたことからわかるように良き父親なんだろう。そんな公爵をフィーネも守ろうと膝をついて懇願してきた。

「殿下、どうか父と兄をお助けください！　私もシルバー様がいらっしゃったときに姿を見ているのです！　罪があるならば私も同罪です！」

「い、妹は悪くありません！　俺のせいです！　どうかお許しください！」

　しまいには息子のほうまで膝をついた。これはあれだな。完全に俺が悪人だな。
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　こういう展開になるとは思わなかった。正直、公爵との心理戦を想定してた。助けを求めるようにセバスを見ると、セバスは呆あきれたようにため息を吐ついてから口を開いた。

「殿下。公爵家の方々がこうまでしているのです。お怒りをお鎮めになってはいかがでしょうか？」

「許せと言うのか？　コケにされたも同然だぞ!?　この一件を許せば、今後俺たちは一切の威厳を示せなくなる！」

「内密に処理をすればよいのです。この一件はなかったことに致しましょう」

「シルバーはどうする!?」

「あれで義理堅い男です。一度受けた依頼を放棄はしないでしょうし、まだ近くにいるかもしれません。人を使って探してみましょう。誠意をもって謝罪すればシルバーも納得してくれるかと」

「それでシルバーがこの領内の問題を片付けたとして、我々がクライネルト公爵家にコケにされた事実は消えないぞ？」

　良い感じで落としどころが見えてきた。あとはセバスが俺の独断を指摘すれば俺も引っ込むことができる。まぁ公爵家からは俺が弟の威を借りている小物に映るだろうが、それは望むところ。あくまで帝位争いに加わるのはレオ。俺じゃない。

「それについては後日、レオナルト殿下を交えて協議すればよろしいかと」

「あいつと協議なんて無駄だ！　何でも許す奴だぞ!?」

「そういうお方だから人が集まるのです。それにアルノルト殿下。たしかにあなたはレオナルト殿下の兄上にあたりますが、人が集まっているのはレオナルト殿下のもとです。いくら兄上とはいえ、レオナルト殿下に黙って公爵家との関係を悪化させればお立場が悪くなるかと」

「ちっ……わかった。お前の言う通りにしよう。公爵、人を使ってシルバーを探してくれ。見つけたら俺が話をつける。セバスお前も手伝ってこい」

　渋々といった演技をしつつ俺は話をまとめる。

　あとはシルバーとしてこの領地の問題を解決すれば、クライネルト公爵はレオの味方となる。帝位争いの出だしとしてはまずまずの一歩といえる。そんなことを思いながら俺はこの後、どうやって一人二役をするべきか頭を悩ませたのだった。
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「普通にまだ領都にいたのか。意外だったぞ」

「誰かしらが派遣されてくると思ったのでな。そういう意味では出で涸がらし皇子が来たのは俺も意外だった」

　領都にある平凡な宿屋。そこにシルバーはいた。正確にはそう見せかけた。

　古代魔法で店主の記憶を弄いじり、五日前から変な恰かつ好こうの客が泊まっていると思わせたのだ。それをセバスが発見したように見せかけ、俺はシルバーとして対面した。

「それで？　そちらの御ご令れい嬢じようは？」

「お初にお目にかかります。シルバー様。フィーネ・フォン・クライネルトと申します」

「見るのは初めてじゃない。五日前、あなたとは目があった」

　そんなことを言われてフィーネが微かに怯ひるむ。

　まだ十六歳の少女にとって、ＳＳ級冒険者と話すというのは酷な課題だ。ましてや自分たちに非がある状況で許してもらおうとするのは難題といえる。

　クライネルト公爵はモンスターへの対処があるため、手が離せないそうだ。だからシルバーへの説得は俺だけでいいと言ったのだが、フィーネは公爵家の代表としてついていくと言い張った。

　おかげで俺は幻術魔法でシルバーを作り出し、フィーネの前で一人二役を演じているわけだ。シルバーを幻術で作り出している理由は、万が一バレてもシルバーなら警戒していたと言い訳できるからだ。逆パターンだと、俺が姿だけでなく声まで再現できる超高度な幻術魔法を使えることを突っ込まれてしまう。

　ちなみに声でバレることはない。シルバーの銀仮面は超強力な魔導具だ。声はもちろん変化するし、体臭や相手への印象にすら影響を与えるため、一緒にいても同一人物だとは絶対に思われない。

「……我が公爵家の御ご無ぶ礼れい……真に申し訳ありませんでした……」

「謝罪は結構だ。すでにあなた方への評価は地に落ちている。領民を思う賢明な公爵家と聞いていたが、それも評判だけだったようだしな」

「それは……」

「モンスターに苦しむ土地に冒険者が流れてくるのは珍しいことじゃない。本当に民を思うならばどんな冒険者でも受け入れる準備をしておくべきだろう。あなたの兄上が俺を追い返したのはそういう準備を公爵が怠ったからだ」

　ここが大切なポイントだ。

　息子の過失ということにはせず、公爵家全体の責任ということにする。そうであれば息子を処断するだけでは事は収まらない。まぁ、あの公爵ならそんなことはしないだろうけど。

「ごもっともです……私たちクライネルト公爵家が至りませんでした……」

　項うな垂だれるフィーネを見て俺はそろそろかとシルバーに提案する。

　ここに来たのはシルバーを説得するため。俺がシルバーをなんとか説得したと見せかければ目的達成というわけだ。

　セバスをこの部屋に連れてきてないのは、それを達成するための三文芝居を見られたら何を言われるかわかったもんじゃないからだ。なにせ俺はこれから俺を説得するのだ。

「シルバー。まだ依頼を継続する意思はあるか？」

「なければここにはいない。しかし、その前に確認しておかなければいけないことがある」

「なんだ？」

「公爵家を味方に引き入れることはできたのか？　出涸らし皇子」

「……確約はしてもらっていないな」

「やはり出涸らし皇子か。弟には遠く及ばんな」

　シルバーはこれ見よがしにため息を吐く。

　自分で自分を貶けなすというのは不思議な気分だが、こういう風にシルバーが言っておけば公爵家の協力はほぼ確実に得られる。

「必ず協力はしてもらう。安心してほしい」

「全面的な協力を約束してもらうのだな。それがあれば依頼を果たそう。俺は俺の事情でお前の弟に皇帝になってもらわなければいけない。わざわざ帝都を出てこんなところまで来たのも、レオナルト皇子の味方となる公爵家を作りたかったからだ。評判どおりの公爵家ならば恩義に報いて、レオナルト皇子に協力すると踏んでいたが、この公爵家は評判倒れだ。ちゃんと誓紙でも書かせなければ裏切るやもしれんぞ？」

「我が父はそのようなことはいたしません！」

「抗弁は無駄だ。フィーネ嬢。あなた方はすでに俺の信用を失っている」

　シルバーは淡々と告げる。

　こういう風に言っているのにはわけがある。

　シルバーは乗り気でなかったが、こちらが説得したという風にしたかったからだ。そのことはフィーネの口から公爵の耳にも入るだろう。当然、シルバーの狙いもだ。

　ここまですれば間違いなく公爵はレオの側につく。回りくどいかもしれないが、それだけクライネルト公爵というのは帝位争いには重要な人物だ。

「シルバー。それを約束させなければ手伝う気はないというのか？」

「無論だ」

「……そこを曲げてモンスターの討伐を受けてほしい。俺が必ず公爵は味方につける」

「……出涸らし皇子に期待しろと？　無む茶ちやな要求だと自覚しているか？」

「もちろんだ。それでも頼む。このとおりだ」

　そう言って俺は頭を下げる。

　元々プライドとは無縁の俺は誰にだって頭を下げられる。ましてや自分が作った幻術に頭を下げるなんて痛くもかゆくもない。

「すぐに頭を下げるあたり、本当に皇族としての誇りがないらしいな」

「ここにレオがいたら、レオもこうするはずだ……。俺を信頼できないのはわかってる。だが、これでもレオの兄なんだ。最低限の仕事はしてみせる。だからモンスターを討伐してほしい。これ以上、この問題を長引かせたくはない」

「……まぁいい。冒険者としてこれ以上、モンスターを野放しにもできんからな。依頼は受けよう。ただし、フィーネ嬢。公爵家には期待している。そのうえでの協力だと忘れるな」

「あ、ありがとうございます！　必ずやご期待にそってみせます！」

　こうして俺たちはシルバーの説得を終えて、宿屋を出た。

　外でセバスが待機させていた馬車に乗り込むと、俺は深く息を吐いた。

　それを見てフィーネが申し訳なさそうに頭を下げた。

「ありがとうございます……」

「……？　どうして君が礼を？」

「殿下は私たちのために頭を下げてくださいました……。私たちのせいでご苦労をおかけしているのに、領民のためにシルバー様の説得までしてくださったのです。お礼は当然です」

　なんか盛大な勘違いをされているな。

　この子もレオと同じで何事も良い方にとらえるタイプか？

　これは訂正しなきゃだな。良い人と誤解されているとこれから動きづらくなる。

「俺が頭を下げたのは俺のためだ。君が思うような理由じゃない。勘違いだ」

「そうですか……。では勝手に勘違いしておきます。私は……少し殿下を誤解していました。実は怖い方なのではと思っていましたが、そうではないのですね」

「いや、だから……」

「はい。私の勘違いです。殿下はご自分のために頭を下げられたのでしょう？　領民のためでもなく、ましてや私たちのためでもない。ですが……勘違いはお許しくださいますよね？」

　そう言ってフィーネは柔らかな笑みを浮かべる。

　その笑みはかつて皇帝に蒼あお鷗かもめの髪飾りを贈られたときに浮かべ、帝都の民を魅了した笑顔よりもずっと自然でずっと美しかった。

　感動したと言えばいいだろうか。かつて母に連れられて数十年に一度の流星群を見たときもこんな感動を受けた。雲一つない壮大な夜空を埋め尽くす流れ星。それはただ綺き麗れいで素晴らしいものだった。それらを見たことによる嬉うれしさ、喜び。そのとき感じたものと同種のものがフィーネの笑みを見て湧き上がってきた。

　不覚にもその笑みに見み惚とれてしまった俺は、赤くなった顔を見られないように視線を外にそらす。

　そのせいで勘違いを訂正する機会を失ったわけだが。

　フィーネに良い方に勘違いされるのは悪くはないかと思ってしまい、結局、その後もフィーネの勘違いを正すことはできなかった。
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「ひどい状況だな、まったく」

　シルバーの恰好になりながら、俺はセバスと共に問題となっているモンスターの巣を遠目から見ていた。

　クライネルト公爵領に出現したモンスターのランクはＡＡ級。

　ＦからＳＳ級まであるランクの中では上から四番目。Ａ級以上の冒険者が四から五人のパーティーを組んで対処するレベルのモンスターであり、帝国にある冒険者ギルドでは少々手に余るレベルのモンスターだ。

　実際、クライネルト公爵は冒険者ギルドに依頼を出して、Ｂ級冒険者四人とＡ級冒険者二人からなる六名のパーティーが派遣されてきているが解決には至っていない。

「マザースライムが相手じゃ仕方ないか」

　領都から少し離れたところにある山。

　そこに無数のスライムが湧いていた。一匹一匹は雑魚だが、あまりにも数が多い。こいつらがあちこちに遠征して、作物を食い荒らしたりするため公爵は騎士を連れて対処に追われているというわけだ。

　どうしてこれほどのスライムが大量発生したかといえば、山に潜むマザースライムと言われるレアモンスターの仕業だ。

　マザースライムはその名のとおり、スライムの母として子供スライムを生み出すことができるモンスターだ。なにもかも吸収し、栄養に変えて子供スライムを生み続ける。こいつのせいで壊滅した国まであるほどの厄介なモンスターだ。

　対処法としてはマザースライムが巣を定めて、子供スライムを増やす前に討伐することだが公爵が冒険者ギルドに依頼を出した時点ですらすでに手遅れだった。

　記録を見る限り、マザースライムが生んだ子供スライムはもはや軍隊級だ。

「とにかくさっさとマザースライムを討伐しないとキリがないな」

「そのとおりですが、すでに依頼を受けている冒険者たちにどう説明するおつもりで？」

「それが問題だ」

　冒険者は基本的にアウトローだ。

　貴族社会のように位が上だからへりくだるということはない。彼らは自分が受けた依頼に全力で取り組む。それが自分のためであり、自分の信用を守るためだからだ。

　そんな冒険者たちは、たとえＳＳ級冒険者であっても割り込みを許さない。ギルドからの正式な書状でもあれば別だろうが、今の俺は完全に別口で依頼を受けている。

「冒険者のそういう気風は好きだけど、今は悩みの種だな」

「彼らの出方次第では時間がかかるやもしれませんな」

「正直、そんな時間はない。現地の冒険者がそれを理解していることを願おう。先に帰っていてくれ。俺がなんとかする」

「御武運を」

　そう言って俺はセバスと別れて、山の近くにキャンプしている冒険者たちの下へ向かった。

　さすがにセバスを連れていくと怪しまれるし、俺の正体にも近づかれてしまうからだ。

「これはこれは。ＳＳ級冒険者様がわざわざご足労くださったぞ、みんな」

　外で見張りをしていた赤い髪の青年がそう言うと、テントの中にいた冒険者がぞろぞろと顔を出す。

　五人が男で一人が女。

　全員、目つきが厳しい。

「このパーティーのリーダーをやってるアベルってもんだ。ランクはＡ級。あんたから見れば小物だろうけどな」

「ＳＳ級冒険者のシルバーだ」

　アベルが差し出した手を俺は握る。

　軽く握った俺に対して、アベルは砕けろとばかりに力をこめてくる。

　やっぱり気に入らないみたいだな。

「あんたが援軍としてくることは公爵から聞いた。だが、はいそうですかと依頼を譲ってちゃ冒険者なんてやってられないんだ。わかるよな？」

「ああ、理解している」

「依頼への割り込みは冒険者としてのマナーに違反してる。それも理解してるか？」

「ああ、もちろんだ」

　手を下ろすと俺は残る五人に視線を移す。

　立ち振舞いから見て、もうひとりのＡ級冒険者は女のほうか。

　茶色の髪を短めのポニーテールにしており、顔は帽子を被かぶっているためよく見えないが女であることは間違いないと思う。

　恰かつ好こうは完全に少年であり、男と見間違える奴やつも少なくないだろうな。

　女冒険者はおそらくアベルのパーティーへの助すけっ人と。一歩引いているし、アベルに何か言うつもりはないらしい。

　そういうことならアベルを説得すればどうにかなるか。

「もちろんだぁ？　わかってるならなんで割り込みをかけに来た!?　貴族様とのラインまで使いやがって！　あんたほどの冒険者なら依頼に困ることはねぇだろうが！」

「言いたいことはもっともだ。不満もわかる。だから罵声を浴びせようが、俺を殴ろうが君らの勝手だ。文句を言うつもりはない」

「なにぃ？」

「ただ……冒険者として君らに聞きたい。この状況をどうにかできるのか？」

「……」

　アベルは答えない。ほかの者も同様だ。ここでできると言うのは簡単だが、冒険者は信用が命だ。簡単にできない依頼をできると言ってはいけない。

　この場にいる六人はこの近くでは最高レベルの冒険者だ。おそらく自分たちで依頼を選んだわけじゃなく、ギルド支部がこの六人に話を持ち掛けたんだろう。

　しかし来てみれば聞いていた状況よりもかなり悪い状況だった。マザースライムは強さが変動するモンスターだ。巣で栄養を取り続ければどんどん強くなる。そして子供スライムを生んでいく。子供スライムを生む度に弱体化するが、その子供スライムがどんどん栄養を持ってくるためやがては手がつけられなくなる。

　こうまで悪化した以上、マザースライムを早々に始末しなければこの辺り一帯の安全が脅かされてしまう。

「──マザースライムは私たちが聞いていたよりもずいぶんと大きくなっていました。何度か挑みましたが、致命傷を与えることができずに撤退しています。完全に火力不足ですね」

　これまで黙っていた女冒険者が口を開く。

　それを聞きアベルが舌打ちをした。アベルもそのことは理解しているみたいだな。

「君たちが絶対に俺を依頼に関わらせたくないというなら、俺は依頼には関わらない。ただし、この地域の安全のためにギルド本部に直接現状を報告して緊急クエストを発行してもらう。それを受けて改めてここに来ることになるだろう。しかし、それでも数日はかかる。その間に君たちが討伐できるなら止めはしない。だが……その数日でこの地域は大いに脅かされる」

「……わかってるさ。あんたほどの冒険者が金欲しさにこんなところに来るわけがないってことくらいな……」

「報酬はそちらがすべて受け取っていい。どうかマザースライムの討伐を俺に任せてほしい。冒険者としてこれ以上の被害拡大は見逃せない」

「……わかった。俺たちじゃ力不足だと認めるさ……あんたの好きにしてくれ」

　アベルは項うな垂だれてその場に座り込む。自分の実力で冒険者は成り上がる。その冒険者が受けた依頼を達成できないというのは屈辱以外の何物でもない。

　プライドに拘こだわってそのまま無謀な依頼を続けて死ぬ冒険者だっているくらいだ。そういう意味ではアベルは賢く、周りが見えている冒険者だ。

「すまん、みんな……」

　アベルがそう言ってパーティーの面々に謝った。アベル一人なら強行したかもしれないが、パーティーメンバーのことも考えたんだろう。良いリーダーだ。

「君らがマザースライムに攻撃を仕掛けたから、この程度で済んでる。君らがいなきゃとっくにこのあたりはスライムだらけだろうさ。本来ならＡ級以上の冒険者のみでパーティーを組んであたる依頼だ。よくやってくれた。ギルドも君たちに感謝するだろう」

「はっ……ＳＳ級冒険者に褒められる日がくるとはな」

「皮肉に取らないでほしい。心から俺も感謝してるし、君らに借りができたと思っている。なにかあれば帝都支部を訪ねてくれ。力になる」

　そう言うと俺はそのまま山に向かって手を伸ばす。

　怪け訝げんそうに俺を見つめる六人を無視して、俺は詠唱を開始した。

《我は天意を代行する者・我は天と地の法を知る者・断罪の時来たれり・咎とが人びとは震え罪無き者は歓喜せよ・我が言の葉は神の言の葉・我が一撃は神の一撃・この手に集まるは天焦がす劫ごう火か・天てん焰えんよ咎人を灰かい燼じんと化せ──エクスキューション・プロミネンス》

　八節もの長大な詠唱。俺の伸ばした手の先には馬鹿でかい魔法陣が展開された。

　現代に伝わる魔法でここまで長い詠唱はない。最高で七節だ。八節となると現代に伝わっていない魔法ということになる。

　かつて魔法が今より栄えていた頃の魔法。それが古代魔法だ。

　才能ある者しか使えないそれらはいつしか忘れ去られ、伝承する者が途絶えて失われた。

　それらを復活させるには残された貴重な書物から読み解くほかない。そんなわけで古代魔法を使う者なんて大陸でも数えるほどしかいない。

　当然、目にすることができる者も少ない。

　だからある意味、この場にいる六人は貴重な経験をしたといえるだろう。

　巨大な魔法陣に魔力が満ちる。すると魔法陣の周りに小規模な魔法陣がさらに六個出現した。

　その小規模な魔法陣はグルグルと巨大な魔法陣の周りを回る。

　そしてもはや崩壊寸前まで魔力が高まったとき。輝く炎の閃せん光こうが魔法陣から発射された。

　それは瞬く間に山の木々を焼き尽くし、そこを巣としていたスライムたちも焼き尽くす。それだけには留とどまらず、山そのものすら完全に燃やし尽くしてしまった。

　あとに残ったのは焦げて黒くなった地面のみ。

「これでもうスライムが増えることはないか」

「まじかよ……」

「……これがＳＳ級冒険者が使う古代魔法……」

　アベルと女冒険者が呟つぶやく。ほかの者は絶句してただただ今、目の前で起きたことを理解しようと試みている。山を燃やし尽くす魔法。それはもはや伝説に近いレベルの魔法だ。

　いきなり目の前で起こされても理解が追い付かないんだろうな。

「報告を頼めるか？」

「……あんたが行くべきだ。俺らは何もしてない。公爵領を救ったんだ。英雄だぞ？」

「悪いが興味はないんだ。ほかにやることもある。あとは任せた」

　そう言って俺は転移魔法でその場を後にする。

　転移した先はクライネルト公爵の屋敷にある一室。俺に割り当てられた部屋だ。

　まだアルノルト皇子は公爵領に留まっていることになっている。シルバーがマザースライムを討伐したという報告を公爵と共に受け、公爵から助力の言げん質ちを取ってようやく仕事が終わる。

　それまでは油断できない。そんなことを思いながら俺は銀の仮面を外す。

　それが致命的な油断だったと気づいたのは声が聞こえてからだった。

「え……？」

　自分が予想していない事態が起きた。そんな声色だった。

　聞き覚えのある声を聞き、まず俺は後悔する。

　部屋に誰もいないと思っていたからだ。皇子に割り当てられた部屋だ。皇子の許可なく入る者なんていないと思っていた。振り返り、その顔を見て俺はさらに後悔する。

「……フィーネ」

「……アルノルト皇子……？」

　絶世の美女にして公爵の娘。

　簡単に口封じはできない少女、フィーネがそこにいた。
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　フィーネの手にはお菓子の載ったお盆があった。おそらくそれを差し入れにきて、返事がないから入ったんだろう。

　食事はいらないと伝えてあるから、俺の部屋に来る人間はいないと思っていた。まさかこんな誤算があるなんて。

「あ、アルノルト皇子……？　今、転移なさって、それにその恰好は……シルバー様のものでは……？」

「……」

　こういう恰好をするのが趣味とか言って誤魔化せるか？　いや、さすがに無理だろうな。

　じゃあ殺すか？　それも無理だ。フィーネは皇帝のお気に入り。なにかあれば間違いなく皇帝が直々に捜査する。疑われるのは間違いなく俺であり、疑われた時点でレオの帝位争いも終わってしまう。

　宿屋の店主に使った魔法も強い記憶までは弄いじれない。誤魔化しは不可能。口封じも不可能。八方ふさがりか。

「……どうして部屋に入った？」

「あ、その……お菓子を焼いたので召し上がられるかと思い……それで返事がなかったので何かあったのかと勘違いしてしまい……」

「はぁ……」

　シュンと申し訳なさそうに小さくなるフィーネを見て、俺も毒気を抜かれてしまった。

　強硬手段に訴える気はもう失うせた。しかし、このまま放置もできない。

「俺の秘密を君は知った。そうである以上、俺は君をただで帰すわけにはいかない」

「だ、誰にも言いません！　シルバー様の正体が皇子であるなんて！」

「割と大きな声で言ってるけどな」

「あ……」

「安心しろ。防音の結界を張ってある。何を言っても外には漏れない」

「そ、そうでしたか……ありがとうございます……」

　恥ずかしそうにフィーネは頰ほおを赤く染めた。

　自分がピンチだということには気づいていないらしい。外に何も聞こえないということは、フィーネは何をされても助けを呼べないということなんだが……。

「俺が君に何かするとは考えないのか？」

「何かとは？」

「口封じに君を襲うかもしれない」

「あなたが？　あり得ません。もしもあったとしても、それはやらなければいけないことなのでしょう？　なら私は受け入れます」

「……そこまで信用される覚えはないんだが？」

「あなたがシルバーならもうモンスターを倒してきたのでしょう？　ならあなたは我が公爵領を救ってくださった英雄です。それに皇子としてやってきて、いろいろと手の込んだ演技をなさってますが、それも弟君のためでは？　だからあなたを信じられます。誰かのために動けるあなたは、きっと優しい方ですから」

　そう言ってフィーネは優しさに満ちた笑みを浮かべた。

　善人なんだろうな。そこまで人を信じられるとは。

　俺がシルバーであるとわかった以上、これまでの一連の流れは公爵家を貶おとしめ、こちらへの恩を感じさせるためだと気づくはずだ。それでもフィーネは俺を信じている。

　その信用はさすがに裏切れない。

「俺の秘密を知るのはセバスのみだ。そしてセバスは決して口を割らない。秘密が漏れれば俺は君を決して許さない。だから誰にも喋しやべるな」

「はい！　承知いたしました」

　フィーネの元気な返事を聞いて、俺はため息を吐つく。幻術を使って夢を見ていたと思わせようかとも考えたが、そういう小細工をすると必ずボロが出る。

　そしてそのボロは後々、致命的な隙になるだろう。ならばフィーネを信じてしまうほうがいい。

　これまでのやりとりでフィーネの人柄はだいたいわかっている。もしも秘密が漏れたとしてもフィーネとそれに関係する人々だろうし、強硬手段はそれからでも遅くはない。

「ずっと守ってきた秘密をこんなことで暴かれるとはな……」

「元気を出してください。お菓子をどうぞ。あ、紅茶を淹いれますね」

　楽しそうに机の上にお菓子を並べ、紅茶を淹れる準備を始めたフィーネを見ながら俺は心の中で突っ込む。君のせいだろうが……、と。
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「以上が今回の依頼の報告となります」

　領都に戻ってきたアベルが公爵の前で跪ひざまずき、一連の報告をしていた。

　すべてを聞き終えた公爵は何度も頷うなずいたあと、アベルにねぎらいの言葉を告げる。

「本当にご苦労だった。辛つらい依頼となったこと、本当に申し訳なく思っている。これは依頼の報酬とは別に気持ちだ。持って行ってほしい」

　そう言ってアベルの前に人数分の小袋が出された。

　中にはそれなりのお金が入っている。しかし、アベルはそれを首を振って断った。

「依頼の報酬のみで十分です。今回の依頼、さきほども話したとおり解決まで導いたのはシルバーであり、俺たちではありません。冒険者としてここまでやってきた矜きよう持じがあります。どうかお許しを」

「そうか……うむ、わかった。また何かあれば頼むことになるだろう。そのときはぜひお願いしたい」

「はっ。そのときは必ず自分たちの手で依頼を達成してみせます」

　そう言ってアベルはその場を去る。残されたのは俺と公爵のみとなった。

「これで一段落か」

「そうですな。殿下には感謝しても感謝したりません。ありがとうございます」

「その感謝はレオにしてくれ。俺がここに来たのも、シルバーが動いたのも全部レオのためだ」

「はい……殿下。我がクライネルト公爵家はレオナルト皇子を全面的に支持し、その後ろ盾となりましょう。御恩には報いらせていただきます」

　ようやくその言葉を聞けた俺は大きく安あん堵どの息を吐いてから、公爵に右手を差し出す。

　それを見て公爵は俺の手を握った。

「よろしく頼む」

「必ずやレオナルト皇子を皇帝の座につけましょう」

「ああ」

　これでレオは帝位を争う三人の兄姉きようだいに続き、第四勢力としての地位を確立できた。

　名門クライネルト公爵家が味方につけば、日和見を続けている者たちもレオに協力するようになるだろう。

　我らが父上もレオを帝位を狙う後継者の一人として認めるだろうし、ようやくスタートラインに立てたというわけだ。

　まだまだ安心できないが、とりあえず一仕事終えた気になっていた俺に対して、公爵が少々不安そうに切り出してきた。

「殿下……そちらは人手が足りていますかな？」

「人手か……足りていると言いたいところだが、まったく足りていないな。まだまだ静観を決め込んでいる貴族もいるし、そういう貴族と交渉するには信頼できる人間がもう少しほしい」

「なるほど。それは安心しました」

「誰か貸してもらえるのか？」

「はい、我が娘をお預けしたいと思っています」

「な、に……？」

　思わず聞き返してしまった。俺の反応に公爵も苦笑で返す。

「驚くのは無理もありません。私も昨日、フィーネに言われて驚きました。どうしても皇子たちに我らが領地を救ってくださったお礼がしたいそうで……自己主張のないあの子がこんなことを言うなんて……私としても感慨深いものがあります」

「いや、待て……そんな風に言われても困る……」

「そう仰おつしやいますな、殿下。あの子は帝都では有名人です。皇帝陛下からの覚えもめでたい。必ずやお役に立てるでしょう」

「それは認めるが……いいのか？　公爵は」

　メリットは正直いくつあげてもキリがない。それくらいフィーネは役に立つ。

　しかし、いきなり帝都に行きたいと言い出した理由は、昨日、俺の正体を知ったからに他ならないだろう。正直、領地で大人しくしていてくれたほうが俺としては安心できる。

　帝都では多くの人と接するだろうし、どこで情報が漏れるかわかったもんじゃない。

　だから公爵の親心に付け込もうとしたのだが。

「あの子が望んだことです。どうか使ってあげてください」

「……」

　娘可愛かわいさに引き留めるかと思ったが、むしろ後押ししている。どんだけできた親なんだ、この人は。いよいよ断る理由がなくなってしまった。

　結局、俺はフィーネの同行を許可する羽目になった。そして。

「では、行ってまいりますね。お父様、お兄様」

「ああ、しっかり役に立って来なさい」

「体には気をつけろよー」

　父と兄に見送られてフィーネは馬車に乗り込む。

　しばらく馬車の窓から手を振っていたフィーネだが、二人が見えなくなると対面に座る俺をしっかりと見据える。

「アルノルト皇子。非才の身ではありますが、これからよろしくお願いいたします」

「はぁ……」

「怒って、いますか……？」

「呆あきれているんだ。これから俺たちがするのは帝位争い。幾度も血が流れた暗闘だ。引き返すなら今だぞ？」

「承知しています。それでも……お役に立ちたいんです。それに私がお傍そばにいたほうが皇子は監視がしやすくてご安心では？」

「いや、領地で大人しくしてくれたほうが安心できた」

「ええぇぇ!?」

　驚き、両手をパタパタとさせるフィーネを見て俺は再度ため息を吐く。

　こんな子に秘密を知られて、俺は大丈夫なんだろうか……。




　　　　５




　帝都に戻った俺はすぐにレオの部屋へ向かった。

　レオは俺が動いていることは知っていても、シルバーと繫つながっていることは知らない。だからそこらへんの問題を解消する必要がある。

　それでわりと急ぎ気味で部屋へ向かっていたのだが、ちょうど部屋から人が出てきた。

　俺が苦手な人物だ。

「や、やぁマリー……」

「お久しぶりです。アルノルト様」

　そう言って部屋を出てきたメイドが俺に一礼した。

　水色の髪は肩口で切きり揃そろえ、感情の見えない水色の瞳はまるで水晶のようだ。このメイドの名前はマリー・ヴィルケ。

　レオ付きのメイドであり、その有能さからレオの秘書的な役割もこなす才人だ。

　年は十六。平民出身で、働き口を求めていたときにレオと出会い、その能力の高さを買われて次第にいろいろと任されていき、今ではレオの側近だ。

　なにをするにもレオ第一なこのメイドを俺は苦手としている。

　なぜかというと。

「……えっと、レオは中にいる？」

「はい」

「……」

　このようにマリーは無口だ。さらに無表情。

　それは俺といるときはとくに顕著となるような気がする。彼女としてはチャランポランな俺に良い感情を抱いていないんだろう。

　俺の評判が下がることでレオの評判は基本的に上がる。だけど、俺と関連付けてレオを侮る者もたまにいる。マリーとしてはあまり気持ちのよい話ではないだろう。

　できればもうちょっとちゃんとしてほしい。

　そんな感情が何となく無口という形で出ているのだと俺は解釈している。

「俺がいない間、なにか変化はあった？」

「はい。レオナルト様の下に人材が集まりつつあります。主に平民出身者が。私はこれからその審査に参ります」

[image: ]

「そうか。まぁレオは身分に囚とらわれないからな。わかった、ありがとう。頑張ってくれ」

「はい。失礼いたします」

　そう言ってマリーは無表情のまま俺の横を通り過ぎる。

　しかし、何を思ったのか立ち止まり、俺の顔をじっと見てきた。

「アルノルト様」

「な、なにかな？」

「アルノルト様……なんだか少しだけ精せい悍かんになられましたね。初めてレオナルト様と少しだけ似ていると思いました」

　そう言ってマリーは一礼すると今度こそ立ち去っていく。

　なんだったんだ……。

「なんだかんだマリーは鋭そうだからな。これからは気をつけよう」

　なるべく情けなく見えるようにいつも以上に緩んだ表情と背筋で俺はレオの部屋へ入ったのだった。
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「兄さんがシルバーと繫がってたなんてね……顔が広いとは思ってたけど、そんな大物とも接触してたんだ」

「俺のほうから知り合いになったわけじゃない。向こうから接触してきたんだ。信用の証あかしとしてクライネルト公爵を味方に引き込む手伝いをするってな。だから俺とシルバーでお前がシルバーに頼んだっていう形を作った。事後承諾みたいになって悪かったな」

　レオの部屋で俺は公爵領での報告を行ったあと、シルバーのことを説明していた。

　あくまでシルバー主導という形にしないと俺が動きづらくなる。俺はシルバーに利用されているだけ。この話が漏れても多くの者はそういう判断を下すだろう。

　いずれシルバーとの繫がりはバレる。そのときにも備えておかなきゃいけない。

「いいよ。兄さんなりに考えがあったんでしょ？」

「ああ、お前に伝えなかったのはシルバーを完全には信用してなかったからだ。だが、あいつは宣言どおり動いてくれた。とりあえず信用はしていいと思う。ただ謎の多い男であることも確かだ。俺たちに協力する理由もまだ明かさないし、全幅の信頼をよせるのは待ったほうがいいだろうな」

「そっか……僕も会ってみたいな」

「伝えてはおくが、わざわざ俺に接触してきたところを見るとお前に直接会う気は今のところないみたいだぞ。俺も接触の仕方は知ってるが、応じるかどうかは向こう次第だしな。こっちの思い通りにはならず、自由に動くジョーカーみたいなもんだ。頼りすぎるのはやめておこう」

「了解だよ。でもおかげでクライネルト公爵領は救われたし、公爵も協力してくれることになったんだよね？　良い人なのは間違いないんじゃないかな」

「またそうやって良い方にだけ取る……」

　俺は呆れたようにため息を吐つく。

　最近、こういうため息が多い気がする。理由は言うまでもない。レオのほかにもう一人、似たようなタイプの人間が傍に増えたからだ。

「ところで公爵家から人が派遣されたって聞いたけど、誰が来たの？　さすがに公爵自ら来るってことはないだろうし……」

「ああ、そうだな。セバス、呼んできてくれ」

「はっ」

　部屋の隅に控えていたセバスに声をかけると、少しして近くの部屋に控えていたフィーネがやってきた。

「お初にお目にかかります。レオナルト皇子殿下。クライネルト公爵の長女、フィーネ・フォン・クライネルトと申します。以後、お見知りおきを」

　優雅にスカートをつまんでフィーネは一礼する。

　それに対してレオは驚くこともなく完璧な作法で返礼した。

「第八皇子、レオナルト・レークス・アードラーです。蒼鷗姫ブラウ・メーヴエと直接話せる機会が来るとは思ってもいませんでした。遠目で見るよりもずっとお美しい方だったんですね。お会いできて光栄です」

「まぁ、お上手ですね。私もアルノルト様の弟君に会えて光栄です。アルノルト様が話していたとおり、お優しそうな方で安心しました」

「兄さんが僕のことを？　それは気になりますね。その話を聞かせてもらえますか？」

「はい、喜んで。あ、紅茶を淹いれますね」

「ありがとうございます」

　一分もかからず打ち解けやがった。我が弟ながら恐ろしい。人の内側にスルリと入ってしまうのはもはや才能だろうな。

　二人の共通の話題は少ない。当然、数少ない接点である俺の話で盛り上がる。

　俺はといえば居心地悪そうに顔をしかめるしかなかった。そんな俺に気を遣ったのか、レオが俺に話を振る。

「そういえば兄さん。フィーネさんにはどういう風に協力してもらうつもりなの？」

「基本的には交渉役になってもらう。あと、しばらくの間は帝都の屋敷から俺たちのところまで頻繁に通ってもらう。それだけでクライネルト公爵が俺たち側についたことを示すことになるからな。当面はそのくらいだ。あ、シルバーとの関係はもう話してある。そこは気を遣わなくていい。彼女は俺が騙だましたことを承知で協力してくれている」

「またそうやってご自分が悪くなるような物言いをされて……我が家がシルバー様を怒らせたことは事実ですし、アルノルト様がとりなしてくれたのも事実です。それでいいではありませんか」

「気が合いますね。僕もそう思います。必要以上に自分を卑下するのは兄さんの欠点だよ」

「はぁ……」

　なんだかレオが二人になった気分だ。

　まぁ味方を集めるには好人物が多いほうがいい。俺の気苦労は増えるだろうけど。

「これが俺流だ。気にするな。そんなことより、レオ。帝都で味方は集まったのか？」

「うーん、微妙だね。帝都の有力者たちはみんな三人の誰かに取り込まれてるからね。今は中立気味の中堅貴族たちを説得してるところだよ」

　話題を逸そらすためにレオの成果を訊きいてみたが、予想通りだ。

　クライネルト公爵がレオについたと知れ渡ったとしても動くのは中立の勢力のみ。元々、ライバルである三人に取り込まれている者たちは動かせない。いまだに公爵が俺たちについたと知れ渡っていない状況じゃそんなもんだろうな。

「あの……帝都の事情には詳しくないので……そのライバルのお三方について教えてもらえますでしょうか？」

「話さなかったの？」

「道中、関係ない質問ばかりされて疲れてな……話す気力が湧かなかった」

「ごめんなさい……」

「いえ、兄さんを困らせるなんてさすがです。基本的に何でも受け流す人ですから」

「本当ですか!?」

「受け流せないくらい面倒ってことだけどな」

「あう……」

　落ち込むフィーネを尻目に俺はわかりやすいように部屋に置いてあった三つの宝石を机に並べる。

「これがライバルの三人だとする。一つ目は青色の宝石。第二皇子、エリク・レークス・アードラー、二十八歳。文官の多くを掌握する皇子で知能派として知られてる。二つ目は赤色の宝石。第三皇子、ゴードン・レークス・アードラー、二十六歳。軍内の最大勢力で自分も戦場に出る武闘派だ。そして三つ目は緑色の宝石。第二皇女、ザンドラ・レークス・アードラー、二十二歳。魔法に優れ、帝国各地にいる魔導師たちから支持を集めている。この三人がそれぞれ勢力を拡大させながら帝位を狙っている。ほかの皇族たちにも狙ってる奴やつはいるだろうが、この三人に比べたらいないも同然だ」

「文官、武官、そして魔導師。彼らには確固たる支持基盤がある。ここに貴族たちが利害を求めて、それぞれの勢力に取り入っているのが現状の帝位争いなんだ。始まったのは三年前……皇太子である長兄が戦場で亡くなってからだよ」

「それは聞き及んでいます……聡そう明めいな第一皇子殿下がご存命であれば、帝位争いなど起きなかったと父も話していました」

「まったくだ。あの人が生きてればこんな面倒なことにはならなかった」

　ただ、逆に言えばあの人が死んだからすべての皇族にチャンスが巡ってきた。

　そこに違和感を覚える。聡明で勇猛。人格にも優れ、レオをそのままグレードアップしたような長兄が戦場で戦死するだろうか。

　調査はされた。皇帝自らの捜査だ。それで謀略ではないことは証明されているが、俺には奥深い企たくらみが隠されているような気がしてならない。

　とはいえ、死んだ人のことを引きずっても仕方ない。

「あの人はもういないし、三人の兄姉きようだいは敵対者に容赦ない。レオ、お前が長兄の代わりになって皇帝になるしか俺たちに道はないんだ」

「わかってる。けど、僕にできるかな……」

「安心しろ。俺が保証してやる」

　そう言って俺はレオの背中を叩たたく。するとレオはせき込みながら痛いよと呟つぶやいた。

　しばらく談笑が続き、そろそろ帰ろうと思ったとき。

「失礼いたします」

　マリーが帰ってきた。

　手にはいくつか書類が握られている。

「お疲れ様、マリー。紹介するよ、フィーネ・フォン・クライネルトさんだ。クライネルト公爵のご令嬢だね」

「は、はじめまして」

「はじめまして。レオナルト様のメイドでマリーと申します。蒼鷗姫ブラウ・メーヴエのお噂うわさはかねがね耳にしております。噂以上のお美しさですね。そして的確な目をお持ちのようです。ここにいらっしゃるということはそういうことなのでしょう」

「そうだ。クライネルト公爵家は僕らについてくれる。兄さんのおかげで、ね」

「よせよ、照れるじゃないか～」

「お見事なご手腕です。アルノルト殿下」

　ふざけてみたのに普通に褒められた。

　どう反応していいか戸惑っている間にマリーが書類をレオに見せる。

　それを見た瞬間、レオの顔が曇った。

「調略を仕掛けていたザイフリート伯爵とボルマン男爵がそれぞれ、ザンドラ殿下とゴードン殿下に引き抜かれました」

「やられたね。決め手はやっぱりお金かい？」

「はい。どちらも相当な金額を積まれたようです」

「大商会と協力関係にある彼らと金額勝負はできないからね。仕方ない」

「申し訳ありません。ボルマン男爵だけはどうしても陣営に加えたかったのですが……」

　たしかボルマン男爵は宮廷貴族。領地を持たず、帝都で要職につく貴族の家系だ。

　彼らは代々軍務に携わる家系であり、ボルマン男爵は軍務大臣の側近だ。軍務大臣は兵へい站たんに関する事柄を主に扱う。軍内で高い支持率を誇るゴードンが軍務大臣まで掌握したら、軍の大半がゴードンの手に落ちることになる。

　今の軍務大臣は帝位争いに加わる気はないようで、どの後継者とも会おうとしないがそれもいつまで続くか。

　こちらが力をつければ、それ以上のスピードで奴らも力をつける。

「ままならないな」

「でも前進はしてる。名門であるクライネルト公爵家が味方につき、高い知名度を持つフィーネさんが来てくれた。これからは僕らもだいぶやりやすくなる」

「はい！　私も頑張ります！」

「俺はしばらく休む。クライネルト公爵領まで馬で行ったせいか、腰が痛い」

「お爺じいちゃんみたいなこと言わないでよ」

「一度行ってみろ。腰に来るから」

　そんな会話をして、俺たちは一時の平穏を楽しんでいたのだった。
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　フィーネが帝都に来て三日。

　皇帝への挨拶を終えたフィーネは欠かさず俺たちを訪ねてきていた。その姿は当然、多くの者に目撃され、帝都中に噂が広まった。

　クライネルト公爵がレオナルト皇子に肩入れするために、蒼鷗姫ブラウ・メーヴエを傍そばに送り込んだのだ、と。

　まぁそんな感じで尾ひれがつきながら噂は広まっていく。噂好きの帝都の住民はレオとフィーネの恋物語に発展させそうだが、それはそれで悪くない。とにかく広まればクライネルト公爵がレオに肩入れしたことが広まるからだ。

　そんな矢先。

「帝都を案内してくださいませんか？」

　フィーネがそう俺に頼んできた。

　俺に頼む理由はわかる。レオより俺のほうが圧倒的に帝都に詳しいからだ。

　しかし問題がある。

「君が帝都を歩いたら目立って仕方ないだろうが……」

「変装します！」

　そう言ってフィーネは自信満々な表情で眼鏡を取り出して掛けた。

　本人は変装のつもりらしいが、まったくもって変装になってない。たしかにフィーネであると気づく人は減るかもしれないが、美人であることをまったく隠せていない。

　眼鏡をかけたことで知的な美人感が強くなった。こっちのほうが好みという人も少なくないだろう。それで変装した気になってるあたり、知的とは言い難いが。

「却下だ」

「な、なんでですか!?」

　なおも食い下がろうとするフィーネに俺は呆あきれてため息を吐つく。どうやらこの少女は自分が美人で人目を大いに惹ひくということに気づいていないらしい。

　蒼あおい鷗かもめの髪飾りを贈られた時点で、あなたは国一番の美人ですと言われたようなもんなんだがなぁ。

「目立つようなことをしたくはない。もっと目立たないようにしてきたら考えてもいいぞ」

　どうせ無理だろうと心の中で呟きつつ、俺はフィーネの願いを退けた。

　この時期に俺と外出しているというのはあまりよろしくない。ようやくいい感じにフィーネとレオの話で盛り上がってきたんだ。そこに出で涸がらし皇子が絡むのはまずい。

　そんなことを思いつつ、午前中を過ごしていると昼時になってフィーネが自信満々な顔で部屋に入ってきた。

「帝都を案内してください！」

「目立つから嫌だ」

「変装します！」

　さきほどと同じようにフィーネは自信満々に一つの服を取り出した。

　フードつきの灰色のマントだ。完全に旅人用。

　それをフィーネは被かぶるように着る。完全に顔まで隠れているためパッと見でフィーネだと気づく者はいないだろう。

「誰のアイディアだ？」

「セバスさんが教えてくださいました！」

「セバスの奴め……護衛も考えなきゃいけないからそれはまた今度にしよう」

「セバスさんが護衛はアルノルト様がいればいらないと言っていました！」

「……」

　あの執事は俺の邪魔しか考えてないのか？

　今日中にこちらへ靡なびきそうな中立貴族をまとめたかったんだが……。

　キラキラとした目で見つめられて俺はため息を吐いて、折れる。

「わかった。外に出て食事でも取ろう」

「はい！」

「あんまり長い時間は無理だぞ？　君だって色んな人から会談の申し込みが来ているだろ？」

「いえ、今のところそういった申し込みは来ていませんが？」

「……父上のお気に入りだからな。そう簡単に手を出そうとする奴はいないか」

　皇帝は別にフィーネを妃きさきにとか考えているわけじゃない。ただ美しいフィーネを娘のように気に入ってるだけだ。しかし、そちらのほうが厄介だ。下手に近づけば娘に近寄られた父のごとく皇帝が怒りだしかねない。

　またレオと関係があるというのもほかの貴族の腰を引かせている理由だろうな。フィーネに近づけば、必然的にレオに近づくことにもなる。まだそこまでの判断ができる貴族はいないみたいだな。

「まぁいい。じゃあ行こうか。ただし、俺が帰ると言ったら帰るからな？」

「はい！　よろしくお願いします！」

　弾はじける笑顔を見せて嬉うれしそうにフィーネは答えたのだった。
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　帝都の街はいつも賑にぎわっている。

　そんな街をフィーネは楽しそうに見て回っていた。

「アルノルト様。あちらはなんですか？」

「あれは鑑定屋だ。あそこの証明書があると高く売れる。あー、それとアルでいい」

「よいのですか？　愛称では？」

「万が一にも気づかれても困るし、アルでいい」

「……今後もそうお呼びしても？」

　こちらを窺うかがうような眼まな差ざしをフィーネは向けてくる。

　俺をアルと呼ぶ人間は少ない。しかし、本人が呼びたいなら止める理由もないか。

「好きにしてくれ」

「はい！　アル様！」

　何が嬉しいのやら。

　些さ細さいなことでも喜ぶフィーネに感心しつつ、俺はフィーネに帝都を案内していく。

　途中、行きつけの料理屋で食事をし、帝都の主要施設をとりあえず一通り見ていく。

　その道中、小さな子供たちが魔法を使って遊んでいるのが見えた。超初歩的な水魔法を使って、水をかけあっている。

「懐かしいな。昔はよく街の子たちとああやって遊んだもんだ」

「アル様がですか？」

「よく城を抜け出してたからな。さすがに最近じゃ気軽には会えないけど、今でもたまに会うよ。そのとき遊んでた友人たちとは」

「身分を越えた友情ですか……羨ましいです。私はあまり友達が多いほうではないのですから……」

「帝都ならいくらでもできるさ。良い奴やつも悪い奴も一杯いる。その中から信頼できる奴と友人になればいい。昔から友人だからいいってもんでもない。友情に時間は関係ないからな」

「アル様……」

　フィーネは俺の言葉にちょっと感動したらしい。

　立ち止まって俺の言葉を嚙かみ締しめている。やめてほしい。別に大したことは言ってないのに。

　大げさなフィーネに苦笑していると子供たちが俺とフィーネの傍まで逃げてくる。

　後ろから追いかけてきた子供は三人ほど。おそらく鬼側なんだろう。水魔法を一斉に放った。

　しかしそれは逃げる子供たちを掠かすめていく。そして。

「きゃっ!?」

　進行方向で立ち止まっていたフィーネに直撃した。

　いくつも直撃したせいで、フィーネの服はバケツの水を被せられたかのようにびちょびちょになってしまう。

「大丈夫か？」

「あ、はい。平気です」

「ごめんなさーい」

「いいえ、大丈夫ですよ」

　そう言ってフィーネは近寄ってきた子供たちに笑顔を向けた。

　フードの先に見えるフィーネの笑顔に子供たちは見み惚とれるが、すぐにあることに気づいて顔を赤くした。子供たちに凝視されたフィーネは小首をかしげる。

　俺は子供たちの視線を追って、重大な問題が発生していることに気づく。なるほど。子供には刺激が強すぎるな。

「フィーネ。こっちへ！」

「え？　アル様？」

　フィーネの手を引っ張り、急いでその場を離れる。

　しばらく走ったあと、路地裏にもぐりこむ。フィーネは息を整えながら俺に問いかける。

「はぁはぁはぁ……アル様……どうしたんですか……はぁはぁ」

「服が透けてる」

「はい？」

　これ以上指摘するのもあれなので、俺は視線を逸そらしながら指をさす。

　どうにか自分の服へ視線を誘導すると、フィーネはようやくその惨状に気が付いた。

「はわわわっ!?」

　フィーネは顔を赤くして体を隠す。

　フィーネが着ていた服は水で濡ぬれたせいで透け透けになっており、清せい楚そな白い下着が上下で丸見えになっていた。

　どうにか灰色のマントで体を隠そうとするがそれでは隠しきれていない。

「しょうがない、服を買うか。風邪を引いても困るしな」

「ふ、服ですか……？」

「近場に知り合いの店がある」

　そう言って俺はフィーネの手を引き、できるだけ人目のない道を通って小さな服屋に入った。

「お？　殿下じゃないですか。どうしました？」

　服屋の店主は奇抜な恰かつ好こうと奇抜な髪型をした男だ。

　昔から城を抜け出し、ここで服を調達して遊びにいくのが定番だった。セバスが身辺調査をし、疑わしいところはまったくない男なのはわかってる。

「ちょっと女物の服を見せてくれ」

「女装してどちらへ？」

「俺じゃない！　はぁ、彼女が着るんだ。いいから見せろって」

「おやおや。女性連れとは珍しいですねぇ」

　そんなことを言いながら店主は店に置いてある女物の服をどんどん出してくる。フードを被ってる時点でわけありと察したらしい。さすがに追及はしてこないか。助かる。

　フィーネは出された服を見比べるが、出てきたのはすべて町娘用の服だ。とても公爵家の令嬢が着るような服ではない。どういうものがいいのかわからないらしく、視線をウロチョロさせている。

　しばらく悩んだあと、フィーネは小声で訊きいてくる。

「どのようなものを着ればよいのでしょうか？」

「好きなものを選べばいいだろ。どうせ今日しか着ない」

「えっ？　そんなもったいないことをするのですか？」

「もったいないって……」

　公爵家の娘なのにしっかりした感覚を持っているなぁ。

　なかなかどうしてクライネルト公爵は子育て上手なようだ。長男の教育は失敗してたけど。

　とりあえず早く選べと急せかすと、フィーネは眉を顰ひそめて悩む。

　そして何度か俺のほうをチラチラと見たあと、意を決したように訊たずねてきた。

「あ、アル様の好みはどれですか？」

「俺の？　そうだなぁ」

　一緒に歩いて浮かないくらいにはセンスのいい服を着てほしい。

　それにいつもの印象もある。

　俺は白い簡素なワンピースを指さす。

　するとフィーネは驚くような速さでそのワンピースを手に取ると、店の奥にある試着用のエリアに入っていった。

「いいですねぇ。初々しくて」

「俺が女を連れていたとか言いふらすなよ？」

「へいへい、そんなこと言いませんよ。しかし、訳アリですね。あなたが女性を連れて歩くなんてめったにないですしね。意外でしたよ」

「別に珍しくはないだろ？」

「悪友たちと遊ぶことはあっても、特定の女性を連れて歩くなんてしたことないでしょ？　ついに殿下も年貢の納め時ですか？」

「言ってろ」

　そんな会話をしていると、カーテンを開いてフィーネが姿を現す。

　顔はフードで隠しているが、白いワンピースが似合っているのは見て取れた。基本的にフィーネは白が似合うな。

「ど、どうでしょうか……」

「似合ってると思うぞ」

「ええ、お似合いですよ。殿下、お支払いはいつもどおりでいいですか？」
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「ああ、あとでセバスが誰かをよこすだろ。いつも悪いな」

「いえいえ、殿下の御ご用よう達たしってことで悪い奴らに目をつけられないで済んでますからね。ではデートをお楽しみください」

「で、デート!?」

「ただの街案内だ。勘違いするな」

「若い男女で出かけたなら目的はどうあれデートなんですよ」

　そんな風に茶ちや化かされながら俺たちは店を出る。

　しばらくフィーネは今の言葉を意識してか、顔が赤く反応もおかしかった。

　今度、覚えてろ。店主め。
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　長い時間は無理だと言いつつも帝都を案内しているとそれなりに時間を食ってしまった。

　そろそろ帰らなきゃと思った矢先、フィーネが小物を売ってる店を見つける。

「はぁ……あんまり長居するなよ？」

「はい！」

　中を見たいと視線で訴えてきたため、仕方なく許可を出す。

　本人なりに遠慮があるのかフィーネは我わが儘ままを言わない。しかし目は口ほどに物を言うという言葉どおり、目での訴えが半端じゃない。

　これで何度目やら。さすがに疲れた俺は店に入らず、店の外で柱に背中を預けた。

　しかし、客人が俺を休ませてはくれなかった。

「おやおや？　そこにいるのはもしかして出で涸がらし皇子じゃないか？」

　嫌味ったらしく耳障りな声を聞いて、俺は眉を顰める。

　正直、出会いたくない奴に出会ったな。

　ぞろぞろと取り巻きを連れて現れたのは茶色の髪をおかっぱにした青年だった。

　ひょろ長で服と髪型のセンスがとにかく悪い。しかし、自分ではかっこいいと思っているらしく自信満々だ。

　名前はギード・フォン・ホルツヴァート。貴族の中では二番目に古い歴史を持つホルツヴァート公爵の息子にして不本意ながら俺の幼おさな馴な染じみだ。

　ホルツヴァート公爵は帝都の近くに領土を保有している。そのため、帝都に居を構えており、こいつもよく城に来ていた。同い年だったため、周りの大人たちは俺やレオをこいつとくっつけた。授業や稽古もよく一緒に受けた仲だ。

　ただし、こいつが良い顔をしたのはレオのみ。俺のことはイジメまくっていた。周りの取り巻きもその頃からのいじめっ子仲間だ。仕返しもせず、告げ口もしない。しかも周りの大人からも見放されている。恰好の的に見えたんだろう。

　自分より位の上の皇子をイジメることで優越感が満たされていたのかもしれない。

　成長した今もこうして見かける度に絡んでくる。

「ギードか……珍しいな。こんなところで」

「馬車で走っていたらとても皇子とは思えない貧相でみすぼらしい顔を見つけてね。帝国貴族として声をかけねばと思ったのだよ」

「そりゃあどうも」

「なんだ？　その態度は？」

　ギードは手に持っていたステッキで俺の足の甲をグリグリと押す。

　そして苛いら立だった表情で告げた。

「公衆の目があるから殴れないと思ってるのか？　お前を殴ったところで話題にもなりはしないんだぞ？　お前の顔なんて誰も気にしたりしない」

「どうだろうな。最近はレオが有名だし、俺の顔も割れているかもしれないぞ」

　帝都の民でもすべての皇族の顔を覚えているわけじゃない。俺の悪名は広まっていても、黒髪黒目くらいしか把握していないはずだ。式典とかで民の前に姿を現すが、遠目だからしっかりとした容姿はわからない。

　しかし、最近はレオが有名になってきた。同じ顔の俺が殴られたりしたら大事になることは間違いない。

「お前はレオナルトじゃない。見ればわかる。猫背でいつも服を着崩しているし、目線は常に下だ。自信のなさの表れだな。誰がお前を皇族と思う？　立ち振舞いからしてお前は皇族とは程遠いんだよ！」

　そう言ってステッキでギードは思いっきり俺の脛すねを叩たたいた。鋭い痛みに顔をしかめるが、倒れこむようなことはしない。

　こんなところで目立つわけにはいかないんだ。今はまだ誰かが貴族に絡まれているとしか思われてないが、注目を集めて俺の顔が皇族に似ているとわかれば騒ぎになる。そうなったらどういう結果であれ面倒だ。さて、どうするか。

「何事ですか？」

　思わず舌打ちしそうになった。まさかここで出てくるとは。事態をややこしくしないでほしい。

　フィーネはギードがステッキで再度俺の足を殴ったのを見て、怒りを露あらわにした。

「無礼者!!」

「ん？　なんだ？　お前の従者か？」

「重ねて無礼な方ですね」

　そう言ってフィーネはフードを取った。

　一瞬、ギードはその美貌に見み惚とれたが、その人物が誰かを察して驚いた様子を見せた。

「あ、あなたは……ふぃ、フィーネ嬢!?」

「ええ、私はフィーネ・フォン・クライネルトです。あなたは？」

「ぼ、僕はギード・フォン・ホルツヴァート。ホルツヴァート公爵の長男です」

「由緒正しきホルツヴァート公爵のご子息？　残念です。もっと礼儀を弁わきまえた方かと思っていました」

　失望した表情を浮かべたフィーネにギードは慌てた様子で弁解し始める。

　その様子は非常にみっともないものだった。体面にこだわるギードからすれば不本意だろうな。こんな大勢の前で批判されるなんて、たぶんギードのプライドが許さない。

「ち、違うんです！　こいつは」

「アルノルト・レークス・アードラー皇子。出涸らし皇子と呼ばれている皇子になら何をしてもよいと？　皇族への尊重や忠誠はないのですか？」

「い、いえ、そういうわけでは……」

　俺はフィーネを睨にらむ。

　ここでフィーネがギードの面子メンツを潰すのはまずい。フィーネは蒼鷗姫ブラウ・メーヴエ。帝都で圧倒的な人気を誇るうえに、皇帝のお気に入りだ。そんなフィーネなら俺を助けるのは簡単だろうが、ギードの面子を潰すようなやり方ではいけない。

　こんなしょうもないことで敵を作る必要はない。好きにやらせておけばギードも満足するだろうし、向こうが一方的に俺を殴れば向こうの評判が落ちるだけなんだ。

　やめろという意味で睨み続けるが、フィーネは意に介さない。

　そしてフィーネはとんでもないことを言いだした。

「そもそも……私がアルノルト皇子と出かけるとお思いですか？」

「え……？」

　フィーネが俺をまっすぐ見つめてくる。フィーネの意図を察して、俺はため息を吐つく。

　こうなったらもうしかたない。フィーネの考えに乗るしかない。

「困りますよ、フィーネさん。あなたが噂うわさになるのが嫌だと言うから、わざわざ兄さんの服を着てまで、兄さんのふりをしていたんですから……」

「申し訳ありません。レオ様」

「え、あ、れ、レオナルト……？」

「ええ、そうですよ。ギードさん」

　髪と服装を整え、背筋を伸ばす。口調もレオの真ま似ねをして、表情も柔和なものへ変えた。

　その変貌っぷりにギードは目を見開くが、すぐに自分がしたことを思い出したようだ。顔が一気に青くなる。

「れ、レオナルト……違うんだ。これはその……」

「平気ですよ。ギードさん。あなたが兄さんにああいうことをしているのは承知してますし、兄さんが何も言わない以上、僕が何かする気はありません。ただ今日はお引き取りを。フィーネさんに帝都を案内している最中ですので」

「あ、ああ……そ、そうするよ……」

　ギードは居心地悪そうにして帰っていく。

　俺ならともかくレオに何かしたとなれば、フィーネの言ったとおり皇族への尊重や忠誠を失ったとみなされかねない。なにせレオは帝位争いの四番手。次期皇帝になるかもしれない皇子だ。俺とはわけが違う。

　ギードとしてもこれ以上、事態をややこしくするのはまずいとわかっているんだろう。そそくさと帰る姿は小物そのものだ。しかし。

「やってくれたな？」

「すみません……」

「はぁ……とりあえず行くぞ」

　とにかくこの場を離れないといけない。注目を集めすぎた。早足で移動して、城の近くまで行く。そこで俺は立ち止まって、フィーネを見る。

　フィーネは泣きそうな顔で俺を見ていた。

「……勝手をしたな？」

「申し訳ありませんでした……」

「あのまま放っておけばあいつの評判が下がるだけだった。しかし、今回のことであいつは少なからず君やレオに敵意を持っただろう。しかも、レオが俺のふりをしているかもしれないという情報のせいで俺も動きづらくなる」

「……」

　このまま泣き出しそうな勢いでフィーネの瞳に涙が溜たまっていく。

　それを見て、俺は視線を逸そらした。

　ここでフィーネに何か言っても何も変わらない。起きてしまったことを責めても仕方ない。

「これに懲りたら次からはあまり勝手をするな。君の身に危険が及ぶこともある。安易なことはしないでくれ」

「はい……」

　泣き出しそうな顔は変わらない。

　俯うつむくフィーネを見てどうするべきか迷い、結局はどうすることもできずに言葉だけを投げかけた。

「ただ……俺を想おもっての行動なのはわかってる。ありがとう」

「……アル様……」

「すまなかったな、せっかく楽しんでいたのに後味の悪い形にしてしまって」

「い、いえ！　アル様のせいではありません！　私が軽率でした！　次はちゃんと気をつけます！　な、なので……また案内していただけますか？」

「ああ、次は俺も変装することにするよ」

　そう言うとフィーネはパッと表情を明るくして輝くような笑みを浮かべた。

　そんな笑みを見られただけでも、わざわざ帝都を案内した甲か斐いがあったなと思いつつ、俺はフィーネをつれて城へと戻った。
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　皇帝の子供といえど毎日皇帝に会えるわけじゃない。広大な帝国を統治する皇帝は多忙だからだ。

　皇帝はほぼ毎日、臣下たちと会議をするがそれに参加できるのは重要な役職にある者だけだ。〝重臣会議〟と呼ばれるその御前会議に参加することができる子息は今のところ第二皇子のみだ。

　しかし、その日は帝都にいる皇子、皇女が全員重臣会議への参加を命じられた。

「珍しいね。なんだろう？」

「年に一度あるかないかだからな、こんなこと。なにか報告があるんだろうさ」

　血みどろの帝位争いをやめろなんて常識的な発言は期待できない。むしろ帝位争いを勝ち抜いてこそ、帝国の皇帝にふさわしいと考えている親だ。

　親である前に皇帝。広い帝国を維持し、発展させることができる優秀な後継者を準備することが皇帝の責務と公言してはばからない人でもある。そのためには多少の犠牲にも目を瞑つぶるだろう。

「報告か……良い報告だといいけどね」

「十中八九、碌ろくな報告じゃないと思うぞ」

「そうじゃないことを願うよ。ほら、ちゃんとマントを着て」

　レオは呆あきれた様子で俺が手に持っている肩掛けマントを指さす。

　このマントは皇族専用だ。これを羽織ることで略式だが正装ということになる。面倒だが皇帝の前に出る以上は着ないわけにはいかない。

「面倒だなぁ」

「そんなこと言ってると父上にまた怒られるよ？」

「へいへい、わかりましたよ」

　そんな会話をしながら俺たちは皇帝の玉座がある〝玉座の間〟へと向かった。
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「皆、ご苦労」

「皇帝陛下に拝謁いたします」

　玉座に座った金髪の男に全員が跪ひざまずいて頭を下げた。

　アードラシア帝国の第三十一代皇帝、ヨハネス・レークス・アードラー。年は五十一歳。しかし見た目にはまだ四十代前半に見える。

　六百年以上続く帝国の皇帝にして我らが父上だ。

　その周りにいるのは文官や武官をまとめる重臣ばかり。

　そんな彼らの視線はまっすぐ、俺を含む皇帝の子供たちに注がれている。その数は十一人。

「九人の皇子に二人の皇女。欠席者はいないようだな。国境にいる長女は残念だが、まぁあれは放っておいていい。ワシは嬉うれしく思うぞ、子供たちよ」

　亡くなった長兄を含め、実に十三人の子供がいる父上は満足そうに揃そろった子供たちを見つめる。

　上は二十八歳、下は十歳。これだけ揃うことは滅めつ多たにない。

　そんな中、ひときわガタイのでかい男が声を発した。

「皇帝陛下。今回はどんなご用件で？　戦争ならぜひ、俺に行かせていただきたい。帝国の威を余すことなく敵国に叩たたき込こんでみせましょう！」

　大きな鎧よろいを身に纏まとった赤い髪の大男。第三皇子、ゴードン・レークス・アードラーだ。将軍の一人であり、〝皇子〟の中では最強の武人でもある。

　人によっては威風堂々なんて表現を使うが、俺からすれば傲ごう岸がん不ふ遜そんっていう表現のほうがしっくりくる。それくらい自信満々で偉そうだ。

　好戦的な軍のタカ派は基本的にゴードンの味方だ。こいつが皇帝になったら帝国は拡大政策を取り続けることになるだろう。大陸の強国たちと戦い、大陸統一まで向かうかもしれない。戦功が欲しい者たちからすれば良い皇帝だろうさ。

　戦争を望まない者からすれば最悪に近い皇帝だろうけど。

「ゴードン。お前は相変わらずだな」

「口を開けば戦争、戦争。脳筋にもほどがあるわ。見なさい、陛下も困ってるわよ？」

　苦笑する父上を見て、長い緑髪を持つ女が口を出す。

　黒いローブに身を包んだその女は第二皇女、ザンドラ・レークス・アードラー。顔は整っているが目つきが悪い。そのせいで全体的にきつい印象をうける。たぶん性格の悪さがそのまま目つきに表れているんだろう。実際、そのきつい印象は間違ってない。

　三人のライバルの中で最も残忍なのはこのザンドラだ。その性格からかザンドラは禁術とされている魔法を好み、どんどん復活させている。それが魔導師たちに好評というわけだ。

　こいつが皇帝になれば帝国は魔法大国になるだろう。ただし、非人道的な研究も容認される狂った国だろうけど。

「ふん、軟弱な魔導師にはわからんだろうな。戦場で活躍し、戦場で散るのが武人の誉れ。口出しするならば捻ひねりつぶすぞ？」

「あら？　物騒な物言いね。そんなに誉れが欲しいなら私がプレゼントしてあげましょうか？」

　一瞬でその場の空気がぴりつく。どっちが物騒だか。殺すぞと言ったのと同義だろうに。

　よくまぁ皇帝の前でそこまで争うことができるな。こいつらどういう神経してるんだ？

　そんなことを思っていると咳せき払ばらいをする青い髪の男がいた。

「弟妹きようだいの御ご無ぶ礼れいをお許しください。皇帝陛下」

　そう言って男は頭を下げた。その男は子供たちの中では一番皇帝に近いところにいる。眼鏡をかけた長身で、その眼光は鋭い。

　第二皇子、エリク・レークス・アードラー。

　子供たちの中で唯一、外務大臣として重臣会議に出席できる権利を持ち、諸外国との外交をまとめる天才。頭脳面においては亡くなった皇太子以上と評価されており、現在、最も帝位に近い男だ。

　こいつが皇帝になれば帝国は間違いなく安泰だろう。しかし、冷静にして冷徹なこの男の統治は民からすれば息苦しさを感じるはずだ。そしてリアリストなこの男は将来の反乱分子を生かしてはおかない。こいつが皇帝になったら間違いなく俺たちは殺される。

　だからこそ、俺たちは帝位争いに身を置くしかないんだ。

　代表として謝罪するエリクをゴードンとザンドラが睨にらむ。良いところをエリクにとられた形だからな。

「よい。競い合うのはいいことだ。ワシもそうやって皇帝になったからな」

　競い合いはやがて殺し合いになる。

　それはこの場にいる者は全員承知している。それでも皇帝はそれを容認する。それが帝国のためと信じているからだ。

「さて、そういうわけで皆には競い合ってもらおうと思う。そのためにワシは皆を集めた」

「力比べなら望むところです」

「まぁ待て、ゴードン。そう物事を簡単に捉えるな。十歳の末弟とお前でどうやって力比べをする？　そこで今回、ワシは数十年ぶりにとある祭りを復活させようと思う」

「祭り、ですか？」

　エリクの言葉に父上は頷うなずくとニヤリと不敵に笑う。

　この人は若い頃は戦場で鳴らした武人であり、自分が軍を率いた戦いでは負け知らずの名将である。ときおり浮かべる豪快な笑みにそういった側面が出てくる。

「騎士狩猟祭。各近この衛え騎士隊が狩ったモンスターのレア度や大きさを競う祭りだ。まだまだモンスターが国土に多かった時代は頻繁に行われていたが、最近では冒険者が優秀なので行われなくなった祭りだな。それを復活させようと思う」

　近衛騎士というのは帝国の最精鋭だ。皇帝直属の騎士団であり、領主に仕える騎士たちとは一線を画する。

　帝国の切り札でもあり、軍が苦戦する場合は援軍として派遣されて勝利をもたらしてきた皇帝の剣たちだ。その忠誠は皇帝のみに向く。

　それを動員しての祭りとなればかなり大がかりになるだろうな。

「なるほど。最近はモンスターの活動が活発ですからね。しかし、冒険者ギルドがそれを許しますか？」

　冒険者の仕事は大陸全土の民をモンスターから守ること。つまりモンスターを狩るのが彼らの仕事だ。もちろん、そうじゃない依頼もあるが大部分はモンスター関連の仕事となる。

　そんな冒険者にとって、自分たちの仕事を奪いかねない祭りは面白くないだろう。

「その心配はない。ちゃんとギルド本部に許可は取った。帝国各地にある支部では最近、帝国で発生するレアモンスターの被害に対処しきれていないため、ぜひやってほしいそうだ。クライネルト公爵もだいぶモンスターに悩まされたらしいからな。向こうも協力的だ」

　素直に受け取ることはできないな。その言い分は。

　帝国のようにあまりモンスターが出ない地域にギルド支部があるのは、帝国が維持費を負担しているからだ。それは、モンスター出たときはお願いしますよー、って意味だ。しかし、クライネルト公爵領で冒険者ギルドはその費用に見合う働きが出来なかった。シルバーは冒険者ギルドとは違うルートで動いたし、シルバーが解決したから冒険者ギルドの手柄だとは言えない。

　そこらへんを加味して、正しいやりとりはこうだろうな。

『高い金を払っているのにモンスターを討伐できないとかどういうこと？』

『すみません……』

『我が国でモンスター討伐もかねて祭りするけど、承認しろよ？』

『いえ、その……それは……我が方としては承認はちょっと……』

『あん？　じゃあ優秀な冒険者を回せよ』

『そ、それもちょっと……』

『どっちかだぞ？』

『……で、では祭りのほうで……』

　こんなところだろうな。

　この曲くせ者もの揃ぞろいの子供たちの父だ。クライネルト公爵領での出来事を取引に使わないわけがない。

　ギルド本部としても現地の冒険者と帝国との板挟みで大変だっただろうな。

　まぁ、最近はたしかに帝国領内で今までにないくらいモンスターが出るようになった。しかも高レベルのモンスターだ。

　何も対策を打たなければ民や農作物はもちろん、冒険者たちにも被害が出かねない。そういう意味では帝国の精鋭である帝国近衛騎士団でレアモンスターを狩るのは妙策だ。祭りにすれば収益も見込めるし、民も安心できる。さすがは皇帝。良い策を思いつく。

　ただし、その祭りで俺たちをどう使うつもりなのかというのが問題だ。

「承知しました。つまり騎士の部隊を率いて、我々にモンスターを狩れというわけですね？」

「さすがはエリクだ。察しがよいな。ワシ自らお前たちに騎士を割り振る。共に出撃してもよし、吉報を待つもよし。とにかく大いに祭りを盛り上がらせてほしい」

　そう言って皇帝は話を締めくくる。わざわざ自分で割り振ると言ったのは優秀な騎士を自分にという工作を出来なくするためだろう。

　出撃しても待ってもよいというのは、前に出るのが苦手な者への配慮に聞こえるが、騎士は共に前に出ることもできない者に忠誠は誓わない。これは帝位を狙う者にとっては致命的な打撃となる。

　皇帝としては、帝位を狙う者ならば戦わないまでもせめて同じ場所に立つ気概を持てと言いたいんだろうな。それが見せられなければ帝位を狙う資格なしといったところか。

「皇帝陛下。祭りの件は承知しましたが、一つお聞きしたい」

「なんだ？　ゴードン」

「それで勝った暁には何が頂けるのです？　ちゃちなものではやる気が出ない」

「ふむ、そうだな。お前は何が欲しい？」

「もちろん皇太子の座です」

　悪びれもせずにゴードンは告げる。

　ザンドラは視線で殺せるなら殺してしまいたいと言わんばかりの目で睨んでおり、エリクも表面上は冷静そうだが内心では苛いら立だっているだろうな。

「お前は正直な奴やつだな。よろしい、そんな正直なお前に免じてワシも正直に話そう。皇太子の座をこんな祭りでは決められん」

「当然よ、こんな祭りで皇太子を決めたら諸外国から笑われるわ」

「そうだな、ザンドラ。しかし、褒美なしというわけにもいかぬからな。そこで、だ。ワシは優勝者を全権大使に任じようと思う。どこの国に派遣するかは今後の諸外国の動き次第だがな」

　全員が息をのんだ。全権大使を皇子や皇女が務めるとなれば、少なくともその派遣された国はその皇子や皇女が有力な後継者候補なのだと思う。そして派遣された者はその派遣された国とパイプを繫つなぐことになる。

　帝位を争う者からすればそのポストは喉から手が出るほどほしいものだろう。

　最も旨うま味みが薄いのは外務大臣であるエリクだが、それでも全権大使の地位は欲しいはずだし、なにより外務大臣でありながらほかの候補者に外交の場を奪われるというのはプライドと名声に傷がつく。

　失うものがある以上、エリクも本気でいくだろうな。

　誰に割り振られても近衛騎士たちは本気を出すだろうし、そうなると結局は皇子皇女の采配次第となる。

　面倒なことになりそうだ。そんなことを思いながら俺はレオを優勝させるための策を練り始めた。
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「厄介なことになりましたな」

「まったくだ。今回の一件、俺たちにはピンチだぞ」

　次の日の朝。さっそくセバスとフィーネを部屋に招いて作戦会議を開いた。

　セバスはさすがに事態の深刻さを理解しているらしい。

「ピンチ？　チャンスだと思うのですが……騎士は陛下が平等に割り振るわけですし、レオ様の優秀さはアル様が一番知っているのでは？」

「はぁ……」

「い、今のため息は馬鹿にしていますね!?　さすがにわかります！」

　喚わめくフィーネに仕方なく俺は説明を開始する。

　実際、フィーネの考えは間違ってない。半分だけ合っている。

「今回の一件、チャンスでもあるが、同時にピンチでもあるんだ。チャンスというのは、レオが全権大使になる可能性があるってところだ。ピンチっていうのは、ライバルである三人の誰かが全権大使になると俺たちはやっと見えた背中が遠のくところだ。第四勢力とはいえ、まだまだほかの三人には及ばない。三人のうちの誰かが全権大使になったとしても、ほかの二人はどうにか食らいつけるが、俺たちはそこまでの地力はない。よほどの異変が起きないかぎりは帝位争いから脱落することになるだろうな」

「そ、そうなのですか!?　た、大変です！　早くなんとかしなくては！」

　あわわと言って慌て始めるフィーネは椅子から立ち上がって部屋の中をうろつく。

　それを放っておいて俺はセバスに訊たずねる。

「情報は集まったか？」

「あまり多くはありませんな。騎士団も昨日聞かされたばかりだそうです。皇帝陛下と側近の方々だけで決められたのでしょう」

「そうなるといよいよもって小細工は難しいな。勝敗の行方は候補者たちの実力と運次第か……」

　レアモンスターに出会えるかどうか。これは本当に運となる。

　どれだけ実力があっても発揮する機会がなければ意味がない。

「もう一つ情報が。騎士団の予想では開催地は帝国東部だそうです」

「東部？　どうしてだ？」

「東部が最もモンスターの被害が甚大で、冒険者の討伐が追い付いていない地域だからだそうです。また、そのほかの地域には騎士隊が派遣されていますが、東部だけは手付かずなのだとか」

「あえて残して東部を祭りの開催地にするか。たしかに父上ならやりかねないな」

　さすがに帝国全土でモンスターを狩るわけにもいかないし、どこかに絞るだろうとは思っていたが、東部か。モンスターで被害を受けた地域も祭りの中心となれば観光客などで賑にぎわう。復興も容易になるというわけだ。父上らしいといえば父上らしいな。

「流れとしては東部で騎士たちが数日にわたってモンスターを狩り、そのモンスターの強さや討伐数を競います。最終的には皇帝陛下が優勝者を決めるそうです。すでに話は広まり、東部に商人が流れ始めているとか」

「商売のチャンスだからな、商人は逃さないだろうさ。これは祭りの規模もデカくなるな……各地から有力者も見物に来るだろうし、厄介なことになるぞ」

「ア、アル様！　作戦を思いつきました！」

「聞くだけ聞こう」

　フィーネがポンと手を叩たたいたあとに挙手して、発言をしたいと要求してきた。

　期待できないが聞かないのももったいない。フィーネは策謀には向いていないだけで馬鹿ではない。なにか妙計を思いつく可能性も。

「アル様が一位になればいいと思います！」

「ほんのちょっとだけ期待した俺が馬鹿だった……」

「フィーネ様。アルノルト様は無能を演じなければいけません。ここでいきなり頭角を現してはさすがに不自然です」

「あ、そうでした……で、ですがそれ以外に確実な道はないのでは……？」

　フィーネの言う通り、俺が一位になるのが一番確実だ。なにせシルバーが参加しているんだ。ほかの候補者はもちろん騎士たちだって相手にはならない。

　だが、そんなことをすればこっちは切り札を失うし、レオを皇帝につけるのも難しくなる。俺が担ぎ出されたりすれば貴重な票を分けることにもつながる。どう考えても悪手だ。

「それ以外の手を考えるぞ」

「ですが、この状態から我々に打てる手はほとんどありません。ほかのお三方ならば東部にレアモンスターを誘導する、もしくはレアモンスターの位置を把握しておくといった手も使えるでしょうが、それをするには我々には人材が足りません」

「わかってる。向こうは必ずそれをしてくるのもな。似たようなことはできる。俺がシルバーとしてモンスターを東部に追い込めばいい」

「だ、駄目です！　そんなこと！」

　俺の案にフィーネが真っ先に反対した。

　その対応に俺とセバスは苦笑する。やっぱりレオみたいな子だな。

「そうだ。そんなことをすれば祭りが始まるまで東部の民が被害を強いられる。だから俺たちはそんなことはしない。レオもそんなことは絶対に認めないだろう」

　個人的な感情で言えば絶対にやりたくない作戦だ。冒険者としての矜きよう持じにかけてやりたくはない。だが、しなければいけないならするかもしれない。しかし今は違う。レオ以外の候補者が全員暴君になるというなら話は別だが、今のところかかっているのは俺やレオ、そして母の命くらいだ。さすがに我が身や親族の身可愛かわいさに民を苦しめるわけにはいかない。

「そうですか……よかったです」

　ホッとしたようにフィーネは息をつく。そして、すぐにハッとして頭を下げてきた。

「ま、また軽率なことを……！　申し訳ありません！　アル様がそんなことするわけがないのに！」

「いいさ。君は思ったことを言えばいい。君の意見は常に正道だからな」

「どういう意味ですか……？」

「そのままのフィーネ様がお好きだという意味ですよ」

「ま、まぁ!!」

　俺が言ったわけでもないのに、フィーネは赤くなった顔を両手で押さえる。

　照れるのは勝手だが、今のはセバスが言ったことだ。断じて俺の言葉ではない。

「好きと言った覚えはないんだが？」

「ではお嫌いですか？」

「いや、それは……」

「では、お好きということで。よかったですな。フィーネ様」

「はい！」

　満面の笑みを浮かべるフィーネを見て、俺は毒気を抜かれた。

　まぁいいかと思っていると、ドアがノックされた。来たか。

「どうぞ」

「失礼するよ、兄さん。お邪魔だった？」

「いいや、お前をどうやったら全権大使にできるかについて話し合ってたところだ」

　訪ねてきたのはレオだった。後ろにはマリーが静かに付き従っている。俺の言葉にレオは苦笑しながら答える。

「僕は全権大使には兄さんがなるべきだと思うけどね」

「俺が他国と良好な関係を築けると思ってるのか？」

「うん、思ってるよ」

「そりゃあどうも。けど、現実問題として俺じゃこの狩猟祭を勝ち抜けない。お前がやるしかないんだ」

「そうだね……けど、嫌になるよ。戦う相手が身内ってのは気が滅め入いる」

「じゃあ諦めるか？」

　俺の言葉にレオは首を横に振る。まぁ諦めるなら最初に諦めているよな。

　どれだけ追い詰められようともうレオは決意した。それならレオの決意はもうブレない。

「諦めた結果、状況が好転するなら諦めるけどそうじゃないからね。母上や兄さん、僕なんかについてきてくれる人たち。僕は全員を背負わなきゃいけない。僕が勝ち抜かなきゃ全員、碌ろくな未来が待ってないだろうからね」

「わかってるようならよろしい」

　三人の兄姉きようだいは容赦がない。最近はそれが顕著だ。

　まだレオを担ぎ出したわけでもないドミニク将軍を暗殺したことからも、奴やつらが次第に手段を選ばなくなっていることがわかる。

　かつてはあんなではなかった。皇太子が死ぬまで、いやそれからしばらくしても奴らにはまだ人間味があった。しかし長く続く帝位争いが三人を変えた。もはや家族の情なんて奴らにはない。

　レオに与くみするすべての者を守るためにも。そして帝国に住むすべての民のためにも。

　レオには皇帝になってもらわないと困る。レオだってその覚悟はあるはずだ。

　子供の頃からレオは皇太子に憧れ、皇太子を目標としてきた。亡くなったあともそれは変わらない。決心した以上は皇太子のようになろうと思っているはずだ。

　だからこそ、皇子の中でレオは一番皇太子に似ている。しかし、皇太子ほど現実的ではない。理想主義で甘く、情に流されやすいという弱点を持っている。帝位争いに名乗りを上げなかったのはそのせいだ。だが、ドミニク将軍が暗殺された。そういう意味では奴らは悪手を打ったといえるだろう。

　レオは優しい。あれがなければ身内と帝位を争うことを決心できなかったかもしれない。

　だが、あれがレオを決心させた。そして一度決心したレオは強い。

「僕だけじゃ力不足だ。みんなの力を貸してほしい」

　レオの言葉にその場にいる全員が頷うなずいたのだった。
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　次の日、俺はシルバーとして依頼を受けていた。

　高ランクの依頼が入ったと冒険者ギルドから連絡を受けたからだ。

　月に二度も俺が動くことなんてこれまでほとんどなかった。帝国にモンスターが大量発生しているのは本当みたいだ。

　まぁとはいえ、ＳＳ級冒険者の俺を手こずらせるほどのモンスターが現れたわけじゃない。現れたモンスターは、突然変異で本来の黒色から赤色に変化したケルベロス。やたら強く、多くの冒険者を返り討ちにしている個体であり、ギルドから賞金首に指定されている。ランクはＡＡＡ級。以前倒したキング・ミノタウロスと同じレベルだ。

　ケルベロス自体、レアモンスターであり帝国に生息しているモンスターではない。こいつも冒険者から逃げてきて帝国に入り込んだというわけだ。

　この忙しい時期に帝国に迷い込んでくるなよと思いつつ、俺はそのケルベロスをさっさと討伐した。

　さすがに一撃では死ななかったが、三発ほど魔法を叩たたき込こんだら絶命した。ほぼ最後の一撃で体は残っていなかったが、牙が残っていたのでそれを証拠として持ち帰ることにした。

　そんな冒険者らしい作業をしていると、少し離れたところから騎馬隊がこちらに向かってきた。

　かなり速度を出している。どこの騎馬隊だ？　この近くの領主にはギルドからシルバーがケルベロスの討伐に向かったと知らされているはずだが……。

「そこの人！　さっきの爆発はあなたの仕業？」

「だったらなんだ？　まずは名乗ったらどうだ？」

　背中ごしにきた質問に答えながら俺は牙を回収して、騎馬隊のほうを振り向く。

　そして硬直した。そこにいたのは予期せぬ人物だったからだ。

「……!?」

　馬に乗っていたのはハッとするほど美しい少女だった。

　長い桜色の髪に翡ひ翠すいの瞳。真っすぐ伸びた背筋と強い眼まな差ざしは流麗にして力強い剣を思わせる。俺はその少女のことを知っていた。よぉく知っていた。

　ここ数年はまったく関わりがなかったため、声だけでは気づかなかったが姿を見ればすぐわかった。というか、この帝国において桜色の髪と翡翠の瞳の組み合わせといえば一つの家しかない。

「私は近この衛え騎士団所属、第三騎士隊隊長のエルナ・フォン・アムスベルグよ。ケルベロスの知らせを聞いてやってきたのだけれど、もしかしてあなたが討伐したのかしら？」

　アムスベルグ。その名を聞いただけで周辺諸国は震えあがる。

　五百年ほど前に大陸を震しん撼かんさせた魔王を討伐した勇者の血筋だ。

　魔王討伐後、時の皇帝はなんとか勇者を帝国に引き留めたいと願ったが、勇者は公爵も侯爵も伯爵の地位もいらないと言って、褒美を断って旅に出ようとした。そんな勇者に皇帝は一計を案じて、大陸唯一の爵位を与えることで帝国に留とどまらせた。

　その名は〝勇爵家〟。帝国貴族の中では最上位であり、その当主の格は皇子より上とされ、実質的に皇帝以外に膝をつくことはない。

　だが、誰もその待遇に文句は言わない。その破格の待遇に相応ふさわしい、いやそれ以上の戦果を数百年に渡ってあげ続けている家だからだ。

　帝国の守護者。そう評される〝アムスベルグ勇爵家〟の跡取り娘がこのエルナだ。

　そして幼い頃、イジメられる俺を助けては軟弱、弱虫と言ってスパルタ教育を施し、苦手意識を植え付けた天敵でもある。あえて言おう、あれこそイジメだったと。

　その苦手意識から俺は一歩後ずさり、すぐに声が出なかったが今は銀の仮面で素顔が隠れていることを思い出して気を取り直す。

　そうだ、今の俺はアルノルトではなくシルバーなんだ。

　エルナといえど恐れるに足らず！

「見てわからないのか？　勇爵家の御ご令れい嬢じようはあまり目がよろしくないようだな」

「なんですって……？」

　あ……。

　し、しまったー!?

　長年の鬱積でつい煽あおり口調になってしまった!?

　や、やばい!!

「その恰かつ好こうから察するにあなたがＳＳ級冒険者のシルバーかしら？　少し活躍しているだけで随分と調子に乗っているようね？」

　ニコリとエルナは笑う。

　だが俺は知っている。エルナはよく笑いながら怒る。あれは怒っている笑みだ。

　ま、まずいぞ……。エルナと事を構えることに得なんてない。ここは上手うまく誤ご魔ま化かすしか……。

「帝都に居座り続けて、最近じゃ帝都の守護者なんて言われているようね？　それはあれかしら？　我がアムスベルグ家への挑戦状ということでよいのかしら？」

「帝都の守護者というのは民が言っているだけだ。俺が名乗ったわけじゃない。それに帝国の守護者という異名にも興味はない。安心しろ」

　よ、よし。こ、これでどうだ。

　俺は敵じゃないというアピールに……。

「我がアムスベルグ家が小さな異名に拘こだわってると言いたいのかしら？　それともそもそも眼中にないと言いたいのかしら？　どっちにしろ、今のも挑発よね？」

　あー!?

　もうダメだぁ！　最初の印象が悪すぎて何を言っても悪く取られてしまう！　そもそもエルナはスーパー負けず嫌いだ。一度でも喧けん嘩かを売られたら相手を叩たたきのめし、完全勝利するまで満足しない。

　くっ！　こうなったら！

　長年の鬱憤を晴らしてしまおう。もはや友好関係を築くのは不可能みたいだし。

　開き直った俺はエルナを鼻で笑う。

「ふっ、どうやら君はかなり俺のことを意識していたようだな。勇爵家はよほど名声が大事と見える。誰かが称賛されるのも許せぬとは小さいことだ」

「なっ!?　このっ！　我が家への無礼は許さないわ！」

「無礼はそちらでは？　俺はギルドからの依頼を受けて、このモンスターを討伐していた。しかし、先ほどの言葉は俺が討伐していなければ君が狩るつもりだったというように聞こえるが？　それは明確な冒険者ギルドへの挑発では？」

「そんなつもりじゃ！　ただ私は民を思って！」

「隊長。ここはお下がりを。情報の行き違いがあったとはいえ、冒険者ギルドから依頼が出ていたとなれば非は我らにあります。それに帝都に急がねばなりません」

「くっ……！　シルバー！　覚えておきなさい！　帝国を守るのは我が勇爵家であり、騎士たちであり、兵士たちよ！　決して冒険者ではないわ！」

「一応覚えておこう。すぐ忘れるかもしれないがな」

「このっ……！」

　激げき昂こう寸前で去っていくエルナを見て、俺はやってしまったーと思いつつ、長年の鬱憤を晴らせて非常に晴れやかな気分だった。

　エルナは十一歳で近衛騎士団に入団した天才中の天才だ。重要任務を任されることが多いため、騎士になってからはほとんど会っていなかった。たまに会っても時間がないため、少し会話があるかどうか程度。

　しかし、そのエルナを手玉にとれた。いやぁ気分がいい！　いじめっ子に復ふく讐しゆうするいじめられっ子の気分がよくわかる。

「余計な敵を作ったことに変わりはないけど……」

　なにやってんだ、俺は……。

　これでアムスベルグ勇爵家と敵対したら完全に俺のせいだぞ……。

「まいったなぁ……」

　頭をかきながら俺はとりあえず帰路につくのだった。
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　帝都に戻って数日。

　多くの者が祭りの準備に追われる中、運命の日が訪れた。

「誰が来ると思う？」

「上位の隊長であることは間違いないでしょう」

　俺は城の部屋で客人を待っていた。

　今日、皇帝の子供たちにはどの隊が自分につく騎士隊なのか教えられる。方法は簡単だ。その騎士隊の隊長が部屋を訪れる。

　近衛騎士団の騎士隊は各隊ごとに番号が振られており、数字が若いほどエリートな傾向がある。とくに上位三つは実力的にも最強クラスの隊長が率いている。戦力を平等にするために落ちこぼれにはその上位部隊が割り当てられるだろう。

「エルナだけは来るなよ……」

「またそのようなことを……十一歳で近衛騎士団に入団し、十四歳で隊長となったアムスベルグ勇爵家の神童ですぞ？　神引きもいいところではありませんか」

「実力だけは、な。人間的に無理だ」

「品行方正で将来の近衛騎士団長と言われておりますが？」

「外面だけはいいからな。民も近衛騎士たちも本性に気づいてないのさ。あいつとの出会いは忘れもしない、七歳のときだった。いじめられる俺を助けたあいつが俺に言った言葉がわかるか？」

「さぁ、なんでしょうな」

「〝軟弱者〟だぞ？　いじめられて傷心の子供にかける言葉か？　しかもそのあとに稽古と称して木剣を持たされた。そこで一方的に打ちのめされた俺は、その日からエルナに出会わないように遊ぶ羽目になったんだ。苦手意識を植え付けられたんだ！　誰が聞いてもひどい話だろ!?　あの女は悪魔みたいな女なんだ！」

　セバスに熱烈に説明するが、奴やつは呆あきれたように肩を竦すくめるのみだ。

　ちくしょう！　なぜ伝わらないんだ！

　やきもきしていると、突然扉が開いた。

　そこには。

「誰が悪魔みたいな女なのかしら？」

　笑みを浮かべた悪魔エルナがいた。

　その姿を見た瞬間、俺は顔を引きつらせる。そして。

「セバス！　騎士を呼べ！　悪魔が現れたぞ!!」

「残念ながら誰も来たりはしないでしょう。この場に最高の騎士がいますので」
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「セバスはよくわかってるわね。アルノルト・レークス・アードラー皇子殿下。近衛騎士団所属、第三騎士隊隊長、エルナ・フォン・アムスベルグが拝謁いたします。会うのは数年ぶりですが、お変わりないようで」

「ちっ……！　皮肉か？」

「ええ、もちろん。帝都では大層人気なようね？　出で涸がらし皇子なんて呼ばれているとか。素敵だわ」

「ああ、おかげさまでな。楽しくやってるよ」

　お互いにニッコリと笑う。

　数年会ってなくても幼おさな馴な染じみだ。ここらへんは皇子と勇爵家の娘といえど気心は知れている。

　互いにしばらく笑顔で牽けん制せいしあったあと、俺のほうから顔をしかめる。

「何しに来た？　呼んだ覚えはないぞ？」

「私が来たってことはそういうことよ？　わからないの？」

「俺は信じない……」

「失礼ね。大変だったのよ？　相方はアルがいいって皇帝陛下に頼むの」

「余計なことするなよ!?　兄上や姉上に睨にらまれるだろうが!?」

「気にしなくていいじゃない。アルが帝位を狙ってるわけじゃないんでしょう？」

「そういう問題じゃない！　ああもう！　お前はどうして昔からそうなんだ!?」

　良かれと思ってやっているのはわかっているが、それが俺が求める利益と一致しない。

　今回の場合、父上に頼むならレオの下に行ってほしかった。まぁ、レオの下に行きたいと言って叶かなえてもらえるかはわからないけど。

　少なくともエルナが俺の下に来たことで俺はどうでもいい参加者から一躍優勝候補に名乗り出る羽目になってしまった。これでより一層、動きづらくなった。エルナには自然と注目が集まる。暗躍はもはや不可能と言ってもいい。

　他者のところに行かれても困るが、自分のところに来られるともっと困る。それがエルナだ。相性的な問題だけでなく、本当に来てほしくはなかった。

「私がちゃんと優勝させてあげるわ。出涸らし皇子なんて言ってる人たちをギャフンと言わせましょう！」

「そんなこと求めてない……」

「駄目よ。そんな調子じゃ。陛下にアルをちゃんとさせますって宣言したんだから。だからこれから特訓よ！　とりあえず馬術の腕がどれくらいになったか見てあげるわ。さぁ修練場に行きましょう」

「……セバス。俺は頭が痛くなってきた。重い病かもしれない……」

「それは大変ですな。それは仮病という重大な心の病です。心身を鍛えれば治るかもしれませんぞ」

　恨めしそうにセバスを睨むが、奴はどこ吹く風だ。

　騎士狩猟祭までもう日はない。たかが数日稽古しただけで何が変わるわけでもないだろうに。

　そんなことを思いながら俺は引きずられるようにして、修練場に連れていかれたのだった。
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「っっ!?　痛い……」

「も、申し訳ありません！　もっと優しく塗りますね」

　次の日。

　筋肉痛でベッドから動けなくなった俺はフィーネに塗り薬を塗ってもらっていた。とにかく背中がまずいことになっている。バキバキでまったく動ける気がしない。

　それもこれもエルナが馬術で俺を徹底的にシゴいたからだ。馬に乗っての剣や槍やりを振るうなんていつ以来だっただろうか。めちゃくちゃきつかった。何度も落馬したし、そのたびに背中を打った。

　こんなのが毎日続いたら死んでしまう。

「アルノルト様。エルナ様に伝えたところ、今日の稽古は午後からでよいそうです」

「あいつの辞書には休暇って言葉はないのか……」

「さすがは勇者の再来と言われる方ですね。ですけど、アル様、ではなくシルバー様もそれに並ぶほどの実力では？　馬術でも演技を？」

「アルノルト様は古代魔法に特化していますので。基礎体力は一般人以下です。馬術、剣術、現代魔法。どれも稽古をサボり続けているので大した腕はないのですよ。フィーネ様」

「そうなのですか？　冒険者の方はみんな体力に優れた方ばかりだと思っていました」

「大抵の奴らはそうだ……。けど、俺は古代魔法で身体能力の低さを誤魔化してるし、そもそも体力がつきそうなことはしないからな」

「転移魔法を使わずに遠出をしたのも、クライネルト公爵領に行ったのが久々でしたからね。その遠出中も古代魔法で身体能力を強化していましたから。古代魔法を使わなければエルナ様の言うとおり〝軟弱者〟ということです」

　セバスの毒に反論する気力もない。

　ベッドに突っ伏したまま俺はため息を吐つく。

　しかし、そんな俺にセバスは少し明るめの声で問いかけた。

「物は考えようですな。あなたにとって辛つらくともレオナルト様には好機となりました」

「そうだなぁ……」

「え？　どういうことですか？」

　訳がわからないといった様子を見せるフィーネに俺は簡単に説明することにした。

　といっても、そんなに多く語る必要はない。

「エルナは最強騎士と言っていい。だからエルナを引いた俺が優勝しても誰も俺の力とは思わないってことだよ」

「そのとおりです。フィーネ様が仰おつしやったとおり、レオナルト様が優勝できないならばアルノルト様が優勝するのが一番確実です。しかし、いきなりアルノルト様が優勝しては不自然だったのですが……最強のカードが転がり込んできました」

「なるほど！　アル様が本気を出せるということですね！」

「まぁ俺が何もしないならエルナが好きにやるだろうし、それはそれで優勝できると思うけどな。それくらいエルナは飛びぬけてる。足さえ引っ張らなきゃほぼ確実に優勝できる」

「皇帝陛下もだからこそ、アルノルト様にエルナ様を渡したのでしょうな。足を引っ張ると踏んで」

「その結果が帝国最強騎士と帝国最強冒険者のタッグになるとは、皇帝陛下も思いもしなかったでしょうね！」

　嬉うれしそうに語るフィーネに呆れつつ、俺は上着を着て起き上がる。

　騎士狩猟祭まで数日。やれることはやっておかなくてはいけない。

「最悪の場合でも俺が優勝して、全権大使の座はほかに渡さない。だが、ベストはレオが優勝することだ」

「なぜですか？　アル様が全権大使になって外国の方と人脈を築いても、それは結局はレオ様のものになるのではないですか？」

「そうだとしても全権大使にレオが選ばれるほうがいい。有力者も大勢見に来るしな」

「もっともらしいことを言っていますが、全権大使が面倒なだけでは？」

　ギクリと思わず肩が上がった。

　図星の反応にセバスはため息を吐き、フィーネまでもがそれに続いた。

「アル様……そこまでレオ様に譲らなくてもいいではないですか」

「ん？　譲る？」

「わかっています。アル様がレオ様のためにそう言って譲ろうとしていることは」

「はぁ……フィーネ様。何か勘違いをされているようですが、あなたの目の前にいる皇子は生粋の面倒くさがり屋ですぞ？」

「フィーネには隠せないか……昔からの癖でな。どうしてもいろんなことをレオに譲りたくなってしまうんだ。帝位とか要職とか」

「やっぱりです！　それは兄としてはご立派ですが、やりすぎはよくありません。レオ様も悲しむと思います」

　上手うまくフィーネの勘違いを利用して、セバスの小言を逃れる。

　セバスは上手いことフィーネを騙だました俺を見て、顔をしかめる。

「女性を騙すのは感心しませんな」

「騙してない。勘違いさせただけだ」

「物は言いようですな。またエルナ様に怒られますぞ？」

「あいつは俺の母親かよ……」

「親身になってくれる幼馴染がいるのは羨ましいです。私は幼馴染といえる人がいないので」

「面倒なだけだぞ。特にあいつはいろいろと余計だ」

「あら？　何が余計なのかしら？」

　声が飛んできた。

　見ると扉の付近にエルナが立っていた。

　笑顔だが怒りマークがあちこちに浮かんでいる気がする。

　一瞬、植え付けられた恐怖心に負けて視線を逸そらすが、一向に帰る気配がないためしぶしぶ口を開く。

「呼んでもいないのに来るあたり、余計だと思わないのか……？」

「失礼ね。誰かさんが筋肉痛で動けないっていうから塗り薬持ってきてあげたのよ？」

「お前の百倍優しい人間に塗ってもらったから平気だ」

「あら？　それはそこにいる蒼鷗姫ブラウ・メーヴエかしら？」

「あ、はい。お初にお目にかかります。フィーネ・フォン・クライネルトと申します」

「エルナ・フォン・アムスベルグよ。レオの部屋ならともかく、まさかアルの部屋であなたに会うことになるとは思わなかったわ」

　そう言ってエルナはフィーネに穏やかな笑みを見せた。

　俺に見せる笑顔とは質が違う。印象操作の笑顔だな。

「アル。なんだか馬鹿にされたような気がしたのだけど？」

「気のせいだ」

「だといいけど。さて、それじゃあ行きましょうか」

　そう言ってエルナはベッドにいる俺の首根っこを摑つかむ。

　突然のことに困惑する俺に対して、エルナはいつもどおりの笑顔で説明してきた。

「自分で平気って言ったわよね？　じゃあ稽古よ」

「なっ!?　平気ってそういう意味じゃ！　あっ！　痛っ!?　やめろー!!　怪け我が人にんだぞ!?」

「筋肉痛なんて怪我に入らないわよ。動いて治しなさい」

　そう言うエルナによって、俺は昨日と同じく引きずられて稽古に連れていかれることとなったのだった。
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　夜。

　城の地下に向かった俺は何の変哲もない壁に手を当てる。するとその壁に光る線が走って、壁が開いた。

　その現象に驚くこともなく俺はその中へと入る。

　中は一本道の階段となっており、下へと続いていた。それを進んでいくと木製の扉があった。

　扉を開くと待っていたのは綺き麗れいな書斎だった。

　無数の古びた本が置いてあり、誰の手入れもされていないのに蠟ろう燭そくにはずっと火がともっている。

　この部屋を使っていた人物が物ぐさなため、ずっと火が灯ともるように魔法をかけたのだ。

「相変わらず魔法の研究とは恐れ入るよ。爺じいさん」

「魔導の神髄は何年経たっても解明できんのでな」

　そう俺の言葉に答えたのは非常に小さな老人だった。しかも半透明の。

　机の上に座り、楽しそうに本を読んでいる。本をめくるときは器用に魔法を使っている。

　この姿からは想像できないだろうが、これでもかつては皇帝だった。

「その魔導研究の果てに本に封じられてた癖によくやるよ。ちまたじゃあんたは乱帝とか言われてるんだぞ？」

「あれは不覚じゃった。儂わしとしたことが悪魔に体を奪われるとは。まったくもって不覚じゃった」

　そんなことを言っているこの老人の名はグスタフ・レークス・アードラー。

　俺の曽祖父にあたる人で、今から二代前の皇帝だ。

　見ての通り魔法研究に目がなく、こんな隠し部屋まで作って研究していたほどの魔法中毒者だ。

　そのせいで本に封印されていた悪魔に体を乗っ取られ、その悪魔が帝都を荒らしたため歴史には古代魔法の研究の果てに乱心したと記されている。

　皇族の古代魔法の使用がタブーとなっている原因というわけだ。

　しかし時を経て俺と出会い、俺に古代魔法を教えてくれた師匠でもある。

　今は精神だけが本に宿っており、実体はない。今見えているのは思念体だ。

　本の封印自体は俺が開いたときに解けているが実体を得ようとする気はないようだ。こうして悠々自適に魔法の研究をしているのが幸せらしい。

「気楽なもんだよな、まったく。あんたのせいで俺は古代魔法を使えることを隠さなきゃいけないってのに」

「逆に考えるのじゃ。儂がここに封印されていたから、お主も古代魔法を学べたのじゃぞ？　儂秘蔵の銀仮面も役に立っておるじゃろ？」

「まぁ、ほどほどには」

「感謝の足りん曾ひ孫まごじゃなぁ」

　言いながら爺さんは本から目を離さない。

　魔法関連の書物を読よみ漁あさり、自分で魔法や新しい理論を思いつけばそれを書き始める。そうやってずっとこの爺さんはここにいる。

　実際、それで本人が満足しているためあえて邪魔しようとは思わない。

　それでもここに来たのには理由がある。

　それは向こうもわかっているらしい。

「儂に何か相談事じゃろ？　早く言うがよい。遠慮するな」

「……弟が帝位争いに巻き込まれた」

「優秀ならばいずれ巻き込まれる。それが帝位争いじゃ」

「やっぱり……作為的に巻き込んだと見るべきか」

「儂ならそうする。敵対したならば公然と始末できるからのぉ」

　ずっと考えていたことだ。

　老将軍が暗殺されたことで俺たちは二択を迫られた。しかし、いくら老将軍がレオを担ぎ出そうと三人の兄姉きようだいにとってまだまだ脅威にはならなかったはずだ。それでも早い段階で暗殺という手に訴えた。

　レオを警戒したというのもあるだろうが、やはり真意はレオを始末する口実として敵対させたということか。

「もう一つ質問がある」

　ここにいるのは元皇帝。

　つまり帝位争いの勝利者だ。あらゆる謀略を乗り越えた先人ならば俺の疑問にも答えられるはず。そう思って口を開いたのだが、それより先に爺さんは答えを言った。

「儂が次男、三男ならば皇太子を暗殺する。それが答えじゃ」

「……まだ質問してないんだが？」

「帝位争いの話ならばいずれ質問してくると思っておった。儂は長兄だったが、幾度も暗殺の危機に晒さらされた。儂から言わせれば暗殺される長兄が悪い。最有力候補が暗殺されれば待っているのは泥沼の争いじゃ」

「父上が調べても戦死以外の結果は出なかったんだぞ？」

「よほど巧妙なのか、それとも皇帝の側近たちも関わっているか。もしくは……皇帝自身が関わっているか。どうであれ、帝位争いを独走していた皇太子が戦場で戦死するなどおかしな話じゃ。お主は弟が戦場に出るならば意地でも守ろうとするのではないか？」

「もちろんだ」

「それが答えじゃ。そう思う者は多かったはず。それでも守れないとなれば陰謀の影が見えてくる。これまでの帝位争いの歴史から見ても珍しいことではない」

　憂鬱になることを言う爺さんだ。

　しかし説得力はある。

　そしてその推測がすべて当たっているならば、これから起こることはすべて何かしらの陰謀と思わなきゃいけない。

　つまり騎士狩猟祭も何かある。

「モンスターを操る魔法ってあるか？　爺さん」

「魔法の話か!?　よいぞ！　もっと聞かせてみるがよい！」

　いきなり俺のほうに向きなおった爺さんを見て、俺はため息を吐つく。

　魔法のことしか頭にない人のせいか、魔法の話にしか食いつかない。

　弟子であり、曾孫である俺の深刻な相談よりも魔法のこと優先しているあたり、やっぱりこの人はおかしくなったのかもしれない。

「最近、帝国にモンスターが増え始めていてな。その中には強力なレアモンスターもちらほらいる。こいつらを操ってる奴やつがいるんじゃないかと思ってな」

「ふむ……モンスター数体ならば魔法で操ることも可能じゃろうが、そんな広範囲で操る魔法など存在せん」

「そうか……さすがに考えすぎか……」

　魔法なら第二皇女のザンドラが絡んでいると思ったが、爺さんが無いって言うなら無いんだろう。

　そうなるとモンスター発生は偶然ということか。

「まぁ魔法は存在せんが、道具ならある」

「道具？」

「古代の魔導具じゃ。モンスターの好む音色を出して、モンスターを誘い出せる。使用者の魔力次第ではかなり広範囲のモンスターを誘い出せるじゃろうな」

「そんなものが存在するのか？」

「文献によればのぉ。たしか〝ハーメルン〟という名の笛じゃ。魔力の豊富な者が上手うまく使えば、帝国の各地にモンスターを発生させることもできるじゃろうて」

　昔の人は便利で面倒なものを開発してくれたもんだ。

　魔法が今よりも発展していた時代、それを用いた魔導具も今より優れたものばかりだった。そういう物は遺跡から発掘されたり、各国で国宝とされたりしているのだが、意図しないタイミングで世に出てきたりすることもある。

「そんなものがあるのか……実は騎士狩猟祭が開催される。皇族が騎士を率いる形でだ」

「ほう？　なかなかどうして今代の皇帝は面白いのぉ。褒美はなんじゃ？」

「全権大使だ。状況的に俺たちは負けられない。だが、もしもその笛が敵の手にあるなら勝ち目はない……」

「そうじゃろうな。好きなところにモンスターを誘導できる笛じゃ。よほど馬鹿な使い方をしないかぎりは持っている者が優勝じゃろうて。しかし、儂ならそんな愚かな真ま似ねはせん」

　そう言って爺さんは断言する。

　その言葉に俺も同意した。俺もそんな馬鹿な真似はしない。

　一見して良い案に見えるが、その実、目先の利益だけを求めた案だ。

　もしも三人の兄姉の誰かがその魔導具を使っているなら、俺はもちろん残る二人が徹底的に追及する。帝位争いとはいえ、帝国自体に不利になるようなことをすれば罪は免れない。本人が知らぬ存ぜぬを貫こうが勢力が大きなダメージを喰くらうことは間違いない。

　三人がわざわざそんな賭けに出るとは思えない。つまり。

「裏で動いているのは帝位争いの本命たちとは別の人間か」

「そうじゃろうな。その裏で動いている者が本命たちと繫つながっているかどうかはともかく、国内にモンスターを招き寄せるという危険を冒した以上、その者は全権大使の座だけでは満足せぬだろう」

「……また一つ厄介事が増えたな」

　上だけではなく、下も見なきゃ駄目だとは。

　単純に優勝すればいいという問題ではなくなった。裏で動いている者を探らなければ。

　この騎士狩猟祭はただの全権大使の座を争うだけの祭りでは済まないかもしれない。

「そのハーメルンとかいう笛を防ぐ手は？」

「壊すくらいしかないじゃろうな。モンスターにしか聞こえない音波を発している以上、防ぐのは困難じゃ」

「つまり真面目に騎士狩猟祭をやるだけ無駄ってことか」

「そうじゃな。しかし、それは向こうも同じじゃろうて。騎士狩猟祭が開催されるかどうかは向こうには判断がつかなかったことじゃ。つまり騎士狩猟祭以前にモンスターを使って何かする気だったということ。祭りの裏には何かある。気を引き締めよ」

　そんなアドバイスを受けて俺は部屋を出たのだった。
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　部屋に帰る最中。

　俺は背後に気配を感じた。振り向こうとするが、それは男の声で制止された。

「動くな」

「……俺をアルノルト・レークス・アードラーと知っていて言ってるのか？」

「無論だ」

　そう言って背後の男はかちゃりと短剣を抜く。

　まさかこうも早く動いてくるとはな。

「殺しはしないがしばらく寝込んでもらうぞ」

「はいそうですかってわけにはいかないな」

　俺はゆっくりと後ろを振り向く。

　隙だらけのその間、男はまったく動くことはしなかった。

　振り向いた先には黒装束に身を包んだ男がいた。典型的な暗殺者だ。しかし、殺せと言われていたわけではないらしい。ま、誰であれ、そんな露骨なことはしないか。

「な、なにをした……!?」

「結界で動きを止めた。確実に殺さないためにあえて声をかけたのが仇あだとなったな」

　熟練の暗殺者であることは間違いない。

　なにせ警備の厳しい城に侵入しているのだから。しかし、そんな暗殺者でも確実に寝込ませ、しかし殺さない傷を与えるのは難しい。

　だから俺を止めるために声をかけた。それが俺に結界を作る時間を与えたわけだ。

　まぁそうでなくても俺の周りには探知用の結界を張っておいたから暗殺者が近づく余地はないんだが。

　こんな夜中に用心もせず出歩くなんて自殺行為もいいところだからな。

「ちっ……！　無能な皇子じゃなかったのか!?」

「まぁ落ち着け。とりあえず質問に答えろ。城に入れたあたり、誰かに手引きしてもらったな？　それは誰だ？」

「ふん！　侮るな！　依頼主の名を言うくらいなら死ぬ！」

「否定はしないんだな。オーケー、だいぶ絞れた」

「っ!?」

　城の警備に影響を与えることができるのは三人の兄姉のみ。

　ほかの者が暗殺者を手引きしようと思ったら、相当な仕込みが必要になる。それは考えづらいだろう。なにせ俺を襲撃する理由はエルナしかありえないからだ。

「エルナを引いた俺を騎士狩猟祭に参加させないために襲撃したんだろうが、さすがに安直だったな。備えは当然してある」

「ふっ……それはこっちも同じことだ！　やれっ！」

　そう言うと同時に気配もなく俺の後ろに誰かが現れた。

　そこにいたのはセバスだった。

「四人一組で行動していたようです。残りの三人は気絶させておきました。アルノルト様」

「ご苦労、セバス」

「な、に……？」

「私がアルノルト様を一人で歩かせるとでも？　舐なめられたものですな」

「くっ……！」

「さてと……吐いてもらおう。誰に依頼された？」

　俺は周囲に防音結界を張りながら幻術を用いて、相手が最も恐怖を覚える光景を映し出した。その光景は俺には見えないが、相手にははっきりと見えている。

　そして意外にもそれだけで依頼者が誰かはっきりした。

「ひぃぃ!?　お、お許しを!?　お許しをぉぉぉ!!　ザンドラ様ぁぁぁ!!　わ、私は喋しやべっておりません！　私は何も喋ってはいないのです!!」

「へぇ……ザンドラ子飼いの暗殺者か。随分と手厳しい調教をしてるみたいだな」

「恐怖で縛り付けるあたり、あの方らしいですな。いかがいたしますか？」

「こいつを突き出してもザンドラにダメージは与えられない。しかし、殺したら殺したで後始末が面倒だ。適当なところに匿かくまっておけ。あとで使えるかもしれない」

「御意」

　いまだにザンドラの幻術を見続けている男を尻目に俺は踵きびすを返す。

　このタイミングで仕掛けてきたということは、ザンドラはモンスターに関しては白だ。騎士狩猟祭で全権大使の座を狙っているからこそ、俺を排除しようとしたのだ。それだけ全力をかけるならばモンスターを誘い出した者ではないだろう。

「さて、誰が企たくらんだのやら」

　そんな言葉を残して俺は自分の部屋に戻ったのだった。
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　帝国東部最大の都市・キール。

　騎士狩猟祭の中心に据えられたそこはいつになく賑にぎわっていた。

　今日は前夜祭であり、本番は明日だ。しかし商人が知恵を振り絞り、ありとあらゆる露店がすでにキールには並んでいた。さきほどフラリと歩いただけでも、見たこともない奇き天て烈れつな物が売っていた。

　そのうちのいくつかを買って食べながら、俺は人を待っている。

　待ち合わせというやつだ。

「お待たせしました！」

　元気な声とともにやってきたのは、白い簡素なワンピースに身を包んだフィーネだった。

　帝都で俺が買ってあげたワンピースだ。いつもと違うところはそれだけじゃない。

　フィーネは銀色の眼鏡をかけていた。その眼鏡は俺がじいさんの秘蔵品コレクションから漁あさってきたものだ。

　効果としては軽い幻術。フィーネのことを深く知らない者には今のフィーネはごくごく平凡な少女にしか見えない。フィーネをよく知っている者や、熟練の魔導師には通じないが街を歩く程度ならこの眼鏡でどうにかなる。

「別に待ってないさ。来る途中、誰かに気づかれたりしなかったか？」

「はい！　どうですか？　この眼鏡、似合っていますか？」

　フィーネは眼鏡をくいっとあげて微笑ほほえむ。

　眼鏡のせいか、今日のフィーネはいつもと違う印象を受ける。

　知的で思慮深そうに見えるとか眼鏡ってすごいなぁ。

　いつもニコニコと笑っているフィーネは大人っぽく見えることはない。悪いことじゃないけど、そういうのが苦手な人でも眼鏡をかけたフィーネは気に入るだろう。

　元々美人だが、より大人っぽく見える。

　まぁ大抵の人間には見えないんだけど。

　帝国一の美人の眼鏡姿を独占しているという、ちょっとあほらしい優越感に浸りながら俺はじゃあ行こうとフィーネを誘う。

「今日は思いっきり遊びましょうね！　アル様！」

「ああ、そうだな」

　根を詰めすぎな俺を心配してか、フィーネは俺をこうして外に誘ってくれた。

　帝位争いの真っ最中であり、これから大事な狩猟祭。頑張りどころではあるんだが、正直できることはもうやった。

　あとは当日次第だ。

　だから俺はフィーネの誘いに乗った。

　心配をかけているようだし、断るのも悪かったからだ。

「さてと、じゃあさっそく露店巡りといくか」

「はい！　全部制覇しましょう！」

「それは無理じゃないかなぁ」

「行けます！」

　すぐにお腹なかいっぱいというフィーネの姿が容易に想像できるが、フィーネはできると言い張る。

　眼鏡をかけても本質は変わらない。

　明るく、天然気味なお嬢様だ。

　だからこそ傍そばにいると気が楽になる。

「じゃあ頑張ってみるか」

「はいっ！」

　嬉うれしそうに笑うフィーネを連れて俺は露店巡りに移った。
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「うぅ～……お腹一杯ですぅ……」

　やっぱりと言うべきか、案の定と言うべきか。

　フィーネは早々に街の隅にある広場で休憩していた。

　飲み物を差し出しながら俺は苦笑する。

「全部制覇したいなら、ちょっとずつ食べればいいだろうに」

「残すのは作ってくれた方に悪いじゃないですか……」

「公爵家の令嬢とは思えない台詞せりふだな」

　そもそも露店のモノを喜んで食べるあたり、普通の令嬢と感覚が違っている。食べ歩きにも抵抗を見せなかったし。

　本人談によれば、祭りで露店を巡るのが夢だったらしい。まぁ公爵家は広大な公爵領を統治する領主であり、領内においては最高位だ。

　祭りを開催する側であり、楽しむことはできないだろうな。

　俺は帝都で祭りがあるときはいつも抜け出して楽しんでいたが。

「ううう……憧れの露店巡りが……」

「あとでまた巡ればいいだろ？　食べなくても見てるだけでも結構楽しいぞ？」

「そんな楽しみ方があるんですか!?」

「そりゃああるさ。とりあえず少し休んだらまた歩こう。歩いてれば少しはお腹も空すくだろうしな」

「はい……でもすぐは無理です……」

　そんな大量に食べたわけでもないのに、フィーネはもう動けません状態だ。

　元々小柄だし、大食いというわけでもないのによくまぁ全制覇を目指そうと思ったな。

　そんだけ楽しみだったんだろう。なんか俺ではなく、フィーネのほうが楽しんでいる気もするが、まぁ別にいいか。

　楽しそうにしているフィーネを見るのも悪くない。

　そんな風に広場でまったりしていると見慣れた顔が歩いているのが見えた。

　見慣れたというか、毎日見ている。

　なにせ同じ顔だ。

「レオと……マリーか」

「どうされたんでしょうか？　お二人で？」

「デートって柄じゃないだろうし、また仕事でもしてるんだろ」

　レオの勤勉さには舌を巻く。

　俺の予想を裏付けるようにレオの近くには数名の騎士がいた。

　あいつの働き癖にも困ったもんだ。昨日はあちこちの村を訪問してたはずなんだが、今度は何に首を突っ込んでいるのやら。

　さすがは双子と言うべきか。前触れもなくレオがこちらを振り向いた。

「兄さん？　フィーネさんも」

「よう」

　俺とフィーネの姿を認めてレオとマリーが俺たちのほうへ寄ってくる。

　レオのあとを一歩引きつつ、黙ってついてくるあたりマリーはメイドの鑑かがみといえるだろうな。我が家の小言執事も見習ってほしいもんだ。

「やぁ、兄さん、フィーネさん。二人はデート？」

「デートです!!」

　フィーネがそう宣言するが、レオは苦笑している。

　そうじゃないことはわかっているんだろうな。

「そう見えるか？」

「微妙かなぁ」

「あう……ショックです……」

　フィーネががっくしと肩を落とす。

　そんなに俺とデートをしたかったのか。

　ま、フィーネは俺がシルバーと知ってるしな。

「俺たちはおいておいて。そっちは何に首を突っ込んでるんだ？」

「ちょっとあちこちで窃盗が起きてるみたいなんだ」

「窃盗？」

　勇気がある奴やつもいたもんだ。

　まだ父上は到着してないが、この祭りは皇帝が主催するものだ。皇族と近この衛え騎士が主役であり、そんな祭りの前夜祭で犯罪を行うなんて。

　皇帝に喧けん嘩かを売ってるようなもんだ。

「何が狙われているんだ？」

「貴金属らしいよ。だからフィーネさんは気をつけたほうがいいかな」

「え？　私ですか？　あ！」

　そう言ってフィーネは自分の髪についている蒼あおい鷗かもめの髪飾りに触れる。

　父上からもらったその髪飾りを基本的にフィーネは外さない。というか、外せない。皇帝からの贈り物だしな。なるべく身に着けているのが無難だ。俺やレオのような皇子と一緒にいる機会が多いなら特に。

　とはいえ、変装をしているんだし、今日くらいは外してきてもいいんじゃないかと思ったんだが。

「一度置きに帰るか？」

「そ、そんな……時間もかかりますし、これは皇帝陛下から頂いたということを抜きにしてもお気に入りなので……」

「まぁ君がいいならいいんだが」

「……アル様が心配なら外して持っています」

　そう言ってフィーネはしぶしぶながら髪飾りを外す。

　そんな会話をしていると俺は妙な気配を感じた。

　俺の周囲に張られている結界に異物が侵入したのだ。

　人間ではない。下を見るとそこには白いイタチのような小動物がいた。

「あれは……」

「小さくて可愛かわいいですね！」

　体長は十センチほど。

　愛らしい外見の小動物はトテトテとフィーネのほうへ近づいていく。

　見た限り危険性はない。だが、なんだか違和感がある。この小動物を俺はどこかで見たことがある。たしか西部にしか生息しない小動物だったような……。

　そんなことを思っているとその小動物はフィーネの足に頭をこすりつける。その姿にフィーネは目を輝かせるとしゃがみ込んで撫なで始めた。

「可愛いです！　アル様！　可愛いですよ！」

「ああ、それはいいんだが……レオ。これってなんて名前だったっけ？」

「うーん、昔見た覚えがあるんだけど……」

「大陸西部に生息するブレットという小動物です」

「「それだ！」」

　マリーの言葉に俺とレオの声が被かぶる。

　そうしている間にもフィーネはブレットを可愛がり続ける。

　だが、次の瞬間、ブレットはフィーネの胸に飛び込む。

「あははっ！　駄目です！　くすぐったいです！　あっ！」

　じゃれ付いてきたブレットを抱えたフィーネだったが、そんなことをしているうちにブレットが胸元から服の中に潜り込もうとする。

　小柄ながら意外に谷間があるフィーネなので、ちょっと扇情的な光景になってしまっている。

「きゃっ！　あははっ！　もう！　駄目ですってば！　あれ!?　あわわ!?」

　最初は頭だけ入れていたブレットだったが、すぐにフィーネの手をすり抜けて完全に服の中に入ってしまった。

「ん！　やっ！　だめぇ！　そ、そこは!?　はわわ!?」

　ブレットは縦横無尽にフィーネの服の中を這はいまわる。くすぐったさと恥ずかしさでフィーネは悶もだえる。

　その光景を見て俺とレオは思わず見てはいけないものを見たような気がして顔を逸そらす。

　マリーが気を利かせて近づいていくが、その間にまた結界に侵入したブレットがいた。

　そのブレットをなんとか阻止しようと、俺とレオは足を出すが軽快に避よけられてしまう。

　そしてブレットは完全にフィーネに意識が行っているマリーの足元に到着すると、スルスルと足を登って今度はマリーのスカートの中に侵入した。

「ひっ!?　このっ！　やめなさい！」

「駄目です！　やめて！　下着を引っ張らないでください!?」

「どこに入って!?　このっ！　いやらしい！」

　双方ともに服の中に侵入したブレット相手に悪戦苦闘している。

　まさか手伝うわけにもいかず、俺たちはどうすべきか顔を見合わせるが、その隙をつくようにして再度結界に侵入してきたブレットがいた。

　それは今までとは違うブレットだった。

　ブレットはブレットなのだが、とにかく動きが速かった。ささっとマリーの体をよじ登り、次にフィーネの体に飛び移る。そしてそのまま何かを咥くわえて走り去った。

　それを待っていたかのように、フィーネとマリーの服に侵入したブレットもさっと二人の服の中から離脱して、それぞれ違う方向に散っていく。

「ううぅ……」

「あの淫獣……野放しにはできません」

「ああ、野放しにはできないな。厄介な物を取られた」

「やられたね……。あのブレットを使うのが窃盗犯の手口みたいだ」

　俺とレオは同時に顔をしかめる。

　フィーネの手にあった髪飾りがなくなっていたからだ。

　それに気づいたフィーネは顔を青くする。

「こ、皇帝陛下から頂いた髪飾りが……！」

「まぁフィーネが謝れば父上も責めないだろうし、むしろワシに任せておけとか言って犯人捜しするだろうけど、騒ぎにしないほうが無難だな。俺たちだけで探すぞ」

「そうだね。僕はマリーと一緒に探すよ。マリーはなにも取られてないかい？」

「はい。貴金属は身に着けていませんので」

「貴金属だけを狙う躾しつけをされていたのかもね。単独犯ではなさそうだ」

　そう言ってレオはマリーを連れて片方のブレットを追っていく。

　俺もあとを追おうとしたのだが、フィーネは泣きそうな顔で俺の服を摑つかむ。

「わ、私は戻ります……」

「気にしてるのか？」

「……私はアル様に息抜きをしてほしくて誘ったんです……なのに……また迷惑をかけて……私なんていないほうがアル様も……」

　ぽろぽろとフィーネは涙をこぼす。

　自分のせいで迷惑をかけたと思っているんだろうな。

　別にフィーネが悪いわけじゃない。窃盗犯もフィーネだとわかって狙ったわけじゃないだろう。もしもわかっているならさすがに雑すぎる。

　今回のは偶然だ。だからフィーネが気に病むことじゃない。

「君がいてくれたほうが気が楽だ」

「え……？」

「だから迷惑をかけたなんて言うな。すぐに見つけてやる。安心しろ」

「でも……もう見えなくなってしまいました……」

「平気さ。俺にかかればすぐ見つかる」

「で、ですが……広範囲で魔法を使えば魔力が……」

　フィーネの言う通り、これから狩猟祭が控えている。あまり魔力は消費したくない。

　たしかにそれはそのとおりなんだが、この程度の問題は魔法を使うまでもない。

「俺が何でも魔法を使って解決すると思ってるのか？」

「そ、そういうわけでは……！」

「あの手の動物は賢い。だが、所詮は動物だ。そう考えれば見えてくることもある」

　そう言って俺はフィーネを連れて路地裏へ向かう。

　あの髪飾りを持ったブレットは真っすぐこっちへ走っていった。

　ブレットは目が特別いいわけじゃない。考えられるのは音か匂いだろうな。

「今から探すのはさすがに……」

「あいつを探すわけじゃない。あいつを呼んだ物を探してるんだ」

「呼んだ物？」

「女性の服の中に入れとか、貴金属を狙えとか。そういうのは訓練でどうにかなるだろうけど、遠く離れた場所に持ってこいとなるとハードルは跳ね上がる。ましてやこれだけ人がいるわけだしな」

「そういえばそうですね。あ、犯人は近くにいたのでは!?」

「そんな危険な真ま似ねをするくらいなら、最初からブレットを使わないさ。なにかトリックがあるはずだ」

　そう言って俺は路地裏を隈くまなく探す。

　すると小さな箱が隙間に置いてあった。

　それを開けてみるとビンゴだった。

「それは？」

「〝蓄音石〟。ため込んだ音を定期的に発する石さ。よくモンスターを誘導するのに使われる。大抵はメスの声だけど、たぶん今回もそうだろうな。これを一定間隔で置いておけば、目的地まで誘導できる」

「なるほど！　お相手へのプレゼントとして髪飾りを取ったんですね！」

「そういうこと。そういう習性を利用して窃盗に使ってる奴やつらがいる」

「ひどいです！　許せません！」

「ああ、舐なめた真似をしてくれる。絶対に捕まえるぞ」

「はい！」

　その元気な返事と共に捜索は始まった。

　石を置くならばなるべく人通りが少ないところに置くはずと予想し、俺たちは狭い路地を進む。

　その予想はビンゴで、西へ西へと石は置かれていた。

　ただ誤算だったのは。

「狭いですぅ……」

「ちょっと我慢してくれ……」

　入った路地が非常に狭かったということだろうか。

　狭い中で俺とフィーネは手分けをして箱を探す。そして。

「ありました！」

「よしっ」

　フィーネのほうを振り向く。

　するとフィーネが箱を見つけて飛び跳ねていた。

　危なっかしいなぁと思っていると、フィーネがバランスを崩す。

　どうにか前に出て倒れそうなフィーネを受け止めるが、抱きしめるような形になってしまう。

「っっっっ!?　も、も、申し訳ありませんっ!!」

「い、いや、こっちもすまない……」

　顔が近かったせいか、フィーネは慌てて俺から距離をとる。

　フィーネの顔は真っ赤だが、俺も顔が赤いだろうな。

　そんなことをしていると、フィーネの傍そばにブレットが寄ってきた。

　そして悲し気な泣き声を出してフィーネの足に頭をこすりつける。

「可哀かわい想そうに……大丈夫ですよ。すぐに助けてあげますからね！」

「もう近そうだな。行くか」

　俺たちは路地を抜け、西側に向かう。

　するとさきほどのブレットとは別のブレットが民家に入っていく。

　なるほど。あそこが本拠地か。

「あそこですね」

「だな。じゃあ捕まえるとするか」

　そう言って俺はぼさぼさの髪を整え、着崩していた服をきちんとする。

　そして背筋を伸ばすと周囲を巡回していた騎士に声をかけた。

「君たち」

「こ、これはレオナルト殿下！」

「近辺の騎士を集めてくれ。窃盗犯の本拠地を見つけたんだ」

「な、なんと!?　さすがはレオナルト殿下です！　すぐに手配します！」

　騎士たちは顔を輝かせると、周辺の騎士たちを集めにいく。あちこちの村を回り、窃盗犯を捕まえるのに協力しているレオは東部の騎士たちの評判がすこぶるいいようだな。

　これでどうにかなるか。

　だが、後ろを振り向くとフィーネが不満そうな顔をしていた。

「どうした？」

「見つけたのはアル様なのに……」

「俺じゃ騎士が動かない。逃がしたら困るだろ？」

「そうですが……また世間はレオ様だけを持ちあげます……」

「そんなこと気にしてるのか？　いいじゃないか。レオが持ちあげられるなら帝位争いには有利だ」

　そうフィーネをなだめようとするがフィーネは終始不満顔だった。

　そうこうしている間に騎士たちが集まってくる。

　彼らに民家を囲むように指示を出し、そして突入の合図を送る。

　油断していたんだろう。

　突入は見事成功し、あっさりと四人の男が民家から取り押さえられて出てきた。

　俺はそれを見ながらフィーネと共に民家に入る。

　そこには檻おりに入れられたブレットと奪われた貴金属があった。

「少しいいかい？」

「え？　あ、その……こういう場合は窃盗品には触れてはいけない決まりになっていまして」

「安心してくれ。すぐ終わる」

　騎士たちの忠告を無視して俺は窃盗品を物色する。

　そこにはちゃんと蒼あおい鷗かもめの髪飾りがあった。

　それを取ると俺はフィーネに渡す。

「フィーネ。眼鏡を取ってくれ」

「はい」

「あなたは!?」

「よく知ってると思うけれど蒼鷗姫ブラウ・メーヴエだ。彼女の髪飾りが盗まれてね。だから探してたんだ。これは僕の周りの者しか知らない。キールの街で父上の贈り物が盗まれたとあれば、巡回や警備にあたっている騎士の首も無事では済まないからね。誰かに話をしてもいいけれど、話が漏れて困るのは君たちだというのを理解してほしい」

「は、はっ！　私は何も見ておりません！」

「じ、自分もです！」

　窃盗品を管理していた騎士たちはそう宣言する。

　それに満足して、俺はフィーネと共に外へ出た。

　騎士たちの目がなくなると、俺はレオからアルに戻る。

「ふー、あとはレオに説明するだけだな。しかし、ちゃんとあってよかったじゃないか」

「ありがとうございます。すべてアル様のおかげです」

「別に大したことはしてないさ」

「……私、アル様の活躍が世間に知られなくても平気です……だって私が知っていますから！　アル様が優秀でかっこいいことは私がちゃんと記憶しておきます！　これからも！　ずっとです！」

　よくわからない宣言をフィーネはする。

　なんだか意気込みすぎて息を荒らげている。

　だが、気分は悪くはなかった。

「そうかい。じゃあこれからもよろしく頼むよ」

「はい！　いつか本を出します！　アル様の活躍を余すことなく伝えますよ！」

「それはしなくていい」

「えー、どうしてですかー？」

　こうして俺たちは二人で笑いながら、その後も祭りを楽しんだのだった。
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　前夜祭が終わり、狩猟祭の本番がきた。

　父上の演説から祭りは開催されるが、まだ父上の準備は整っていない。それまでの間、俺とレオは城壁から街の様子を見ていた。

「さすがに本番になると大した賑にぎわいぶりだな」

「ホントだね。良いことだよ。東部の人たちはずっとモンスターに悩まされてきたわけだし、こういう時が必要だと思う」

「そうだな。父上も対応が遅くなったことを悪いとは思ってるみたいだしな。東部の民に金をあらかじめ配ってたみたいだ。祭りを楽しめってな」

　祭りだけでは不満が解消されないと踏んでいたんだろう。

　あとは財布のひもを緩めてもらわないと祭りをした意味がないってことだろうな。そのきっかけとして最初のお金を皇帝が負担したということだ。

　モンスターに悩まされ続けた東部の民は警戒心が強い。金でも配らなきゃ祭りでも財布を開かなかっただろう。

　そういう意味では大した人だ。ただし、そこらへんを狙って、昨日の窃盗犯みたいなのも出てくるわけだ。あれから巡回する騎士の姿も増えたし、大きな事件は起きてないが小さい事件は多発してる。

　人手不足のせいで近この衛え騎士であるエルナも駆り出されたくらいだ。

「ここにいたの？」

　後ろから聞こえてきた声に二人同時に振り向く。

　すると、そこにはエルナがいた。

　さきほどまで手伝いをしていたんだろう。ちょっと表情が疲れているように見える。まぁ近衛騎士としてハードな訓練をしているエルナが体力的にきついってことはないだろうから、精神的な疲れだろうな。

「やぁエルナ。調子はどうだい？」

「本番前に疲れたわ、精神的に。些さ細さいな揉もめ事ごとの処理とかスリを追いかけたりとか。あんまり私がやらない任務だもの。そういうあなたはどうなの？」

「僕は普通かな。ただ気持ちは充実してるよ」

「あら？　どうして？」

　レオがこんなことを言うのは珍しい。

　性格的にこういう場合は無難なことしか言わない奴だからだ。

「先乗りしてモンスターの被害に遭った村を見て回ってきたんだ。皇族として彼らを元気づける義務が僕らにはあると思う。それに優勝すれば賞金も出るしね。それと僕が持ってるお金を合わせて寄付しようと思うんだ」

「……お前そんなこと考えてたのか？」

「はぁ……ほぼ同じ時期に東部に来たはずだけど。その間、あなたは何してたのかしら？　アル」

「前夜祭を堪能してた」

　近場の露店で見つけてきた戦利品、土つち蜥蜴とかげの焦がし焼きを見せるとエルナは額を押さえてため息を吐ついた。

　そこまで嘆かなくてもいいだろうに。

「レオの美点を一つくらいアルが持っていたら、私も幼おさな馴な染じみとして安心なのだけど……レオは窃盗犯を捕まえるのにも貢献して、この街の騎士たちがすごい褒めてたのよ？」

「俺も祭りに貢献してたぞ？　皇族としてお金を落としてた」

「はぁ……」

「兄さんの美点はいくらでもあるよ。兄さんが隠すのが上手うますぎて人が気づけないだけさ」

　ため息を吐くエルナに対して、レオがフォローをいれる。こいつらしいな。

　レオには俺がレオのフリをしたことは黙っているように言ってある。今更訂正したところで意味ないし、俺とレオが頻繁に入れ替わっていると思われるのも困る。

　エルナにも一応、黙っている。エルナはこちらに協力的だが、俺たち陣営というわけではないからだ。

「さすがはレオだ。よく言った。褒美に一口やろう」

「ありがと。ん？　意外にいけるね」

「だろ？　露店で美味うまい物を見つける才能が俺にはあるんだよ」

「そんな才能、皇子には必要ないわよ……ほら、もう行くわよ。レオも戻りなさい。そろそろ始まるわよ」

　そうエルナに促され、俺はさっさと焦がし焼きを口の中に詰め込む。

　いよいよ騎士狩猟祭が始まろうとしていた。
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「我が帝国はモンスターに苦しめられた経験が少ない国だ。そのせいか、モンスターへの対応は後手後手になってしまう。今回も我が不徳ゆえに東部の民には苦労をかけた。本当に申し訳なく思っている。どうか愚かな皇帝を許してほしい」

　多くの民の前で父上が演説している。

　俺たちの出番はもう少し後だ。

　本来なら領主の屋敷である場所を控室として使っていると、俺の部屋に客が現れた。

　エルナかフィーネだろうとあたりをつけていたが、そこにいたのは少し予想外の人物だった。

「クリスタ……？　どうしたんだ？」

「兄様……」

　そこにいたのはクリスタ・レークス・アードラー。十二歳の第三皇女だった。

　艶やかな金髪に琥こ珀はく色いろの瞳を持つ妹だ。将来はフィーネとタメを張りそうなほど美しいが、その美しさは人形のようだと言われる。それはクリスタがほとんど表情を表に出さない子だからだ。

　お気に入りのウサギのぬいぐるみをもって、無表情で俺を見上げる姿はたしかに人形のようだ。しかし、その目は微かすかに揺れている。不安を感じているときの兆候だ。

「とりあえず入りな。どうした？　何か困りごとか？」

「ううん……クリスタは困らない……ここの人たちが困る……」

　要領を得ない説明だ。

　大抵の人間はここで脱落する。しかし、クリスタ相手にそれではダメだ。

　俺はクリスタを椅子に座らせると、目線を合わせるためにしゃがみ込む。

　この子は皇族の中でも極めて特殊な存在だ。

　誰も気づいていない。もしくは気づかない振りをしているが、この子には先天的に魔法が備わっている。

　本来魔法というのは修練して身に着けるものだが、自然と魔法を使える者がこの世には僅かにいる。先天魔法と呼ばれるそれを使う者たちは非常に貴重で、強力だ。なにせ使える魔法はその者だけのオンリーワン。ほかの者には決して使えないモノだからだ。

　クリスタにはその兆候がある。

　おそらく未来予知かそれに類するものだ。かつて皇太子が亡くなったときも俺の目の前で長兄が死ぬと泣なき喚わめいた。

　広まればザンドラあたりは喜々として利用するだろうから、誰にも言うなと口止めしてあるが、何か見たら俺のところに来いとも言ってある。ここに来たということはそういうことだろうな。

「今回は何を見た？」

「……この街がモンスターに囲まれてた……」

　クリスタの能力はまだ安定していない。

　ときおり未来と思われる映像が見えるようだが、それはクリスタにとって悪夢に近い映像ばかりだ。

　しかも毎回当たるとは限らない。だが当たるときもある。

　だからこそ放ってはおけない。

「誰かの明確な死が見えたわけじゃないんだな？」

「うん……」

「そうか。よく伝えにきてくれたな。だいぶ動きやすくなったよ」

「……兄様も行くの？」

「ああ。一緒にはいられないんだ」

「……」

　不満そうな表情をクリスタが浮かべた。

　不安を抱える自分を置いていくのが気に入らないんだろうな。とはいっても、クリスタ一人のために残るわけにはいかない。

　そもそも街がモンスターに囲まれるならば外にいたほうが対処しやすい。

「失礼します。フィーネです」

　ちょうどいいタイミングでフィーネが部屋にやってきた。

　その手にはお菓子の袋が握られている。

　ナイスだ！

「クリスタ、紹介するよ。俺の友達のフィーネだ」

「あ、お初にお目にかかります。クリスタ皇女殿下。フィーネ・フォン・クライネルトと申します」

「知ってる。蒼鷗姫ブラウ・メーヴエ。帝国で一番綺き麗れいな人」

「よく知ってるな」

　頭を撫なでるがクリスタは表情を変えない。しかし、嫌がる素振りも見せない。

　クリスタは俺やレオ、あとは国境にいる長女くらいにしか懐いていない。実の父にすら警戒心を解かない子だから周りは非常に扱いかねている。

　今回ももちろんここに残るが、この状態のクリスタを放置するのも忍びない。

「フィーネ。悪いんだが、クリスタと一緒にいてやってくれるか？」

「兄様がいい……」

「フィーネは信頼できる。俺なんかよりずっとだ。それにお菓子は絶品だぞ。好きだろ？」

　そう言って俺はフィーネが持っていたお菓子袋からお菓子を取り出し、クリスタに見せる。

　それはウサギの形をしたクッキーだった。

　恐る恐る口に含んだクリスタは、すぐにフィーネを凝視した。

　それを見て俺は苦笑する。

「おめでとう。懐かれたな」

「え？　懐かれたのでしょうか……？」

「この子は懐いた相手以外、ジッと見たりしない。関心がないからな。クリスタ。俺やレオが戻るまではフィーネが傍そばにいる。それでいいか？」

「うん……」

「というわけだ。申し訳ないが、できるだけクリスタの傍にいてやってくれ」

「かしこまりました。それをアル様が望むならば喜んで」

　そう言ってフィーネは笑うとクリスタにほかのお菓子もあげはじめた。

　一瞬、餌付けという言葉が連想されたが、あまりにも失礼なので口には出さずに吞のみ込んだ。

　そして外で大歓声が沸き上がった。

　おそらく父上の演説が終わったのだ。

　ここからは俺たちが主役とならねばいけない。

「さて、いくか。クリスタ。とりあえず民に顔見せだ」

「……」

「嫌そうな顔をするな。仕方ないだろ。俺たちは皇族なんだ」

「……兄様はいつもサボる」

「今回はサボってないだろ？　ほら行くぞ」

　クリスタの手を引き、俺は部屋を出る。その後ろをフィーネがついてくる。

　すると同じタイミングで部屋を出てきた厄介な奴やつと鉢合わせした。

「あら？　子守なんて余裕ね？　アルノルト。アムスベルグ家の神童を手に入れたせいかしら？」

　第二皇女のザンドラだ。

　即座にクリスタが俺の後ろに隠れた。それを見てザンドラは不快そうに顔を歪ゆがめる。

「姉上。子守なんてひどいな。妹の面倒を見るのは兄として当然さ」

「癪しやくだわ。なんだか受け答えにも余裕があるわね」

「そういう姉上はイライラしてそうだ。どうしたんだい？　上手うまくいかないことでもあった？」

　俺の返しにザンドラは一瞬、とんでもなく怒った表情を浮かべたがすぐに平静の状態に戻る。ここで激げき昂こうしても意味はなく、変な弱みを握られるだけだと悟ったのだろう。

　まぁ怒らなくても暗殺者はザンドラの配下だとわかっているんだが、それは言わなくてもいいだろう。

「覚悟しておきなさい。どれほど強力な剣を手に入れても使いこなせなければ意味がないということを教えてあげるわ」

「ふん！　貴様ごときが何を教える？」

　俺とザンドラの会話を聞きつけ、ゴードンが姿を現す。

　まったく、この二人は対立していないと気が済まないらしいな。

　だが、ゴードンの鋭い視線が俺を捉えた。一瞬、心臓が鷲わし摑づかみにされたような気分になる。

　さすがは戦場で功を立ててきただけはある。なかなかに強い殺気だ。魔法を使わなきゃ間違いなく瞬殺されるな。

「どうだ？　アルノルト。お前の剣を俺に寄よ越こす気はないか？　今ならまだ間に合うぞ？　父上に頼みこめ。自分には不釣り合いだと泣いて懇願してこい。そしてこの俺こそふさわしいと推薦するのだ」

「残念ながらそんな度胸はないよ。兄上。父上の判断が間違っていたって言うようなものだ。さすがに父上のほうが怖いからね」

「ふん、宝を他者に渡す度量もないか。宝の持ち腐れだな。まぁいい。そこの女共々叩たたき潰つぶしてやろう」

「それはこっちの台詞せりふよ」

　ザンドラとゴードンが睨にらみあう。

　その隙に俺たちはその場を抜き足差し足で後にする。

　こんな喧けん嘩かに巻き込まれるだけ損だ。

「兄様……やっぱり怖い……」

「大丈夫だ。フィーネが一緒にいる。それに何かあったら助けにきてやる。約束だ」

「ほんと……？」

「ああ、本当だ」

　そう言って俺はクリスタの小さな手をギュッと握る。

　それに安心したのか、クリスタは少しだけ笑みを見せた。

　そんなクリスタの頭にそっと手が置かれた。

「残念だなぁ。クリスタは兄さんばっかり頼るのかい？」

「レオ兄様！」

　レオの姿を認めたクリスタは嬉うれしそうにレオに抱きつく。

　そして俺とレオの手をそれぞれ持つ。

　さきほどよりずいぶんと表情が和らいだ。

「これで安心……！」

「それならいい。レオ、どこを回るか決めたか？」

「僕は南をまわるよ」

「南？　あそこはあんまりモンスター被害がなかった場所だろ？」

「うん。もちろん祭りを盛り上げるのは大事だし、全権大使も大事だ。けどね、モンスターを多く討伐して、東部の不安を取り除くことが一番大切だと僕は思うんだ。たぶん僕以外南をまわらないと思う。南だってモンスターがいるのに、ね」

　レオらしい考えだ。

　モンスターが多くいる場所に密集すれば、東部全体のためにならない。

　だから誰も行かない場所に行く。それは立派だが。

「んで？　それで勝算はあるのか？」

「あるよ。南はモンスターの被害があまりなかった。モンスターが寄り付かなかったからだ。どうしてなのか聞き込みしてたら、かなり強いモンスターが南に陣取ったかららしいんだ」

「なるほど。大穴狙いか」

「そういうこと」

　祭りの性質上、デカくて強いモンスターを一体倒せば優勝できる可能性が出てくる。

　そういう点で言えばほかのモンスターが恐れるモンスターを狙うのは間違ってない。

「村を回ってたのはそのためか」

「もちろん慰問も兼ねてだよ？　けど、やれることはやらないと」

「安心したよ。その調子で頑張ってくれ」

「兄さんも頑張らないとエルナにどやされるよ？」

「いいんだよ。俺は頑張らないくらいがちょうどいい」

　そんな話をしながら俺たちはバルコニーに出た。

　多くの民が俺たちのことを見ていた。

　そして皇帝の子供たちが全員バルコニーに集まり顔を見せたあと、皇帝は大きな声で宣言する。

「この祭りの期間！　近この衛え騎士たちはそれぞれ守るべき我が子たちに忠誠を誓う！　我が子は騎士を尊重し、騎士は我が子たちに敬意を払う！　一心同体のごとく共に行動し、強大なモンスターに立ち向かえ！　我らは皇族！　帝国の敵であるならばすべて打ち滅ぼす義務がある！　行け！　我が子！　我が騎士たちよ！　これより！　騎士狩猟祭を開催する!!」

「うぉぉぉぉ!!」

「頑張れ、エリク皇子!!」

「いや、今回はゴードン皇子の独壇場だろ！」

「ザンドラ皇女がきっと奇抜な戦法を見せてくれるさ！」

「俺はレオナルト皇子を応援するぞ！　あんな優しいお方は初めてだ！」

　屋敷から続々と騎士を引き連れた皇帝の子供たちが出陣していく。

　今回、屋敷に残るのはクリスタのみ。それ以外はすべて騎士と共にモンスターを狩りに行く。

　そんな子供たちは、この日のためだけに作られた自分を示す軍旗を掲げている。

　俺の軍旗は黒地に白の十字。逆にレオは白地に黒の十字。わかりやすいくらい手抜きだ。完全にレオのやつの逆パターンだし、俺の扱いが窺うかがえる。

　しかし、嫌いなデザインじゃない。

「準備はいい？」

「もちろんだ。行くぞ」

　そう言って俺は馬を走らせる。

　その後ろにはエルナ率いる第三騎士隊が続く。

　歓声を受けるのはエルナのみ。だが、それでいい。

　俺は影に徹して暗躍するのが仕事だからだ。

　裏で謀略を巡らす奴がいるなら構わない。その裏をかいてやるだけだ。
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「はぁぁぁぁっっ!!」

「おいおい……なんでもありか。あいつは……」

　少し先で戦うエルナを見て俺は顔を引きつらせる。

　エルナが戦っているのはブラッドハウンドと呼ばれる赤黒い狼おおかみ型のモンスターだ。その数は三十以上。群れで行動するモンスターで、討伐ランクは五体以上ならＡ級。三十体以上となればＡＡＡ級に相当する厄介なモンスターだ。

　しかし、エルナはその数を物ともせずブラッドハウンドを蹴散らしていく。上位ランクの冒険者もびっくりだわ。

　ものの数分でブラッドハウンドの群れを壊滅させたエルナは、水晶型の特殊な魔導具でその戦果を記録する。

　これはすぐに本部であるキールに伝わり、民に報告される。中間報告では俺たちは断トツ一位。すでにエルナはＡＡＡ級モンスターを一体倒し、それに相当するブラッドハウンドも倒している。

　祭りの性質上、どデカいのを一体倒すだけで逆転できてしまうが優勢であることは間違いない。

「アル！　向こうにモンスターが見えたわ！　追うわよ！」

「いや、今日は疲れた。近くの街で休まないか？」

「なにだらしないこと言ってるのかしら？　優勝するんでしょ？」

「そんなことを宣言した覚えはないが……」

　エルナと騎士たちだけ先行というわけにはいかない。

　騎士たちと共に出陣した皇帝の子供たちには、腕輪型の魔導具が付けられている。騎士隊の隊長も同じものをつけており、お互いに一定距離離れると壊れてしまう仕様だ。だいたい一キロくらいだろうか。これによって騎士だけで動くことは不可能となる。

　クリスタの騎士たちはその制限を受けないが、モンスターを発見した場合、長距離の魔法通信でキールにいるクリスタの許可を得なければいけない。モンスターが襲い掛かってきた場合は反撃を許可されているが、完全武装の騎士たちに襲い掛かるモンスターはそうはいない。

　その長距離通信のハンデのせいか、いまだにクリスタの騎士たちは成果をあげられていない。返事が返ってくる前に逃げられてしまうんだろう。

　結局、騎士と共に前へ出るのが正解だったというわけだ。

「お前は平気だろうが、ほかの人は疲れてる。初日だしそこまで飛ばすことはないさ。祭りは三日もあるんだし、気長にいこうぜ」

「あなたねぇ……」

「あれー？　暫定的な主君は俺なはずだが？　指示に逆らうのかな？」

「くっ……わかりました。指示に従います……」

「よろしい。じゃあ近くの街まで移動しよう」

　そう言って俺たちは近場の街に移動した。

　その街もお祭りムードであり、あらかじめ皇帝が手配していた宿屋が温かく迎えてくれた。

　こういう風に東部全体が祭りに関わるようになっている。いつもなら間近では見られない皇族や有名な騎士たちが街に来るだけで、その街は大盛り上がりだ。この街の場合はエルナが来たことで盛り上がっているわけだが、まぁ盛り上がる理由があるだけマシだろうな。

「どんちゃん騒ぎだな」

「それが皇帝陛下の狙いだもの。祭りをすることで東部の不満を和らげているのよ」

　割り当てられた俺の部屋にエルナが入ってくる。

　ノックもせずに入ってくるとは失礼な奴だ。扉を開けてたのは俺だけど。

「ノックくらいしろ」

「あら？　必要なの？」

「じゃあ聞くがお前の部屋に俺がノックもせずに入ったらどうする？」

「斬るわね」

「理不尽すぎだろ!?」

　思わず突っ込んでしまう。

　そのせいで、手に持っていた葡ぶ萄どう酒しゆが少しこぼれた。ああぁ、もったいない。

「本当にあなたって皇族らしくないわね……飲み物が少しこぼれたくらいでこの世の終わりみたいな顔しないで」

「騎士様のくせに、飲み物の大切さがわからないとはな。やはり騎士の前にお前はお嬢様だな。何もわかっちゃいない」

「帝都からろくに出たこともないお坊ちゃまに言われたくないわ……というか、お酒なんて飲んでいいの？　明日二日酔いになっても知らないわよ？」

　呆あきれたように言いながらエルナは俺の真向かいにある椅子に座る。

　鎧よろいを外し、ラフな恰かつ好こうになったエルナはいつもよりだいぶ無防備だ。動きやすさ重視で白いシャツに短めの赤いスカート。惜しげもなく晒さらされた美脚に目がいく。しかし、俺はあることに気づく。

　そう。ある一点において数年前から成長がないように思える。俺も健全で悪徳な男子だ。見目麗しい女子がいれば必ずチェックする。そのうえで言わせてもらえば、エルナは数年前から胸が成長していない気がする。

「アル～？　どこ見てるのかしら？」

「胸だな」

「少しは誤魔化しなさい！　もう……！」

　そう言ってエルナは自分の慎つつましい胸を隠す。

　しかし、そんなことお構いなしに俺はエルナの胸を凝視する。エルナは年齢でいえば俺より一つ下の十七歳だ。しかし、その年齢でこの胸というのは非常になんというか、残念だ。ご愁傷様という言葉のほうが的確かもしれない。

　間違いなくフィーネのほうがある。というか、フィーネはゆったりした服で目立たないだけで結構ある。やはり稽古ばかりしているせいで、胸に栄養がいかなかったのか。

「強く生きろ」

「しみじみ言うなっ！　なによ！　ずっと凝視して出てくる言葉がそれ!?」

「成長してないなぁと思ってな。やっぱり成長してないのか……」

「成長してるわよ！　人より成長速度が遅いだけよ！　小さくなんてないんだから!!」

「……なるほど」

　苦しい理論だが受け入れよう。それがエルナのためだ。

　そんな風に思っているとエルナが怒りで肩を震わせ始めた。おっと、これはいかん。

「お、俺はいいと思うぞ！　その貧乳もいつかどこかで誰かの需要に応える日が来るぞ！」

「貧乳って言うな！　少しだけ発育が人より遅いだけよ！　あと数年もすれば立派になるんだから！」

「それはちょっと無理じゃないか……頑張っても平均くらいしか」

「アル……私、ちょっと食後の運動をしたいのだけど……？」

「なるなる！　きっと立派になるから落ち着け！」

　そう言って俺は、何だかはぁーっと戦闘時みたいに深く息を吐き始めた危険なエルナから大きく距離を取る。

　部屋の隅で震える俺を見て、戦意が失うせたのかエルナはその場でまた椅子に座った。

「まったく……アルは相変わらずね」

「人なんて数年じゃ変わらないって。俺にどんな幻想を抱いてたんだ？」

「普通の皇子よ。普通の。少なくとも誰かに馬鹿にされていてほしくはなかったわ……」

「お前が気にすることじゃないだろ？　俺が馬鹿にされてるのは昔からだ。才能がないのに努力せず、遊んでばかり。レオにすべてを持っていかれた出で涸がらし皇子。言い得て妙だと思うけどな」

「私は悲しかったし悔しかったわ……」

「そりゃあどうも」

　軽くお礼を言うとキッと睨にらまれた。

　それに肩を竦すくめるとエルナは再度ため息を吐つく。いろいろ心労の多い奴だ。俺なんかにかまうほど暇じゃないだろうに。

「わかってるの？　あなたが何も言わず、何もしないから貴族の間でもあなたは馬鹿にされてるわ。公然とあなたを馬鹿にする貴族がいるのよ？　民があなたに不満を言うのはわかるわ。皇族としての義務を果たしていないのだもの。けど、貴族は臣下よ。表面上とはいえ礼儀を払う義務があるわ」

「貴族にだって俺を馬鹿にする権利はあるさ。駄目な奴に駄目って言えるのは正常なことだし、良いことだと思うぞ」

「またそんなこと言って！　苦言ではないのよ？　あなたを貶おとしめて楽しんでるの！　幼い頃の幼稚なイジメとはわけが違うわ！」

　エルナは珍しく熱くなってそんなことを言ってきた。

　さてはギードあたりがエルナの前で失言したか？　もしくは大臣か？　まぁどっちにせよ、エルナの感情を逆なでしたことは確かだろうな。

　エルナが強引に俺のところに来たのはそれが原因か。

「それで？　お前のおかげで優勝して悪い評判を打ち消すのか？　お前は俺にどうなってほしいんだ？」

「レオが帝位を狙う以上、アルも本気を出すべきだわ。私は信じてる。アルはいつも本気を出さないだけだって。あなたはいつもそう。のらりくらりとすべてを躱かわす。自分の評判が落ちれば落ちるほどレオの評判が上がるから。だから絶対に本気で何かに取り組むことはしなかった」

　なかなかどうして、よく見ているやつだ。

　さすがに幼おさな馴な染じみなだけはある。

　しかし、わかっているなら俺の答えもわかっているはずだろうに。

「俺は今までどおりでいい。お前もこの祭りが終わったら俺に関わるな」

「私は！」

「暗殺されかけた」

「……え？」

　いきなりの言葉にエルナが一瞬、固まった。

　窓から外を見れば街の人々が騒いでいる。

　そんな様子を見ながら他人ひと事ごとのように説明する。

「夜、城を歩いていたら襲撃された。セバスがいなきゃどうなってたかわからない。理由は言わなくてもわかるな？」

「……私の……せい……？」

「今回の祭りは帝位争いに重要だ。なにせ全権大使の座が掛かってる。お前がいればそれだけで優勝候補だ。当然、兄上や姉上からすれば気に食わないし排除の対象だ。いくら俺でもな」

「そんな……」

「お前は任務で各地を飛び回ってたからわからないかもしれないが、最近の兄上や姉上は容赦がない。何をしても帝位を手に入れるつもりだ。負ければ死が待っていると知っているからな。誰も手を抜かないし、誰も情けはかけない。俺もレオが皇帝にならなきゃ殺されるだろうさ。けど、能力がない者がいきなり背伸びをすれば今回みたいなことになる。だから関わるな。お前の力は強すぎる」

　そう言って俺はエルナを突き放す。

　これはエルナのためでもある。アムスベルグ家の神童と名高いエルナが個人に肩入れするのはよくない。

　これから先、きっと兄姉きようだいはエルナを排除にかかる。実力ではなく、政治の場でだ。

　そうやって排除されたアムスベルグ家の者は過去にもいる。だからアムスベルグ家は政治には基本的に足を踏み入れない。

　帝位争いという最大の政治闘争にエルナを巻き込むわけにはいかない。

　なにより強力な味方になることは間違いないが、同じくらい強力な敵を作ることになる。感情的にも状況的にもエルナには距離を取ってもらうのが一番だ。

「……ごめんなさい」

「気にするな。この祭りだけは頑張る。安心しろ」

「……うん」

　そう言ってエルナは消沈した様子で部屋を出ていった。

　その背中はひどく寂しげではあったが、俺は何も声はかけなかった。

　それ以降、俺たちは急速に成績を落とすこととなったのだった。
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「くっ……！　どうしてこんなことに!!」

　三日目の朝。悔しがるエルナをよそに俺は妥当だなと感じていた。

　クリスタの言葉が引っかかっていたため、俺はできるだけキールから離れない場所に拘こだわりつつ、南へ南へと動いていた。一日目の夜に消沈したエルナはこの決定に異を唱えることはなかった。何が何でも優勝するという気持ちが薄れたんだろう。

　そのため二日目からはモンスターと遭遇する率は極端に減った。これはモンスターの習性を考えれば当然の結果だ。

　モンスターの生存本能は人間よりも強い。だからこそ自分よりも強い個体とモンスターはできるだけ戦わない。

「アル。ここでジッとしているの……？」

「少し待ってくれ。考える」

　そう言いつつ、俺はある程度計算どおりに事が進んでいることに違和感を覚えていた。

　一日目にエルナはあれだけ周辺を荒らしまわった。敏感なモンスターたちはエルナを危険と判断してエルナには近づかなくなったのだ。

　冒険者なら当然の知識だが、騎士であるエルナはそこらへんの知識が薄かったな。モンスターを討伐することはできても、モンスターへの理解は冒険者には及ばない。冒険者ならば慎重に事を進めて、確実に三日目に大物を追い詰めて討伐する。

　わかっていて止めなかったのはそういう展開を望んでいたからだ。

　現在、ＡＡＡ級のモンスターを討伐したのは俺たちとゴードンとレオの三組だけ。どの組も一体だけだ。一応、それに相当するブラッドハウンドの群れも討伐しているため、俺たちが暫定的には一位だが、その座もそろそろ危なくなってきている。

　というのも、俺はあえて南へ動いていた。その理由は俺たちの南側にいるのはレオと末弟だけだからだ。俺はそこにモンスターを誘導したかった。だから追い込み漁のように警戒されているエルナを使って、俺たちの場所にいるモンスターをレオがいる南側へと誘導していたのだ。

　作戦を考えるとき、シルバーでモンスターを誘導するという案を出したが、それをエルナで実行してみた。おかげ様でレオたちもＡＡＡ級モンスターを討伐できた。

　俺たちが優勝するのが一番確実だが、ベストはレオが優勝することだ。一日目の戦果だけで十分俺たちは優勝できる可能性があった。だからレオをアシストする方向に切り替えたのだが、どうも順調すぎる。

　あとはもう一体くらいレオたちがＡＡＡ級モンスターを討伐してくれれば完璧なんだが、ただそれは求めすぎか。

　近この衛え騎士隊長クラスならばＡＡＡ級モンスターも討伐できる。しかし、余裕で討伐できるのは上位の隊長だけだろう。レオたちに余裕がなければモンスターを誘導するだけ無駄だ。

　それに。

「動くならそろそろだと思うんだがな……」

「アル……？」

「ん？　ああ、悪い。エリク兄上とザンドラ姉上が不気味だと思ってな……」

「ＡＡＡ級モンスターなんてそうそう遭遇できないわ。東部に三体いただけでも私は驚きよ」

「そうだよな……」

「た、隊長！　殿下！　こ、これを！」

　俺とエルナがそんな会話をしていると、一人の騎士が慌てたように水晶を見せてきた。

　そこに映っていたのは現状の順位。

　俺たちの順位は二位に落ちていた。その上には第五皇子、カルロス・レークス・アードラーの名があった。

「どういうことだ？」

「そ、それがいきなり順位が変動しまして……おそらくＡＡＡ級モンスターを二体討伐したのかと……」

「あり得ないわ！　ＳＳ級冒険者か上位の隊長じゃなければ不可能よ！　カルロス皇子のところにいるのは第七隊長。弱いとは言わないけれど、不可能だわ」

「正面から戦ってないのかもしれない。寝込みを襲ったとか、ＡＡＡ級モンスター同士が争っているところを討伐したとか。いろいろと考えられる」

「そんな偶然ありえる!?」

　まぁありえないと思うのが普通だ。それが起こった。

　なるほど。我慢できずに尻尾を出したか。もっと大きなことのために潜伏しているのかと思ったが、カルロスなら納得だ。単純に馬鹿だから誰かに利用されているんだな。

　第五皇子カルロスは二十三歳。これといった特徴のない男だ。優秀と評されたことも、無能と評されたこともない。しかし夢見がちで喋しやべっていると英雄願望がチラホラと窺うかがえた。

　その英雄願望を刺激できたならばコントロールするのは難しくはないだろう。

「偶然じゃないとするならどうする？　不正をしたと言うか？」

「それは……」

「ここで言っても無駄だ。とにかく三日目の夜までが期限だ。やれることをやるぞ」

　そうは言いつつ、俺はモンスターを探すことはほぼ諦めていた。

　申し訳ないがエルナが近づいて逃げないモンスターはいない。俺たちが巻き返すのは不可能だ。

　しかし、カルロスが一位になった時点でもはやそんなことはどうでもいい。

　爺じいさんは祭りで優勝することが目的ではないと言っていた。謀略戦を制して帝位についた爺さんの言うことだ。十分に信じられる。

　そしてクリスタが見た悪夢。

　キールの街がモンスターに包囲されるという悪夢を信じるならば、導き出される展開はかなり最悪だ。

　キールには当然、守備隊もいるわけだが皇帝を守る近衛騎士隊は皇帝の子供たちと共に東部に散っている。過去に例がないほど皇帝は無防備だ。

　キールに近いのは俺とレオ、そしてカルロスくらいだ。あとはどんどんキールから離れている。絶妙に距離を保ってるあたり、モンスターに攻められる皇帝を助けるとか考えてそうだな。カルロスは。

　馬鹿が。そう上手うまくいくわけがないだろうに。

「頼むから賢くあってくれよ……」

　小さく呟つぶやき、俺は兄が賢いことを天に願った。
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　地面が揺れていた。

　そのことに真っ先に気づいたのはエルナだった。

「噓うそ……これって」

「エルナ！　なにが起きてる!?」

　暴れる馬から降りて俺はエルナに問いかける。

　間違いなく何かが起きていることは確かだが、俺がいる場所からでは何も把握できない。さすがにエルナの前で魔法を使うわけにもいかないしな。

　ここはエルナ頼みだ。

　エルナは馬から降りて、地面に耳をつけている。

　そしてゆっくりと起き上がる。

「……モンスターの大群が走ってるわ……〝津波〟が起きたんだわ」

「〝津波〟……？」

「モンスターの多い地域じゃときたまある現象で、モンスターの移動が重なって大移動となるの……私たちが東部のモンスターを追い詰めたから東部のモンスターたちが一斉に逃げ出したに違いないわ……！」

　なるほど。そういう解釈をしたか。

　それが一番合理的だし、説明もつく。

　モンスターを操る笛を持ちだすよりも楽だな。おそらくカルロスもそれで乗り切るつもりだろうな。

　しかし、冒険者としての意見を言わせてもらえば、モンスターが一斉に同じ方向に逃げ出すのはおかしい。〝津波〟が起こるのは火山の噴火とか大嵐とか天災が絡まってくる。この場でそれに匹敵するのはエルナくらいだ。エルナから逃げるならわかるが、足音はかなり近い。エルナを無視しているあたり不自然すぎる。

「どこに向かってる？」

「このままじゃ……キールに接触すると思うわ……」

「キールの守備隊で持つか？」

「無理だと思うわ……近衛騎士団長は明日の結果発表に向けて帝都から奥方様たちを護衛しているでしょうし、皇帝陛下の傍そばには最低限の近衛騎士しかいないの……どう考えても止められないわ……」

　皇帝は逃げればいい。

　それくらいの戦力は確保しているだろう。しかし、それでは意味がない。

　この祭りは東部の不満を和らげるために開催されたのに、津波を起こしたあげく皇帝が逃げれば東部の不満はより増すだろう。

　最悪、反乱だ。そこまで想定しているならばカルロスを利用した奴やつは悪質だ。

　戦となれば戦功を立てられる。エリクにしろゴードンにしろ、民の被害を無視した策だ。

　帝位争いを制したあと、こいつらは皇帝となる。ならば民を守る義務があるだろうに……。

「やっぱり皇帝にしちゃいけない類の奴らか……」

「アル？」

「……エルナ。キールを助けろと言えば救えるか？」

「……もちろんよ。皇帝陛下と民を守るのが私たち騎士の役目だもの」

「モンスターの量もわからない。死にに行くようなものかもしれないぞ？」

「死を恐れたりしないわ」

「……皆もか？」

「もちろんです！　この命にかけて守ってみせます！」

「必ずやキールを救ってみせます！」

　エルナの部下たちは口々に勇ましい言葉を口にした。

　死を恐れないとか、命をかけるとか。俺の嫌いな言葉ばかりだ。

　そんな自己満足の言葉なんて聞きたくなんてない。

「……一つ誓え。エルナ。その剣にだ」

「え……？　なにを誓うの？」

「生きると誓え。皆もだ。絶対に死なないと剣に誓え。誓えないならば誰も向かわせない」

「アル……」

　エルナは驚いたように俺の名を口にしたあと、膝をついて剣を地面に突き立てたあとに額を柄つかに当てる。それに部下たちも続いた。そして。

「近衛騎士エルナ・フォン・アムスベルグが剣に誓います。決して死なないと」

　誰もが死なない誓いを立てた。

　これで問題はないだろう。

「さぁ行きましょう！　アル！　モンスターが多いってことは私たちにも逆転が……」

「いや……俺は足手まといだ。お前たちだけで行け」

　そう言って俺はつけていた腕輪を無理やり外す。外してはならない決まりの腕輪を、だ。この時点でルール違反ということで俺は失格扱いだ。

「あ、アル……？」

「いやぁ弄いじってたら外しちゃった。これは仕方ないな。不注意不注意。仕方ないし俺は近くの街で酒でも飲んでるとしよう」
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「どうして……まだ挽ばん回かいのチャンスがあったのよ!?　どうして!?」

「俺はもう失格してる。気にせず行け。お前たちが行ったから失格したわけじゃない。俺が俺の意思で失格したんだ。気にするな」

　ここで俺が残ると言っただけでエルナたちだけを向かわせたとしても迷いが生まれる。その迷いを断ち切るために俺はさっさと迷いの種を処分した。

　皇帝と民の危機の前で祭りの順位なんて二の次だ。

「アル……あなたは……」

「父上にもしっかりそう言えよ。俺が腕輪を壊したってな」

　皇帝が一心同体という言葉を使った以上、騎士が皇子を失格させるなんてことがあってはならない。たとえ皇子の命令でもだ。

　こうして俺が腕輪を外したならば俺の責任だ。

　エルナや騎士たちを責める材料にはなりはしない。まぁキールを救えればそこらへんは問題にはならなくなるが、救えないときのことも考えなくちゃだからな。救えなければ責任の擦なすり付け合いが始まる。付け入る隙は与えてはならない。

　そこらへんを察したのか、エルナは泣きだしそうな表情を浮かべた。

　ほかの騎士たちも俯うつむいている。

　そんな俺の騎士たちに俺は告げた。

「騎士たちに命を告げる」

「……」

「キールにいる皇帝陛下と民たちを助けろ。キールの街は最悪失っても構わない。人命優先だ」

「殿下の御ご命めい令れい……拝命、しました」

「あと、クリスタとフィーネもあそこにいる。怖がってるだろうから何とかしてやってくれ」

「は、い……部下を何名か残します」

　悔しさとやるせなさと悲しみが混ざり合った表情でエルナは答える。

　それはほかの騎士たちも一緒だ。

　そんな中で俺の後ろに音もなくセバスが現れた。

「殿下の護衛は私が致します。どうか皆さんはお気になさらず」

「セバス……どうして……」

「さすがに心配でしたので、主に生活面が。ですので私にお任せください。エルナ様」

　護衛は不要と言われたエルナは微かすかにショックを受けているようだった。守ることも許されないと受け取ったのかもしれない。そういうわけではないんだが、誤解を解いている時間もない。

　しかし、さすがは騎士だ。全員が切り替えて馬の用意に移っている。

　そして出発するとき。俺は最後の言葉を彼らに送った。

「〝俺の〟騎士たち。任せたぞ。お前たちにしか任せられない」

　その言葉を聞いた瞬間に、エルナの目に微かに涙が浮かんだ。

　だが、それを振り払うようにエルナは剣を抜いて答えた。

「近この衛え騎士、エルナ・フォン・アムスベルグが殿下の願いを叶かなえてみせましょう！　この剣と名にかけてすべての敵を殲せん滅めつして、キールを救ってみせます！」

「ああ、任せた」

　そう言うとエルナたちは驚くほどの速さで駆け出していく。

　一緒に馬に乗っているとき速いと感じたが、あれでもだいぶ手加減してくれていたらしい。

　彼らの姿が見えなくなった頃。

　俺は唯一無二の執事に声をかけた。

「セバス」

「はっ」

「用意しろ。ここからは暗躍の時間だ」

「かしこまりました」

　いつもの黒いローブと銀の仮面をつけた俺はシルバーとなってその場を転移魔法で後にしたのだった。
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「皇帝陛下！　お逃げください！」

「ワシは逃げん。防衛準備をせよ」

　津波接近の報を受けた皇帝ヨハネスはその場に留とどまることを選択した。

　民を思ってのこと──では当然ない。そのような個人的な感情は皇帝になった時点で封印している。ここで逃げれば帝国東部で暴動、もしくは反乱がおきると判断したからだ。

　そのため、ヨハネスは数少ない近衛騎士をキールの城壁に配置し、守備隊の指揮官に任じた。そして自ら鎧よろいを纏まとい、剣を取って前線に出た。

「皆の者！　これ以上、東部の民を苦しめてはならん！　命に代えても死守するのだぁぁ!!」

　皇帝自らが前に出たことで守備隊の士気は飛躍的に上がった。

　しかし、続々と襲い掛かってくるモンスターを相手にするにはそれだけでは足りなかった。

　モンスターの群れはキールの東から絶え間なくやってきており、城壁の外は瞬く間にモンスターで一杯になった。興奮し、理性を失ったモンスターたちはキールの街に突撃し、それを守備隊が迎撃していく。

　ヨハネス自身も剣で何体ものモンスターを斬ったが、多勢に無勢だった。

　守備隊の数は三千。しかし、モンスターの数はその三倍近くはいた。

　防ぎきれずに倒れていく兵士たちを見て、ヨハネスは舌打ちをする。明らかに劣勢。逃げるべきではあるが、逃げれば敵がモンスターだけではなくなる。

　どうするべきかヨハネスが悩んでいるとき。

　空から笑い声が聞こえてきた。

「あははははっ!!　見て見て！　兄ちゃん！　皇帝が渋い顔してるよー！」

「ああ、弟よ。滑稽だな」

　突然の中傷にヨハネスは空を睨にらむ。

　そこには二人組の男がいた。

　一人は銀色の髪を持つ少年だった。背は低く、無邪気に笑う様子は子供そのものだった。

　もう一人は長い金髪の男。整った造形を持つその男は薄く笑いつつ、皇帝を真っすぐ見下ろしていた。

　二人に共通しているのは病的なまでに肌が白く、美しいということだった。

「何者だ？」

「僕はサム」

「私はディーン」

　二人の名前に皇帝は聞き覚えがあった。

　そして二人の口に特徴的な犬歯を見た皇帝は鼻で笑った。

　それは大陸にいくつかいる亜人の一つ。吸血鬼ヴアンパイアの一族の特徴に酷似していた。

　長命にして強大な力を持つ吸血鬼は大陸の一部を公然と支配しており、数少ない一族だけで一国を形成している。

　かつてはモンスターに分類され、人間と戦争を繰り広げていた種族だ。しかし今は互いに不干渉を貫いており、姿を現すことは稀まれになった。

　そんな中で人間に広く名が広まっている二人組がいた。

「まだ先代の頃の話だが……非道の限りを尽くし、吸血鬼ヴアンパイアの一族を追われ、冒険者ギルドに賞金首とされた二人組の吸血鬼がいたな。たしか名前が貴様らと同じサムとディーン。二人一組でＳ級モンスターとされた吸血鬼。貴様らがそうか？」

「そうだよ。それが僕たちさ！」

「冒険者ギルドは我々を下等なモンスターと同列に扱った。許されざる侮辱だ。私たちはこの侮辱を忘れてはいない。無論、それを後押しした者たちへの恨みもな」

「ほう？　随分と気の遠い復ふく讐しゆうだな。先代はすでにこの世にはいない。代わりにワシに復讐するつもりか？」

「もちろんだよ！　人間は脆もろくて死にやすすぎなんだよ！」

「個人への復讐は諦めた。貴様らと私たちとでは生きる時が違うのでな。ゆえに子孫とその所有物に復讐させてもらう」

　帝国全体を復讐対象とするという言葉にヨハネスは舌打ちする。普段ならば言い返すところだが、現状を鑑みるに津波を発生させたのは二人であることはほぼ間違いなかった。

　その津波への対処だけで精一杯なのに、さらに二人でＳ級モンスターと同格と認定された吸血鬼が現れてはさしものヨハネスにも打つ手がなかった。

　自慢の近衛騎士さえいれば。

　そうヨハネスは思うが、その自慢の近衛騎士たちは子供たちに渡してしまっている。

　キールからも離れており、即座に反応しても戻ってこられるのは僅かだ。

「さてと、皇帝とかいって偉そうにしてられるのも今の内だよ。その血を吸いつくしてミイラにしたあと、帝都に投げ込んであげるよ！」

「ふん！　やれるものならやってみるがいい！　ワシを殺したところで帝国は死なぬ！　我が帝国の精鋭が必ず貴様らを殺すだろう！　それを恐れぬというならかかってこい！」

「その意気だけは認めてやろう。だが吠ほえたところで劣勢であることには変わりない」

　そう言うとディーンは右手を高く掲げた。

　その右手には魔力が集まり、黒い球体が浮かび上がる。人間が使う魔法とは違う。膨大な魔力を持つ吸血鬼のみが可能な純粋な魔力攻撃だ。

「我らを敵に回したことを後悔しながら死ね!!」

　魔力の塊がヨハネスに向かって投げつけられる。

　酷薄な笑みを浮かべたディーンは勝利を確信するが、その笑みはすぐに冷たいものに変わった。

　ディーンが投げた魔力の玉はヨハネスに当たる前に両断されたからだ。

「──ご無事ですか。皇帝陛下」

「おぉ……エルナ、よく来てくれた。アルノルトのお守りはもういいのか？」

「……お許しください。一心同体という御命令を守れませんでした……」

　沈むエルナの表情を見て、ヨハネスはだいたいの事情を察した。

　アルノルトと共に駆けたのでは絶対にエルナは間に合うわけがないからだ。

　しかし、そんなエルナにヨハネスは笑いかける。

「息子の成長を見るというのは気分がいいものだな。お前のおかげだ、エルナ」

「陛下……私は……」

「アルノルトがお前を送ってくれた。お前はそんなアルノルトの気持ちに応えて間に合ってくれた。ワシは嬉うれしく思うぞ。そのついでと言ってはなんだが、お前の成長も見せてはくれんか？」

　ヨハネスの問いにエルナは大きく頷うなずく。

　そして真っすぐ二人を見据えるとエルナは剣を構えた。

「仰せのままに我が陛下。アムスベルグの剣をお見せしましょう！」

「ふーんだ！　一人くらいなんだよ！　僕知ってるぞー。無能な出で涸がらし皇子についてた騎士だろ、お前！　皇子が無能だから遠くに行ってなかったんだなー。あーやだやだ。無能が兄ちゃんの策に泥を塗るなよなぁ」

「油断するな、サム。アムスベルグ家は勇者の家系。人間の中の規格外だ。あの女だけは人間と思うな」

　そう警告するディーンだが、サムは油断を隠そうともしない。

　しかし、エルナの目を見た瞬間、サムは一瞬で臨戦態勢を整えた。

「っっ!?」

　今まで感じたこともない殺気にサムの体からは冷や汗がドッと溢あふれる。

　サムは魔力で作り出した鎌を構えつつ、少しだけエルナから距離を取る。それは完全に後退だったがサムは気づかなかった。

　一方、サムに強烈な殺気をぶつけたエルナはゆっくりと空に登る。

　優れた魔導師にとって空を飛ぶ魔法は別に難しいことではない。しかし、自由自在に空を飛んで戦える者は少ない。しかしエルナは魔導師ではないが、その領域に達していた。

　戦闘に必要な技能においてアムスベルグ家の神童は何一つ欠けてはいないのだ。

　そしてサムはそのアムスベルグ家の神童の地雷を踏んでしまった。

「あなたは私の一番嫌いな言葉を言ったわ……よくも私の前でその言葉を言ったわね!!　万死に値する。覚悟なさい！」

「っ！　人間が舐なめるな!!」

　一瞬の後、サムが鎌をもってエルナに仕掛ける。

　しかし、エルナはサムの鎌を軽々躱かわしてサムに一撃を見舞う。

　なんとか鎌でその一撃を受け止めたサムだが、予想以上の一撃に怯ひるんだ様子を見せて兄を見る。

「さすがはアムスベルグ家の神童。当代の勇者と言われるだけはある。しかし我ら吸血鬼に歯向かったことを後悔させてやろう！」

　そう言ってディーンもエルナの相手に加わる。

　キールの街の上空で三人は激しくぶつかり合う。

　その下では皇帝が声を張り上げ、守備隊を奮起させていた。エルナの部下である第三騎士隊の騎士たちが加わったことで少し押し戻したが、いまだにモンスターの量が減った様子は見られなかった。

　更なる援軍を待たねばならない状況の中、一人の皇子が姿を現した。

「父上！　カルロスが参りました!!　カルロスが参りましたぞ!!」

　第五皇子カルロス。二十三歳。

　茶色の髪の優男で、穏やかな気性で知られる皇子だ。しかし、夢見がちな性格でもあり、語り継がれる英雄たちのように戦場で華々しく活躍することに憧れている。

　そんなカルロスにとって、皇帝と民の危機に騎士と共に駆け付けるというのは自分の理想とする展開だった。

　多くの者が援軍として来た自分に注目し、歓喜する。そのことに喜びを感じながらカルロスは先頭を走る。

「殿下！　お下がりください！　危険です！」

「大丈夫だ！　今の私は英雄なのだから！」

　それは現状に陶酔しているから来る言葉ではあったが、根拠もあった。

　少し前、カルロスはある者の仲介でサムとディーンと会っていた。そしてサムとディーンが騒動を起こし、それをカルロスが解決する手はずを整えたのだった。見返りはカルロスが皇帝になったあと、冒険者ギルドにサムとディーンの賞金を解除するように訴えること。

　カルロスにはサムとディーンが自分に協力する理由に納得できていた。冒険者ギルドの賞金が解除されることは滅めつ多たにない。しかし帝国皇帝ならばそれが可能となる。冒険者ギルドといえど帝国皇帝の意思は無視できないからだ。

　だからカルロスは信じていた。自分の登場と同時にサムとディーンが撤退することを。

　そして残ったモンスターを掃討し、自分が皇太子としてすべての国民に英雄視される未来を夢想したところで。

　カルロスはサムの放った魔力弾で大きく吹き飛ばされた。

「本当に来るとか馬鹿だなぁ。あの皇子も」

「小物に構うな。目の前に集中しろ！　来るぞ！」

　二人はカルロスを歯牙にもかけない。

　元々対等の取引相手とは見ていないからだ。

　二人はただカルロスを利用しただけ。同じようにカルロスも二人を利用する気でいればああも簡単に突っ込むようなことはしなかっただろうが、カルロスはその甘く世間知らずな性格から二人を信用してしまっていた。

　そのことを後悔する暇もなく、カルロスは全身を強く打って意識を遠のかせていく。

　騎士の一人が何とか吹き飛ばされたカルロスを受け止めていたが、その傷は命に関わるレベルだった。

　しかし、カルロスと共に来た騎士たちはそんなカルロスの姿に奮起、猛然とモンスターに突撃していく。

　無様ではあるが、真っ先にやられたことだけはカルロスの戦果と言えた。

　そしてそのカルロスの騎士たちが稼いだ時間が少しずつ情勢を変えるのだった。
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　俺が転移したのはレオの下だった。

　とはいえ個人を対象とした転移は大おお雑ざつ把ぱなので、ピンポイントで飛ぶことはできない。

　多少ズレたところに飛んだ俺は、空を飛んで砂煙を立てる一団を追った。

　このタイミングですでに走り出してるとはな。さすがはレオといったところか。

　目指す先はキール。騎士たちと共に全力で駆けている。

　そんなレオの進行方向に着地すると、俺はレオが来るのを待った。

　少ししてレオが俺に気づいて馬の脚を止めた。

「……シルバーかい？」

「いかにも。お初にお目にかかる。レオナルト皇子殿下」

「悠長にあいさつをしている暇はないんだ。この状況で来たということは援軍に来たと思っていいのかな？」

「ああ、そのつもりだ。ただ、このまま向かうのはやめたほうがいい」

「どういう意味だい？」

　レオは珍しく怒ったような口調で問う。

　津波が発生した以上、一秒でも早くキールに駆け付けたいと願っているんだろう。だからこそ、俺はここに姿を現した。

　そんな状態でレオを少数の騎士とモンスターの群れに突っ込ませるわけにはいかないからだ。

「大量のモンスターがキールを襲う状況で、いくら近この衛え騎士とはいえこの人数では焼け石に水だ」

「行かなければわからない！　救える命が一つでもあるかもしれないだろ！」

「ご立派だが、気持ちで人が救えるなら苦労はしない。周りの騎士たちはさすがに理解しているな？」

　レオは自分の騎士たちを見渡す。

　深刻そうな表情を浮かべる彼らを見て、レオは微かすかに動揺した様子を見せた。

　そんなレオに俺は畳みかける。

「津波が発生した以上、止めるには軍が必要だ」

「そんな軍がどこにある……？　止められないから指をくわえて見ていろと？　キールには父や妹、守るべき民がいる！　それを見捨てれば僕は僕自身を許すことができない！」

「はぁ……見捨てろと言った覚えはない。ただ戦力を整えてから向かうべきだと言っただけだ」

「……？」

　熱くなるレオだったが、俺の回りくどい言い方にだんだん落ち着いてきたらしい。

　そこらへんでようやく俺は本題を切り出す。

「レオナルト皇子、東部にいる騎士はあなたの周りにいる近衛騎士だけじゃない」

「……周辺にいる領主の騎士たちを使えと？」

「そんな馬鹿げた提案があるか！　領主の騎士たちを用いるなど、いくら皇子といえど完全に越権行為にあたる！　百歩譲ってそこに目を瞑つぶっても、状況を把握できていない騎士たちを動員していれば何日かかるかわからないぞ！」

　近衛騎士隊長が苛いら立だったように告げる。

　非現実的な提案に思えたんだろう。そりゃあそうだ。移動するのだって日にちはかかる。

　騎士たちを集めるなんて非現実だ。しかし、俺ならその非現実を現実にすることができる。

「方法は任せてもらおう。問題は皇子にその意思があるかどうかだ。すべて終わったあと、𠮟責されるかもしれない。その可能性を容認できるか？　家族や民を救いたいという言葉はどれほど本気だ？」

「……救えるならば皇族の地位なんて興味はない。僕の名で騎士を動員することに異論はない。方法を説明してくれ」

「殿下!?」

「緊急事態だ。それに皇帝陛下を守るための行動ならいくらでも抗弁できる。問題ないよ。さぁ、シルバー。方法を教えてくれ」

「……その決意に敬意を表そう、見事だ。方法は簡単だ。俺が転移魔法でキール近くの丘に転移門を開く。その門を通じて演説をしろ。状況のわからない騎士たちを転移門に誘導するんだ」

　それはとんでもない方法だった。

　皇子として証明するようなものを何一つ見せず、声だけで混乱する騎士たちに怪し気な魔法に突っ込めと言うのだ。

　彼らの直属の主人は領主だ。万が一、領主が行くなと言えばそれで終わる。

　完全にレオの演説次第というわけだ。

　もしも大して騎士が集まらなかったら俺は貴重な時間と魔力を浪費することになる。

　ただそれだけの価値はある。祭りはまだ続いている。

　一位のカルロスはおそらく失格となるし、二位の俺も失格だ。同率三位にはゴードンとレオがいる。ここで騎士たちをまとめあげてモンスターを討てばレオがおそらく優勝となるし、まとまった数の騎士の投入はこの混乱した事態を一気に解決できる。

　唯一の心配はキールが持つかということだが、そのためにエルナを向かわせてる。問題ないだろう。エルナでどうにもならない状況ならば、それこそレオを少数で突撃させるわけにはいかないしな。

「どうする？　自信がないか？」

「そうだね……自信はない。けど、やるよ。たぶん兄さんなら試してみろって言うからね」

「出で涸がらし皇子がそんなことを言うとは思えないがな」

「君は知らないのさ。僕の兄さんはいざというときの決断力はずば抜けている。今だって誰よりも早く決断してるはずだよ」

　レオの評価に俺は仮面の奥で目を丸くする。

　まさかそんな評価をしてくれているとはな。

　悪い気はしないな。

「そうか……ではやってみるといい」

　そう言って両手を合わせる。使うのは個人用の転移魔法じゃない。穴を作り出して多数が移動できる魔法だ。

　少しして丘に繫つながる穴が出来上がる。十人くらいはまとまって通れるほどの大きさだ。

　不安定に歪わい曲きよくするその穴はとても飛び込みたいと思うモノじゃない。まずは俺がそこを潜くぐる。

　そして躊ちゆう躇ちよせずレオも続いた。

　一瞬、視界が歪ゆがむがすぐにキールの近くにある丘に立っていた。

「これが転移魔法か……」

「ここからが本番だぞ」

　俺は自分に言い聞かせるように言うと、キールの周辺にある七つの主要な街に同じ穴を作り出す。

　あとはレオの演説次第だ。

「拡声の魔法を使った。始めろ」

「……この声を聞く東部の騎士たちよ。どうか耳を傾けてほしい。僕はレオナルト・レークス・アードラー。帝国の第八皇子だ」

　ゆっくりとレオは語り掛ける。

　失敗は許されないことをわかっているんだろう。早口でまくし立てることもせず、とにかく聞いてもらうことを優先している。

　落ち着いている。これはいけるかもしれないな。

「現在、東部では津波が発生し、キールがその通過点となって危険な状況にある。僕は今、そこに共に向かう騎士を求めている。声が聞こえているならば、どうか近くにできている転移魔法の穴を通って僕の下に来てほしい。領主の判断は仰ぐ必要はない。個人の判断で参戦してほしい。すべての責任は僕が取る」

　終わるかと思われた演説だが、レオはすぅーと息を吸うと腰に差した剣を引き抜く。

　そして今までにないほど大きく覇気に満ちた声で告げた。

「キールの民を守る!!　心ある騎士よ！　勇気ある騎士よ！　我こそはと思う者たちは我が下に集まれ!!　諸君らの決断に期待する！」

　そう締めくくったレオはまるで戦場に向かう父上のようだった。

　それは近くにいた近衛騎士たちも感じていたんだろう。驚いたようにレオを見つめている。

　しかし、レオだけは険しい表情で穴を見つめている。

　すぐには誰もやってこない。

　やはり駄目かと思ったとき。一つの穴から一人の青年が現れた。

　人生初の転移に驚いていた青年だが、レオの姿を見つけると慌てて馬を降りて頭を下げた。

「ヘッセンの騎士！　ハンスと申します！　レオナルト殿下の下に参陣いたしました！」

「よく来てくれた、ハンス。感謝するよ」

「いえ！　お礼を申し上げるのはこちらです！　レオナルト殿下が各地の村を慰問されたと聞いたときから、あなたの下で戦いたいと願っておりました!!　そう思う騎士は私だけではありません！　続々と集まります！　しばしお待ちを！」

　人を自然と惹ひきつけ、集めてしまう者をカリスマという。

　その定義に当てはめれば今のレオはまさにカリスマだった。

　続々と騎士たちが穴を通って集まってくる。

　そしてしまいには。

「ウルムの領主、フォルカーと申します！　五百の騎士を共に殿下の下に参陣いたしました！」

　馬に乗って現れたのは見るからに老人だった。

　もう六十は過ぎているだろう。ガタイはいいが、白髪頭だしその姿は大丈夫なのかという気分にさせられた。

「フォルカー、参陣はありがたいが大丈夫なのかい？」

「私には心があり、勇気があります！　何かご不満でしょうか！」

「……いや、大丈夫ならいい。参陣してくれてありがとう。僕の傍そばで共に突撃してもらう。頼むよ」

　フォルカーの強い目を見て、レオは笑いながらそう告げた。

　一瞬、追い返されるのではと覚悟していたのだろう。フォルカーは驚いたように目を見開いたあと、すぐに大きな声で応じた。

「は、ははっ！　我が武をしかとお見せしましょう！」

「楽しみにしておく」

　こうして続々と集まった東部の騎士たちは三千を超えた。烏う合ごうの衆といえば烏合の衆だが、誰かに言われて参戦したわけではなく、本人たちの意思で参戦したため士気は恐ろしく高い。

　その姿を見て、俺は安心した。

　これなら問題ないだろう。

「シルバー。協力に感謝する」

「俺は冒険者として民のために行動しただけだ。それにお礼はまだ気が早い。礼はキールを救ったあとに改めて聞こう。では、俺は先に行っているぞ」

　そう言って俺はキールに向かって転移した。

　そして転移した上空でとんでもない光景を目にしたのだった。
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「怖い……！」

「大丈夫ですよ。皇女殿下。すぐに騎士さんたちが来てくれますから」

　屋敷の中でそうクリスタを宥なだめたフィーネは、優しく彼女の髪を撫なでる。

　そんなフィーネのところに侍女たちが困ったような顔でやってきた。

「ふぃ、フィーネ様……あの……」

「どうかしましたか？」

「それが……領民の多くが屋敷に入りたいと……」

　皇帝の命により領民たちは家や宿屋から出ることを禁じられている。

　しかし、近くで戦闘が起きて不安から安全と思われる屋敷に入りたいと思ったのだろう。

　そのことを責めるようなことをフィーネはしなかった。

「領主様の奥様は？」

「判断しかねるのでクリスタ皇女とフィーネ様にお任せすると……」

「そうですか……殿下。どうされたいですか……」

「……わからない……でも、怖い……」

　不安からフィーネの服をギュッとクリスタは握る。

　その小さな手を握り返し、フィーネは諭すように言葉を返した。

　領主は皇帝と共に戦っている。その奥方が決定をゆだねた以上、ここではクリスタの意見が優先されるからだ。

「なるほど……。では同じ思いをする人たちを見捨てますか？」

「それは……駄目……」

「なぜです？」

「……兄様が怒る」

「ええ、そうですね。では老人、子供、病人を優先して屋敷に入れます。うるさくなりますが構いませんか？」

「大丈夫……」

「少し外します。それも構いませんか？　皆、不安なのです。安心させなければ」

「……うん……」

　顔に嫌だと書いてあったが、フィーネは笑いながらクリスタを椅子に座らせて、その場を侍女に任せた。

　そして屋敷の入り口へと向かう。

　そこでは警備に残った僅かな兵が剣を抜いて民に向けていた。

「早く家に戻れ！　陛下の命令が聞けないのか!?」

「頼むよ！　入れてくれよ！」

「このっ！」

「やめなさいっ！」

　今にも一触即発の状態の中、フィーネはぴしゃりと兵士たちを一喝した。

　フィーネ自身、立場は公爵の娘だが蒼鷗姫ブラウ・メーヴエとしての知名度があり、皇帝自らが皇族と同等の待遇を与えていた。

　この場においては皇族クラスの発言力があったのだ。それ故に兵士たちはすぐに剣を置いてフィーネに跪ひざまずいた。

「ふぃ、フィーネ様……」

「剣を抜く相手は民ではありません。そうでしょう？」

「はい、おっしゃるとおりです。軽率でした……」

　兵士の言葉に満足したフィーネは門の前に群がる民を見た。

　その数は百や二百ではくだらない。

　平民もいれば旅行に来た貴族、商人の姿も見える。誰もが不安を顔に浮かべていた。

「私はフィーネ・フォン・クライネルト。蒼鷗姫ブラウ・メーヴエと言ったほうが皆さんにはわかりやすいかもしれませんね」

　そう言ってフィーネは蒼あおい鷗かもめの髪飾りを指さす。

　それは皇帝が贈った絶世の美女の証あかし。

　皇帝が娘のように寵ちよう愛あいする公爵の娘だと理解した民は、一斉に跪いた。

　しかし、そんな中、民をかき分けて前に出てくる青年たちがいた。

「おお！　フィーネ嬢！　私です！　ギードです！」

　フィーネにとってそれは最も聞きたくない声だった。

　アルノルトを殴るという、フィーネにとって看過できぬ行いをしたアルノルトの幼おさな馴な染じみ。ギード・フォン・ホルツヴァートとその取り巻きがフィーネを見つけて、笑顔を見せていた。

　民をかき分け、自分たちが入れると疑わない身勝手さ。戦いにいくわけでもなく、ただ安全な場所で偉そうにする姿。

　それを見て、自分の中に流れる貴族の血が穢けがされたような気がフィーネはした。

　父を見てそんな思いになったことはない。ぐうたらな兄ですら、危機に際して自分だけ助かろうなどと行動したりはしない。それをしては貴族の意味がないからだ。

　貴ばれるのはそれに値する行為をするからだ。

　だからフィーネはギードを無視した。

「屋敷には子供と老人、そして病人を優先して受け入れます。健康な方はできるだけ大きな建物で一緒になって、入り口を固めてください。津波はモンスターの大移動。人間の命が目的ではありません。万が一、このキールにモンスターが侵入したとしても時間を稼げばなんとかなります。ご了承いただけるなら門を開きます」

「ふぃ、フィーネ嬢？　私です！　ギードです！　お忘れですか？」

「よく覚えていますよ。ホルツヴァート公爵家のギード様」

「ああ、よかった。では入れてもらえますか？」

　当然だと言わんばかりの態度にフィーネもさすがにカチンと来た。

　アルノルトのことを思えば、ここでギードを迎え入れたほうがいいだろう。対立することに意味はない。

　だが、フィーネはそれをしなかった。それはアルノルトの意にそぐわないと思ったからだ。

　だから。

「恥を知りなさい!!　皇帝陛下と共に戦うでもなく、自分だけが安全な場所にいようとする姿を自分で見つめ直してみなさい！　由緒正しきホルツヴァート公爵家を作った先人たちに申し訳ないと思わないのですか!?」

「なっ……!?　このっ！　僕を誰だとっ！」

「誰だろうと関係ありません。屋敷が受け入れるのは子供と老人と病人です。それ以外の方は別の場所へ。これはクリスタ皇女殿下の決定です。これ以上、無駄な時間を費やすというなら後日、皇帝陛下に非道を訴え出ればよろしいでしょう。ただ、そのときに罰せられるのはどちらであるべきか、私は火を見るよりも明らかだと思いますが！」

「くっ……！　いい気になるなよ！　レオナルトが後ろにいるからって！　覚えていろよ！　絶対に許さないぞ！」

　そう言ってギードは取り巻きと共にその場を後にする。

　立ち去るギードたちを見送ったフィーネは深く息を吐いたあと、柔らかな笑みを浮かべて門を開けることを命じた。

　そんなフィーネの姿を見た民たちは、誰に言われるでもなく声を掛け合い、子供と老人と病人だけを屋敷内に入れて、ほかの者たちは別の場所へ去っていった。

　優先的に民を受け入れたあと、フィーネは屋敷の中にいる使用人に命じて屋敷の入り口を家具で固めさせた。

「できるだけ厳重に封鎖してください！　モンスターが来たときは皆で押さえましょう！　諦めて進路を変えさせることができればそれで構いません！」

「はい！　フィーネ様！」

「フィーネ様！　クリスタ皇女殿下がお呼びです！」

「すぐに行きます。皆さん、怖がらなくて平気ですよ。必ず騎士の方たちが来ますからね」

　屋敷の中に入った民たちにそう声をかけたフィーネはできるだけ明るく振舞う。

　せめて自分だけは笑顔でいなければと思っていたからだ。実際、それくらいしかできることがなかった。

　フィーネも公爵家の娘として魔法の心得はあったが、回復魔法は得意でも戦闘で使うような魔法はからっきしだった。

　エルナのように華麗に戦うことはできない。

　そのことを心苦しく感じてはいた。役に立ちたいと願って、領地を離れたというのにアルノルトの役に立ったことが一度もないからだ。

　そんなフィーネにとって、クリスタの傍そばにいることは初めてアルノルトに任された仕事である。だからこそ、なにがあっても離れないと思っていたのだが。

「笛を取らないと!!　モンスターがいっぱい来ちゃう!!」

　そう泣き叫ぶクリスタを見て、フィーネはあることを思い出した。

　扉の向こうで聞いてしまったアルノルトとクリスタの会話。

　キールの街がモンスターに囲まれるとクリスタは言った。実際、そのとおりとなった。

　アルノルトもその言葉を真剣に聞いていた以上、何かしら根拠のあることなのだとフィーネは判断した。だからフィーネはクリスタをしっかりと抱きしめた。

「皇女殿下。大丈夫です。笛をお探しならフィーネが取ってまいります。教えていただけますか？」

「だめ……死んじゃう……」

「大丈夫です。私は運のいい女ですから。それに危なくなったらアル様が助けてくださいます」

「……ほんと？」

「ええ、本当です。ですから教えてください。笛はどこにありますか？」

「……時計塔に落ちてくるのが見えた……あれが原因……」

「かしこまりました。では私が取ってまいりますね」

　そう言ってフィーネは侍女たちが止めるのも聞かず、街の中央にある最も高い建物である時計塔に向かったのだった。
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　キールの街にある時計塔はほかの街の時計塔とはスケールが違う。

　数十メートルもあるその時計塔はキールの街の観光名所であり、貴重な観光資源だった。

　そんな時計塔をフィーネは息を切らしながら登っていく。

　一方、上空ではエルナがサムとディーンと互角の戦いを繰り広げていた。

「ちっ！　鬱陶しい！」

　ディーンは正攻法でエルナを撃退することを断念した。二人がかりならば倒せないことはないが、時間がかかりすぎる。

　ここは搦からめ手てを使うことを決意したのだ。

　ディーンが取り出したのはモンスターを操る魔笛〝ハーメルン〟。これでモンスターを増やせば、騎士であるエルナは皇帝の護衛に回らなければいけなくなる。

　そうなればディーンたちは高みの見物をしていればいい。

　さらなるモンスターをキールに招こうと、ディーンはハーメルンに口をつけるがエルナは直感的にそれはまずいと感じてディーンに向かって攻撃した。

「させない！」

「くっ!?」

　咄とつ嗟さに回避したディーンだったが、ハーメルンはディーンの手から落ちてキールの街へ落下していく。

　それを見てディーンは慌てて後を追った。

「まずい！」

「待ちなさい！」

　笛はディーンのモノではない。ディーンたちの協力者がディーンに渡したものだ。それを使って、ディーンたちはカルロスを巻き込んで今回の策謀を考えた。

　しかし、ディーンたちの協力者からは必ず処分しろと言われていた。それが協力者との約束だった。

　協力者の助けがなければ万が一、ここで生き残っても逃げのびることは難しい。笛を確実に処分することは、ディーンたちの命を助けることに繫つながるのだ。

　だからディーンは必死に後を追った。そんなディーンの姿を見て、エルナもただならぬモノを感じて、その笛の後を追う。

　両者は空中で何度も激突し、その間に笛はどんどん落下していく。

　そして時計塔に差し掛かったとき、そこから伸びた白い手が笛を受け止めた。

「っっ!?」

　勢いあまって落下しかけたフィーネは、なんとか体を時計塔に残すことに成功する。

　そして笛をキャッチしたことにホッと息を吐くが、すぐにエルナの鋭い声が飛んできた。

「逃げなさい！　フィーネ!!」

　ハッと顔をあげたとき、ディーンが放った魔力の塊が時計塔の上部に直撃する。

　それによってフィーネは足場を失って、そのまま落下していく。

　しかし、フィーネはそのことを無視した。

　初めから危険は覚悟の上だった。だからこそ、フィーネはこちらに向かってくるエルナに向かって笛を投げた。そしてその笛をエルナが驚いたようにキャッチするのを見て笑う。

「ああ……お役に立てた」

「小娘が!!」

　怒りのあまり、ディーンは落下するフィーネに魔力の塊を投げつけた。

　迫る魔力の塊を空中で避よける術すべをフィーネは持ち合わせていない。

「フィーネぇぇぇぇ!?」

　エルナの叫びが木霊する。

　アルノルトのことをエルナに託しながら、フィーネはそっと目を閉じた。

　目を閉じる瞬間。空の奥で何かが光ったような気がしたが、それを気にする余裕はフィーネにはなかった。

　覚悟を決めて目を閉じたフィーネだったが、想像していた痛みや衝撃はやってこなかった。

　むしろ感じたのは温かさだった。

　恐る恐る目を開けると、フィーネは銀の仮面の冒険者に抱かれていた。

　フィーネは驚きで言葉を失う。助けに来てくれるとクリスタに言ったのは、クリスタを安心させるためだった。まさか本当に助けに来てくれるとは思いもよらなかった。

　そんな中、フィーネ同様に驚く者がいた。

　ディーンだ。

「貴様ぁ……私の魔力弾を打ち消すとは何者だ……？　名を名乗れ!!」

「……冒険者ギルド帝都支部所属、ＳＳ級冒険者のシルバー……貴様らを討伐しに来た」

　特徴的な銀の仮面に黒いローブ。

　帝国史上最強と謳うたわれる冒険者がその場に姿を現したのだった。
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　上空に転移した俺が見たのは、エルナが吸血鬼と思われる二人組と交戦している光景だった。

　ぶっちゃけ、それくらいじゃ驚かない。

　俺が驚いたのはその戦闘の近くにフィーネがいたことだ。

　時計塔に登ったフィーネは上をずっと窺うかがっている。

　そして、エルナが吸血鬼の一人から笛をはじき出したのを見ると精一杯手を伸ばしてキャッチした。

　それを見たとき、俺はもう動いていた。

　最大速度で降下する。掛けられるだけの魔法を掛けて流星のごとくフィーネの場所を目指した。

　笛を奪われた吸血鬼が時計塔を破壊し、フィーネが外に投げ出される。

　そのとき、フィーネは手を伸ばすのではなくエルナに向かって笛を投げた。

　落ちていくフィーネの顔は満足げだった。それがどうしようもなく嫌で、さらに加速する。

「小娘が!!」

　吸血鬼が魔力弾を放つ。

　それがフィーネに当たる瞬間。

　俺はその魔力弾を弾はじき飛とばしてフィーネを空中で抱きしめた。

　たしかな温ぬくもりにホッとする。間に合った。助けられた。

　ここ最近じゃ一番焦ったかもしれない。

　そして……ここまでイラっときたのも久々だった。

「貴様ぁ……私の魔力弾を打ち消すとは何者だ……？　名を名乗れ!!」

「……冒険者ギルド帝都支部所属、ＳＳ級冒険者のシルバー……貴様らを討伐しに来た」

　怒りを込めながら静かに告げる。

　それは宣誓だ。絶対に逃がさないという。

「シル、バー様……？」

「……無む茶ちやをするな」

「申し訳ありません……また軽率なことを……」

「……話はあとで聞く。だが……よくやった。あとは俺に任せておけ」

　そっとフィーネの頭を撫なでるとフィーネは微かすかに頰ほおを染める。

　照れるフィーネを地面に降ろすと、俺は空にいる吸血鬼を見る。

　吸血鬼の中でこれほど大規模な犯罪を計画しそうなのは二人しかいない。

　吸血鬼でありながら冒険者ギルドに賞金首とされた吸血鬼の異端。Ｓ級賞金首、サムとディーンの兄弟だ。

「シルバー様！　御武運を……」

「ああ、任せておけ」

　答えたあと俺はスッと空に上がる。

　警戒を強めたサムとディーンは二人そろって俺を見ている。

　そりゃあそうか。ＳＳ級冒険者の条件はＳ級モンスターを倒すことだ。つまり俺は過去にサムとディーンと同等以上の相手を倒しているということだ。

「まさかＳＳ級冒険者が出てくるとはな……驚いたぞ」

「くっそー！　あとからあとから面倒なんだよ！　お前ら！　兄ちゃんの計画を邪魔するなよ!!」

　わーっと喚わめく小さいほうが弟のサムか。

　つまり、より強力な吸血鬼は兄のほうか。

「驚いたのは俺も同じだ。お前たちは賞金首となってからは大人しかったはずだ。動けばＳＳ級冒険者が出張ってくるからな。怯おびえて暮らしてたんじゃないのか？」

「馬鹿にするな！　我々は機を窺っていただけだ！」

「だが、その機はもう逸したな。守備隊と騎士の奮闘でモンスターは食い止められ、俺が来た。お前らの計画は終わりだ」

「ふん！　勝った気でいるのか？　笛は奪われたが、どうした？　モンスターはまだまだいるし、貴様と勇者を倒せば我らの勝ちだ!!」

　なんだ、こいつら。

　俺とエルナを同時に相手にする気なのか。

　驚いて俺はエルナの方を見るが、エルナも面白くなさそうな顔をしていた。

「舐なめられたものね。二人でようやく互角だったでしょうに」

「舐めてるのはそっちだ！　僕らはまだ本気じゃない！」

「だったら見せてみなさい！　アムスベルグの名において殲せん滅めつしてあげるわ！」

「いや、エルナ・フォン・アムスベルグ。意気込んでいるところ悪いが、こいつらは俺がやる」

　カッコよく剣を突きつけたエルナに向けて俺はそう言い放った。

　すると、エルナが俺に視線を向けた。

　眉間に皺しわをよせて、信じられないといった表情でガンをつけてきている。もう女の子がする顔ではないな。

「シルバー？　私の耳が悪いのかしら？　今、私の獲物を横取りするって聞こえたのだけど？」

「そんな言い方をした覚えはない。本当に耳が悪いらしいな。騎士なら皇帝を守れ。こいつらの相手は俺がしてやる」

「このっ！　内容は一緒でしょうが！　あなたこそ下がってなさい！　最初にこいつらの相手をしていたのは私よ！」

「皇帝の周りが無防備のようだが？」

「その皇帝陛下が私に命じたのよ！　断じて譲らないわ！　なにより！　こいつらは私が一番嫌いな言葉を言ったのよ！　絶対に斬ると決めたの……。下がってなさい。あなたも斬るわよ？」

　怖っ。

　激おこじゃないか。何を言ったんだよ。まったく。

　レオのフォローに回ってもらおうと思ったんだがなぁ。

「はっ！　余裕だな。勇者とＳＳ級冒険者が揃そろった途端、いい気なものだ。状況はよくて互角というのをわかってるのか？」

「互角？　完全にそっちが劣勢だと思うが？」

「シルバー。下の状況がわからないのか？　皇帝が今にもやられそうだぞ？　そこの勇者は私たちと戦いたくて仕方ないようだ。貴様が援護に行ったらどうだ？　帝国に所属する冒険者ならば皇帝は大事だろ？」

　下は確かに劣勢だ。

　俺たちのどちらかが下を援護しに向かったほうがいいだろう。今のままならば。

　だが、こいつは大きな勘違いをしている。

「俺が所属するのは帝国じゃない。ギルドだ。冒険者は大陸全土の民を守るのが仕事だが、国家を守る義務はない。国から金を貰もらってるわけじゃないんでな。正直、皇帝が死のうが俺には関係ない」

「なにぃ？」

「死んでほしくないなら俺以外の奴やつが守ればいい。俺が守るのはこの街の民であって、特権階級じゃない。俺が守るのはこの国の民であって、この国じゃない。この国には税を取り、立場を約束された者たちがいるはずだ。帝国を守るのはそういった帝国の皇族や騎士の仕事だ。今、仕事しないならばそいつらに存在価値などない。だから俺は奴らの仕事を取ったりはしない」

「仕事を取らない？」

　俺の言い回しにディーンは疑問を抱いたようだ。

　そしてその疑問の答えはすぐにやってきた。

　キールの街の南。

　モンスターの大群の横から大地を蹴る音が聞こえてきた。まるで雷鳴のようなその音はどんどん大きくなり、そして一人の皇族が現れたところで止まった。

「あれは……!?」

「騎士たちよ！　第八皇子レオナルト・レークス・アードラーが命じる！　キールの街を守る!!　続け!!」

　そう言ってレオは数千の騎士を先頭にたって率いて突撃を敢行した。

　突如として現れた騎士団にモンスターたちは対応できていなかった。

　阻止しようとサムとディーンが動くが、エルナと俺がそれぞれの前に立ちふさがった。

「シルバー、じゃあこうしましょう。そっちはあげるわ。こっちは貰うわよ？」

「それは良い提案だ。受け入れよう」

　互いに目標を定めた俺たちは一気に臨戦態勢に移る。

　下ではレオ率いる騎士団がまるで濁流のようにモンスターたちをなぎ倒している。興奮状態のモンスターは前しか見えない。横から突撃されれば為なす術すべがない。

　まぁそのうち脅威と見なされ、モンスターからの反撃があるだろうがしばらくは平気だろう。

　その間にこいつを片付けるとしようか。

　こうしてキール防衛戦は最終局面を迎えた。
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「くっ！　人間風情が!!」

　ディーンが移動しながら無数の魔力弾を放ってくるが、それを俺は追いながら迎撃する。

　空にまるで花火のように鮮やかな光が煌きらめく。

　その光景にディーンは苛いら立だちを募らせているようだった。

　実際、エルナと戦っているときこいつらは本気じゃなかったようだ。明らかに今は力を増している。おそらく逃走のことも考えていたんだろうが、どうにもならなくなったから本気を出したんだろう。

　吸血鬼の特徴である犬歯を鋭く見せつけながら、ディーンは俺に接近してくる。

　魔力による攻撃じゃ埒らちが明かないと判断したみたいだ。さすがに戦い慣れている。

「ちっ！」

　舌打ちしながら俺は魔法で迎撃するが、ディーンはそれを華麗に躱かわす。

　仕方なく距離を取ろうとするが、それをする前に俺は懐に入られ、ディーンに腹を殴られた。

「ぐっ！」

「はっ！　どうした!?　ＳＳ級冒険者！」

「うるさいぞ！」

　反撃に放った魔法は避よけられ、ディーンは俺の背後に回った。

　まずいと思って体の保護に魔力を回す。

　ディーンは両手を組んで思いっきり俺にそれを振り下ろす。

　ハンマーで殴られたような衝撃を感じながら、俺は街の大通りに叩たたき落おとされた。

「痛っ！　やりたい放題やりやがって……」

「どうした？　本気を出した私には手も足も出ないようだが？」

「なにやってるのよ!?　相手はそんなに強くないでしょ！　手を抜いてるの？　手を抜いてるのね！　そういうスタンスがカッコイイと思ってるの？　それカッコ悪いわよ!!」

　相手からは煽あおられ、なぜか味方から罵られる。

　まったく冒険者も楽じゃない。

　しかし、これくらいは甘んじて受け入れよう。

　大切な弟とその弟のために巻き込んだ騎士たち。シルバーとしてすぐに駆け付けられたのに駆け付けず、帝位争いを有利に運ぶために無理を強いた守備隊の兵士たち。

　そしてこの街にいる民たち。

　そのすべてのためならばこの程度、痛くもかゆくもない。

　だが、そろそろイライラも限界だな。

「ふん！　貴様らみたいなのを恐れて隠れていたのが馬鹿らしいぞ！　やはり所詮は人間か！」

「やっぱり隠れてたのか。吸血鬼も底が知れたな」

　そう言って俺はむくりと何事もなく起き上がった。

　俺の体に傷はない。もちろんダメージも。

　そのことにディーンは驚くが、すぐに周囲の様子が変だと気づいたらしい。

「ぐわぁぁぁ!!　腕が!!　あ、あれ？」

「痛い！　痛い……？　治ってる？」

　キールの城壁で戦う守備兵はもちろん、モンスターの大群に突撃したレオ率いる騎士団も。

　この場に俺が現れてから誰も死んではいない。

　傷ついても即座に回復するからだ。

「貴様……!?　まさか治癒結界を張りながら戦っていたのか!?」

「半分正解だな」

　俺が張っていたのは治癒結界だけじゃない。

　到着した時点で治癒結界を張り、それを維持しつつ戦いながら別の魔法も準備していた。

　その準備も整った。

「俺は二つの結界を張りながら戦ってた。まぁ一つは今、完成したんだがな」

　そう言った瞬間。

　キールの街全体に巨大な魔法陣が浮かび上がる。そしてそこから大量の鎖が出現してディーンとサムを縛り付けた。

「なっ!?　こんなもの!!」

「くそっ！　放せ!!」

「お前らじゃ解くのは無理だ。古代魔法・呪じゆ鎖さ結界。縛った者に呪いをかけて弱体化させる。さて……覚悟はいいか？　お前ら？」

　人がいろいろと忙しいときに好き放題殴りやがって。

　お仕置きの時間だ。
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　鎖は増え続ける。

　それは弱体化の呪いが増え続けるということだ。

　二人を捕らえたあと、俺はゆっくりと空へあがった。これでこいつらは虫以下だ。あとは殲滅するのみ。

「吸血鬼の強さはその莫ばく大だいな魔力だ。長命ではあるが魔力を除けば肉体的強さはさほど人間とは変わらん。つまり魔力を封じてしまえば怖くは」

「ちょっと!?　この鎖！　私のことも追ってくるんだけど!?」

「……」

　人がせっかくカッコよく決めようとしているのに、この女は。

　視線を向ければ確かに鎖はエルナを追っていた。俺に敵意を持つ奴を自動的に捕縛するようにしたせいか。

　というか、なぜ捕まってない？　こいつ本当に人間か？　完全に不意打ちで発動したはずなんだが。

「すまんな。俺に敵意を持つ奴を捕縛するようにしたせいだ」

　視線で鎖を止めると、はぁはぁと荒い息を吐いたエルナが俺を険しい顔で睨にらんでくる。

　それを鼻で笑うとエルナの顔が真っ赤に染まった。

「あなたね!!　味方を鎖で捕縛しようとするとかどうかしてるわよ!?」

「俺を味方と思っている奴に鎖は反応しない。君が俺に敵意を持ちすぎなだけだ。大体、カッコ悪い奴の鎖なんてどうってことなかっただろ？」

「このっ！　さっきのを根に持ってるのね!?　小さいにもほどがあるわよ！　やられてるあなたを心配して言ってあげたのに!!」

「心配すると罵倒するのか。君の周りの人間は苦労するな」

　エルナの顔が完全に真っ赤になった。もはや怒っているのは言うまでもない。

　そんなエルナが面白くてまだまだからかっていたいが、先客がお待ちだ。

「すまんな。お転てん婆ば勇者の相手をしていて、つい後回しにしてしまった。どこまで話したか？　ああ、魔力を封じてしまえば吸血鬼など取るに足らんというところだったな」

「貴様!!　我らを侮辱するとは!!」

「解け！　これを解けばお前なんかぶち殺してやる!!」

「解きたければ自分で解け。一生かかっても無理だろうけどな。さて……懺ざん悔げの時間だ。何か言い残すことはあるか？」

　そう言って俺は大量の魔力を両手に集中し始めた。今まで使ってきた魔法とは一線を画する魔法を使うためだ。それを見て、サムとディーンは冷や汗を流し始めた。

「ま、待て……！　貴様は私たちに恨みはないだろ！　見逃せば礼をしよう！」

「恨みか……ないわけじゃないが？」

　先ほどフィーネを狙ったのはディーンだ。あの時の怒りを思い出せば何千回でもこいつらを殺せる。

　狙ったという事実。危うかったという事実。実際にフィーネに怪け我がはなかったにせよ、それだけでこいつらは極刑に値する。

「わ、私たちが貴様に何をした!?　ギルドの依頼で来ているわけではないのだろ!?　私たちを討伐するのはギルドの依頼を受けてからのほうがいいはずだ！」

「人間ってのは複雑でな。どこで恨むかわからないんだよ。それにギルドの依頼ではないが、俺は冒険者だ。その事実はどこにいようと変わらない。依頼の有無にかかわらず、大陸全土の民をモンスターから守る義務が俺にはある」

「わ、我々はモンスターじゃない！」

「ギルドはお前たちをモンスターと認定したし、やってることはモンスターと変わらないだろうが。ほら？　ほかに言いたいことはないか？　誰に命令されたか言えば、横の勇者が止めてくれるかもしれないぞ？」

　言いながらどんどん俺の魔力が高まっていく。

　どう考えてもオーバーキルな攻撃をしようとしているのは見え見えだ。確実に死ぬと二人はわかっただろう。

　だが、サムとディーンは恐怖に顔を歪ゆがめつつも口を割らない。

　義理堅いのか、それともそれほど恐ろしいのか。こいつらが情や忠誠を持つとは思えない。後者だろうな。Ｓ級賞金首が恐れるほどの奴やつが黒幕か。一体、誰だ？

「早く吐きなさい。吐かないなら殺すわ」

「ぼ、僕らは誇り高い吸血鬼だ！　人間なんかに屈するものか!!」

「そう。じゃあもう終わりにしましょう。私も準備ができたところだし」

　その言葉に俺が一番ギョッとした。吸血鬼たちは気づいていないらしいが、エルナが準備するということはたぶんあれしかない。

「え、エルナ・フォン・アムスベルグ!!　まさかと思うが聖剣を召喚する気か!?」

「だったら何？」

「俺だけで十分だ！　街を破壊する気か!?」

「調整するから平気よ。どっかの誰かさんが余計にも私の相手を拘束してくれたから、心おきなく召喚できるわ」

「お、おい……」

「私はアムスベルグ家の人間よ。帝国の敵を討つのが私の使命。あなたになんて譲らないわ！」

　そう言ってエルナは右手を高く天に掲げる。そして。

「我が声を聴き、降臨せよ！　煌こう々こうたる星の剣！　勇者が今、汝なんじを必要としている!!」

　白い光が天より落ちてくる。

　それはエルナの手に摑つかまれ、やがて白い光が薄れて輝く銀色の細剣へと変わっていく。

　五百年前、勇者が魔王を倒したときに使った伝説の聖剣・極光アウローラ。流星から作られたと言われるそれは、万物を切り裂き、魔の存在を一切許さない。

　その巨大すぎる力から初代アムスベルグ勇爵によって封印されて才あるモノしか召喚ができないようにされた。

　これが召喚できるということは、つまり勇者としての資格ありということだ。

　これをエルナは僅か十二歳で召喚してみせた。神童と言われる所以ゆえんだ。

「っっ!?」

　さすがに魔王を倒した聖剣だけあって、存在するだけでとんでもない圧迫感だ。

　エルナほどの実力者が持てばそれだけで無敵だ。アムスベルグ家が他国に恐れられる所以でもある。この星の聖剣を召喚されれば軍ですら一撃で壊滅させられる。といっても軍を相手に召喚されたことなど過去に数例しかないが。

　そもそも召喚されること自体が少ないしな。イラっと来たという理由で無駄に召喚するのはエルナくらいだ。

「さぁ……覚悟なさい」

「まったく……じゃあそっちはくれてやろう」

「ふん！　元々私の獲物よ！　私がそっちを分けてあげるの！」

「まぁそういうことにしておこう」

　一歩譲歩して俺は詠唱に掛かる。これまで詠唱を使わずに来たが、確実に葬り去るには詠唱をして最大威力で魔法を使うのが一番だ。

《我は簒さん奪だつ者しやなり・冥府の底より黒を簒奪した・その黒は闇よりなお暗く・その黒は夜よりもなお深い・開かい闢びやくの闇あん黒こく・終しゆう焉えんなる極黒・すべてはその黒より生まれ・すべてはその黒に還かえる──インフィニティ・ダークネス》

　巨大な黒い球体が俺の頭上に浮かび上がる。

　すべてを飲み込むその黒に対抗するように、エルナが掲げた聖剣からは巨大な白い光が天に届けとばかりに伸びている。

　黒と白。闇と光。

　決して相あい容いれない属性の攻撃。しかし食らった者の結末だけは一致する。

　俺たちはその攻撃方向を調整する。どうせならモンスターを吹き飛ばしてしまったほうが楽だからだ。ちょうどよくレオたちは一度、モンスターの大群を抜けて再突撃準備中だ。

　ざっと見たかぎりではモンスターの群れの中に人はいない。

　だが、一応声だけはかける。

「モンスターの群れの中にいる者はすぐに逃げろ！」

「巻き込まない自信はないわ！」

　互いにそう声をかける。まずいと思ったのか、レオたちも一斉にモンスターたちから距離を取り、城壁に登っていた守備兵たちも逃げ出し始めた。

　一方、標的にされたモンスターたちはただ茫ぼう然ぜんと空を見上げている。

　中には人間に危害を加えず、細々と生きてきたモンスターもいるだろうが。だが、許せ。利用されたとはいえ、人間を襲った以上は見逃せない。

　向こうも仲間を守ろうと人間を攻撃するように、俺たちも人間を守るために戦わなければいけないんだ。

　心の中での謝罪はそれだけだ。目の前の二人に告げる謝罪などは存在しない。

「さぁ……歯を食いしばれ」

「悔い改めなさい！」

「ひぃぃぃぃぃぃぃ!?」

「うわぁぁぁぁぁぁぁ!?」

　黒い球体はディーンを飲み込み、そのままモンスターの群れも飲み込む。

　エルナの聖剣もサムを飲み込み、そのままモンスターの群れを飲み込む。

　そして両者は互いに競うようにすべてを打ち消し、やがては何もいなくなった。

　勝かち鬨どきはない。チラリと見れば皇帝が呆あきれたようにこちらを見ている。やりすぎということだろうな。

　ま、怒られるのはエルナだけだし良しとしよう。あ、そうだそうだ。

「皇帝陛下！　今回は俺個人として動いたが……これに懲りたらギルドをないがしろにするのは以後お控えになるといい」

「ふっ……あいわかった。協力に感謝するぞ、シルバー」

　これでギルド側も面子メンツが立つし、この件で帝国をつつくこともしないだろう。

　俺は皇帝に一礼すると転移魔法の準備に入る。

　そんな中でエルナが声をかけてきた。

「シルバー」

「なんだ？　まだ何か文句があるか？」

「ええ、一杯あるわ。けど、今は言わないでおいてあげる。今回は助かったわ。特にフィーネを助けてくれてありがとう。彼女は……私の幼おさな馴な染じみの友人だから」

「幼馴染というのは出で涸がらし皇子のことかな？」

「あなたねぇ……それを言った吸血鬼をさっき聖剣で滅したばかりなのだけど？　命が惜しいなら取り消しなさい。私の幼馴染は最高の皇子よ。私の前で馬鹿にすることは許さないわ！」

　そう言ってエルナは聖剣を向けてくる。

　その目は本気だ。

　俺の名誉のために本気でＳＳ級冒険者と戦う気らしい。

　そんなエルナに苦笑しつつ、俺は訂正を口にした。

「謝罪しよう。君にそこまで言わせるならば、たしかに出涸らし皇子などと言うのは失礼だ。しかし、同時に可哀かわい想そうではある。君のような幼馴染をもって彼もさぞや大変だろうな」

「なっ!?」

「では失礼する」

　そう言って俺はエルナの文句が聞こえてくる前に転移してしまう。

　そしてセバスが待つ部屋にたどり着いた俺は、だるい体に鞭むち打って仮面とローブを脱ぎ捨てる。

「お疲れ様でございました。お茶を用意してあります」

「ありがとう……悪いな……」

「お疲れでございますな」

「ああ……さすがにな……」

　転移魔法の連発に加えて、治癒結界、呪じゆ鎖さ結界、そして最後の攻撃魔法。それ以外にもかなりの魔力を使っている。正直、もう魔力は空からに近い。体力も同様だ。

「疲れた……眠い……」

「後のことはお任せを」

　少しお茶を飲んだあと、俺は椅子の上でうとうととし始めた。なんとかベッドで寝ようと思うが体が動かない。

　そんな俺の耳にセバスが優しい声で告げた。

「本当にお疲れ様でございました。ご立派でしたよ。アルノルト様」

「そうか……じゃあ休んでも罰は当たらないな……」

　セバスに褒められたのはいつ以来だろうか。

　そんなことを思いながら俺は心地よい微睡まどろみの中で意識を手放したのだった。
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　騒動が起きてから三日。

　皇帝の子供たちの中では一番最後に俺はキールの街に到着した。

　ほかの子供たちは防衛戦には間に合わなかったものの、ずっと騎士と共に駆け続けていたため、その日の夜にはほぼ揃そろい踏みだったそうだ。

「また馬鹿にされますな」

「させときゃいいんだよ。させときゃ」

　そんな会話をセバスとしながら俺は屋敷の前で馬車を降りる。

　すると珍しく出迎えの人間たちがいた。

「兄様……！」

「おっとクリスタ。どうした？」

「怖かった……」

　いつもどおり兎うさぎのぬいぐるみを持ったクリスタが、トテトテと駆け寄ってきて抱きついてくる。そんなクリスタの頭を何度か撫なでたあと、俺は手を繫つないで進む。出迎えにきたのはフィーネとレオ。そして。

「お帰りなさい。アル」

「お帰りなさいませ。アルノルト殿下」

「ああ、ただいま」

　エルナとその部下たちが整列して出迎えてくれた。見た限り怪け我がをしている者もいない。そのことにホッと息を吐くと俺はレオのほうを向いた。

「エルナたちは当然として、よく間に合ったな？」

「シルバーが協力してくれたんだ」

「さすがはＳＳ級冒険者。人間が出来てるなぁ」

「アル。あんな男のどこが人間が出来てるっていうの？」

　不満そうな表情をエルナが浮かべた。それに対して肩を竦すくめながら答える。

「助けてくれたじゃないか。帝国を」

「気まぐれよ、あんなの。私にはわかるわ」

「気まぐれでもいいじゃないか。助かったんだし、なぁクリスタ？」

「うん」

「ほれ見ろ」

「く、クリスタ殿下と意見を合わせるのはずるいわよ！」

　そんな会話をしながら俺たちは屋敷の中へと入る。

　途中、フィーネと視線が合うと柔らかい微笑ほほえみが返ってきた。自分は後回しでいいというところか。都合のいいように解釈しつつ、俺は手を放さないクリスタと共に屋敷の奥に進む。

　事前に俺が到着次第、父上が会議を始めることを告げていたからだ。だが。

「遅い帰還だな。アルノルト。何をしていた？」

「これはエリク兄上。お供の騎士がいなかったので迎えを待っていました。到着が遅れたことお詫わびいたします」

「詫びなどいらん。申し訳ないとも思っていないのだろ？」

　眼鏡をかけた青髪の男。第二皇子エリクが俺たちの前に立ちはだかった。

　相変わらず眼鏡ごしでも怜れい悧りな目だな。自分以外のすべてを価値があるかないかで判断しているような、そんな目だ。クリスタはその目が怖いのか、俺の後ろに隠れる。

「思っていますよ。多少は」

「言い方が悪かったな。我々に申し訳ないとは思ってないのだろ？　お前はそういう奴やつだ」

「まぁそういう言い回しならそうですね。申し訳ないとは思ってないです。迷惑をかけてませんから」

　俺が申し訳ないと感じるのは近しい者だけ。エリクを含めたほかの兄弟やそれこそ父上にだって申し訳ないとは思ってない。その答えにエリクは笑う。

「やはり面白いな、アルノルト。エルナを先行させたのは良い判断だった。次からも的確な判断をしろ。私にとって価値があるならレオナルト共々悪いようにはしない」

「まるで自分が皇帝かのような言い回しですね？」

「私が次期皇帝だ。お前たちはもちろん、ゴードンやザンドラがいくら頑張ってもこの事実は変わらない。よく覚えておけ」

　そう言ってエリクは俺たちをスッと見渡したあと、レオのところで視線を止める。

　レオはその視線を真っすぐ受け止めた。そうだ。臆することはない。たとえ相手がエリクでもだ。

「あまり調子に乗るな」

「肝に銘じておきます。エリク兄上」

　踵きびすを返して先に屋敷の奥へ向かうエリクに対して、俺たちは一歩も動かない。

　今のは宣戦布告だ。

　今回、俺たちは二人して手柄を上げたと言ってもいい。俺はエルナをいち早く送り込み、レオは騎士を率いて駆け付けた。シルバーの助力はあったが、それでも手柄は手柄。エリクはそれに乗じて調子に乗れば潰すと宣言したのだ。

　いよいよ次期皇帝の最有力候補も無視できなくなったか。といっても警告だけだろうな。あの人がこちらを潰すなんていう単純な手を使うはずがない。俺たちが大きくなったならばゴードンやザンドラと潰し合わせると思う。俺ならそうする。

「兄様……」

「どうした？　怖かったか？」

「安心しろ。クリスタには何もしないさ。もちろん俺たちにもな」

　コクリと頷うなずくクリスタに苦笑しつつ、俺たちは先に進む。

「ああ、レオ。もしも父上がさ、こういう質問したらこう答えろ」

　その途中、俺はレオにあることを耳打ちした。それにレオは目を見開く。だが、俺はそんなレオに念を押す。

「わかったな？」

「本当に大丈夫なの？」

「ああ、お前しか言えないし、それがあの人を助けることになる」
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　父上は騒動後もわざわざキールに留とどまり、東部の復興指揮をとっていた。といってもそれは建前だ。津波による被害は大してない。

　父上がやっているのは今回の騒動に誰が関わっているのかという調査だ。

　そしてその調査に進展があったからだろう。俺の到着を待って、子供たちと近この衛え騎士たちが集められたというわけだ。

「皆、ご苦労」

　そう言う父上の顔は明らかに疲れていた。もう若くはないのに戦場に出て、その後数日間休まず仕事をすれば疲れるのは当たり前だ。それに加えて馬鹿息子が一連の騒動に深く関わっていると知っただろうしな。

「今回、皆を集めたのは知る権利があるからだ。これから話すことは他言無用だ。昨日の夜、重傷だったカルロスが目を覚ました。そして数日で集めた証拠を見せると、二人組の吸血鬼と繫がっていたことを認めた。カルロスは、あの二人が持っていた笛でモンスターを狩り、祭りで一位になること。そしてキールにカルロスが到着したタイミングで撤退することを条件に、二人の賞金を解除することを約束したらしい。まったくもって愚かなことだ！」

「つまり……モンスターの発生からカルロスの企たくらみだったということでしょうか？」

「そういうことだ。正確には吸血鬼に利用されただけだが、自分の利益のためにワシはもちろん帝国全土を危険に晒さらした。許されることではない！」

　そう言った父上の目は血走っていた。よほど腹に据えかねているんだろうな。

　しかし、そんな父上に対してエリクが膝をついて懇願する。

「皇帝陛下。どうか寛大なご処置をお願い申し上げます。愚かではあれ、私の弟なのです」

　白々しい演技だ。それにゴードンやザンドラも続く。

　こいつらが懇願しているのは情からではない。もちろん調べられると困るというわけでもない。

　皇帝がそれを求めていることを知っているからだ。殺す気ならさっさと殺している。わざわざ集めて怒りを見せたのは、自分の一存で許すわけにはいかないからだ。

　エリクたちが許してくれと言ったから許す。そうでなければ皇帝の威厳は保てない。

　まぁ、殺す必要もないしな。

　カルロスはサムの攻撃によって右手を失い、下半身は動かなくなった。一生寝たきりだ。そんな姿の息子を殺す気にはさすがの父上でもなれなかったということだろう。

　だが、このままだとまずい。全員が助命を懇願すれば、懇願に負けた形に見えてしまう。体面的にそれはまずいだろう。

「レオナルト。お前は今回の第一功といえる。お前はどう思う？」

「それでは言わせていただきます。許すべきではありません。首を刎はねるべきです」

　誰もがその瞬間、顔を凍らせた。一番ありえない人物からありえない言葉が飛び出したからだ。父上自身もなかなか驚いているみたいだな。

「……なぜそう思う？　お前の兄だぞ？」

「兄である前に帝国への反逆者です。ここで許せば悪あしき前例となりましょう。それに血を流した騎士たちに僕はどう説明すればいいのでしょうか？」

「民や一般の騎士には伝えぬ。この場かぎりのことだ。それは気にしなくてよい」

「それではいけません。首を刎ね、正直に伝えるべきです。そして陛下が公正であることを国内、国外に見せつけるべきでしょう。たとえ息子といえど、罪を犯せば裁くのだと。それでこそ民心は安定します」

　レオは強い口調で告げた。

　これで意見は二つ。どちらを取っても角が立つ。つまり父上に言い訳ができるわけだ。

　カルロスを助命するが、レオを蔑ないがしろにしたわけじゃない。だからゴードンと同率ではあるがレオを全権大使に任じるという流れになる。それはすべて父上が望んだ展開のはずだ。

　悩む父上に満足していると、チラリと父上が俺の方を見てきた。そして余裕そうな俺の顔を見て、ムッとしたような表情を浮かべた。

「お前の入れ知恵か？」

「どういうことでしょうか？」

「はぁ……まぁいい。エリクたちの意見を尊重して、カルロスは助命する。だが、レオナルト。お前を無視するわけではないぞ？」

　そう言って父上はレオを自分の前に呼び出した。レオは恭しく前に出て膝をつく。

　そんなレオに父上は自分の剣を差しだした。それをレオナルトは受け取る。

「準備をしていないため、これで我慢せよ。レオナルト、今回の祭りの勝者はお前とする。カルロスは失格、二位のアルノルトも失格だ。三位は同率のレオナルトとゴードン。しかしレオナルトは騎士を率いてきた功績と東部での人気がある。レオナルトを勝者とすることで不満を抑える。よいな？　ゴードン」

「……皇帝陛下の仰せのままに」

　ゴードンは顔を歪ゆがめて頭を下げる。声が震えているし、さぞや悔しいんだろうな。だが反論はできない。反論の材料がないからだ。そんな中、エルナが前に進み出た。

「皇帝陛下。どうか嘆願をお許しください」

「どうした？」

「どうかアルノルト殿下の失格を取り消してください。失格は騎士を派遣するためです。称賛されるべき行為。失格の汚名はあんまりです」

「お願いいたします！　皇帝陛下！」

　エルナに続いて、部下たちも膝をついた。そのことに父上は目を瞑つぶり、質問してきた。

「アルノルト……お前は〝誤って〟腕輪を壊したのだったな？」

「はい。誤って腕輪を壊しました」

「ならば失格は取り消しにはできん。意図的に壊し、エルナを派遣したならば一考の余地ありだが、ルールはルール。優勝はレオナルトだ」

　エルナは信じられないといった表情で俺のほうを見てくるが、俺はそれを無視する。

　ここで俺が意図的にエルナを派遣したと言って、失格を取り消されたところで俺が全権大使になることはない。

　せいぜいお褒めの言葉が来るくらいだ。さきほど父上が言った通り、レオを優勝者とするのはレオが東部で人気があるからだ。俺では誰も納得しない。

　だから俺は誤って腕輪を壊して優勝を逃した間抜けな皇子でいい。

　そう思っていたのだが。

「しかし、エルナのおかげで助かったことも事実。つまりアルノルトのミスがワシを救った。そのミスに褒美をやろう」

「はい？」

「アルノルトを大使補佐官に任じる。レオナルトの補佐に回れ」

「……ち、父上？」

「皇帝陛下だ。アルノルト」

「えっと……私はその……能力がないので」

「すべてレオナルトに任せておけばよい。そろそろ一つくらい仕事をして、自分もできるということを証明してみよ。この話は終わりだ。明日にでも正式に発表する。皆、それまで休め」

　そう言って父上は椅子から立ち上がる。そして去り際に悪戯いたずらに成功した子供のような笑みを俺に向けてきた。

　あの父め、わざとか……！　ちくしょう！　計画が大幅に狂ったぞ!?

　俺とレオが他国に行ったら誰が俺たちの勢力を指揮するんだ!?

　まじかよ!?

　予想外の出来事に俺は茫ぼう然ぜんとする。一方、ライバルたちはざまぁみろといった表情を浮かべている。

　まずい……。なんとかしないと俺たちがいない隙に勢力を壊滅させられてしまう。

「よかったわね！　アル！」

「……」

「どうしたの？　アル？」

「やっぱりお前は俺に近づくな……」

「なんでよ!?」

　額を押さえて俺は喜ぶエルナをシッシッと追い払う。だが、わかっている。エルナのせいじゃない。エルナが俺の失格を取り消そうとするのは予想通りだった。違ったのは父上の反応だ。父上が予想と外れた行動をとったのは、俺が余裕をかましていたからだ。俺の掌てのひらにいるようで気分を害したんだろう。これは完全に俺のせいだ……。

　とんでもない事態に頭を抱えながら俺は会議を終えたのだった。
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　会議が終わったあと、フィーネは部屋で紅茶を準備していた。そろそろ客人が来ることがわかっていたからだ。

「俺だ。入ってもいいか？」

「どうぞ、アル様」

　待っていた客人、アルは部屋に入るとすでに準備されている紅茶に少々驚いたが、ニコニコと笑うフィーネを見て何も言わずに椅子に座った。

「いつもと違う紅茶だ……」

「お疲れかと思って、疲労回復効果のある物にしました。嫌と言っても飲んでいただきます」

「そんなに疲れてない」

　アルはそう呟つぶやくが、フィーネには疲労が残っているように見えた。戦いから数日経たって、休んだはずなのにそれなのだ。だからフィーネはその紅茶を用意した。独特の苦みと香りを持つその紅茶を口に含み、アルは顔をしかめる。その味をアルは知っていた。

「昔、母上に飲まされたお茶だ……東方の茶葉を使って、変わった淹いれ方かたをするはずだけど？」

「私も母から教わったんです。茶葉はお屋敷にあった物を譲っていただきました。アル様は疲れているように見えましたから」

「はぁ……確かに疲れてるけど、そこまで心配しなくても平気だ」

「それは良かったです。でもちゃんと飲んでください」

　フィーネはニッコリと笑うが、その笑みには有無を言わせぬ迫力があった。その笑みの迫力に負けて、アルは何も言わずに紅茶を飲み続ける。

　しばらく無言が続く。しかし嫌な沈黙ではない。喋しやべらなくても安心できる空気がそこにはあった。それがアルには心地よかった。表では出で涸がらし皇子として無能を演じ、裏ではシルバーとして最強の冒険者をする。しかも今は帝位争いでレオを勝たせるために暗躍までしている。アルに落ち着く時間はほとんどないのだ。しかし、その貴重な時間をフィーネは提供していた。だからだろう。アルの口からは自然と礼がこぼれ出ていた。

「ありがとう……その、いろいろと」

「いいえ。お礼を言うのはこちらのほうです。助けていただきありがとうございました。また、ご迷惑をお掛けしてしまいましたね……」

「いや迷惑なんかじゃない！　君があそこで笛を確保してくれたから、津波が拡大せずに済んだし、余計な犠牲も出ずに済んだ。ただ……」

「ただ？」

「その、あまり危ないことはしないでくれ。あの瞬間、心臓が止まるかと思った」

「そうですね……私も死んでしまうと思いました。でも、アル様が来てくれました。嬉うれしかったです」

　そう言ってフィーネは微笑ほほえむ。優しく穏やかな微笑みだが、多くの者に見せる笑みとは少しだけ違った。笑みを浮かべようと思ったわけではなく、信頼感から自然とこぼれたその笑みは、よりフィーネの魅力を引き立てるものだった。

　それに思わず見み惚とれてしまったアルは、ハッとしたあと、恥ずかしさを誤ご魔ま化かすように紅茶を飲み干す。やっと終わったと思ったら、すぐにフィーネがお代わりを淹れてしまった。

「あっ……!?」

「二、三杯はちゃんと飲んでください」

「勘弁してくれよ……」

　文句を言いながらアルはまた渋い顔で飲み始める。そんなアルの姿をフィーネは嬉うれしそうに見つめる。また二人の間に沈黙が流れていく。その沈黙をどちらも破りはしない。喋りたくなれば、どちらかが喋るからだ。

　心地よいその沈黙を楽しみながら、フィーネはアルを見つめる。まるで子供のように嫌そうな顔をしながら、アルは紅茶を飲んでいた。その姿はクライネルト公爵家の屋敷を訪れたときの姿とはかけ離れている。

　そういう姿を見るとフィーネはとても安あん堵どした気分になった。変わっていないと思うからだ。かつて一度だけ言葉を交わしたあのときと。アルは覚えていない。承知の上だった。なにせあの時、フィーネはベールで顔を隠していた。フィーネが蒼鷗姫ブラウ・メーヴエと呼ばれるようになった日のことだった。

　初めての帝都、見たこともないほど大勢の人、しかもその中で皇帝と会うという緊張。十四歳のフィーネにとって、それらは自分のキャパを大きく超えてしまっていた。

　不安ばかりが頭をめぐり、くらくらして倒れてしまいそうなフィーネに対し、アルは気さくに声をかけて励ました。今思えば無責任な話だとフィーネは思う。フィーネが立ち向かおうとしたその場から、アルは面倒だからという理由で抜け出してきたのだから。しかし、その会話でフィーネは落ち着くことができたのだ。そして蒼鷗姫ブラウ・メーヴエの栄誉を手にすることができた。それはアルにとっては些さ細さいなことだったかもしれないが、フィーネにとってはとても大きなことだった。そのとき以来、フィーネはずっとアルに憧れていた。

　そんなアルが家に来たとき、フィーネはやっとお礼を言えると思った。だからフィーネはアルに〝はじめまして〟という言葉を使わなかった。しかし、再会したアルは激怒しており、フィーネは変わってしまったのだと落ち込むこととなった。だが、アルは変わってなどいなかった。

　あの日と同様、優しいままだった。そんなアルの秘密を知り、フィーネは父に願い出た。アルの傍そばで力になりたいと。足手まといになるかもしれない。それでもフィーネはアルの傍にいたかった。どんな形であれ、アルの力になりたいと思ったのだ。

　そんなことを思っていると、気づけばアルは規則正しい寝息を立てていた。あどけない寝顔を見て、フィーネはクスリと笑うと、毛布を取ってきてそっとアルにかける。

「あなたは覚えていないかもしれませんが……」

　誰にも聞こえないくらいの声で呟き、フィーネはそっとアルの手を握る。起きてしまわないかドキドキしながら、徐々にアルの頰ほおに顔を近づけた。

　そして触れるようなキスをする。それだけでフィーネの顔は真っ赤だった。

[image: ]

　しばらくこの赤みは落ちないだろうと思いながらも、熱さをどうにかするためにフィーネは置いてあった水を飲み、何度も深呼吸をしてからようやくアルのほうを見る。暢のん気きに寝息を立てるアルを見て、フィーネは苦笑する。

　この狩人かりゆうどは知らない。あの日、一羽の鷗かもめを撃ち落としたことを。




　　　　■■■




「ザンドラ様。〝夫人〟から連絡がありました。そろそろ頃合いだと」

　中年の男が部屋の陰からそう報告する。報告を受けたザンドラは血のように赤いワインを飲みながら、そう、と短く返事をした。

「全権大使を逃したのは痛いけれど、まぁいいわ。他国の助けなんていらないもの。大事なのは帝都でどれだけの権力を握れるか。あの双子が他国でせっせと人脈を築いている間、私は帝都で確かな権力を手に入れる」

「ようやくでございますね」

「ええ。数年がかりだったけど、これで私も〝大臣〟の座を手に入れられるわ。エリクだけが独占してた重臣会議での発言力を手に入れられるのよ!!」

　そう言ってザンドラは甲高い声で笑う。その笑いはしばらく続き、やがて気が済んだ彼女は男に質問する。

「そういえば……アルノルトに差し向けた奴やつらは？」

「誰も戻っておりません。おそらくあの執事にやられたのかと」

「もはや引退したロートルだと甘く見たわね。次に仕掛けるときは万全な状態で仕掛けなさい。あの執事は双子の陣営で唯一の脅威だわ」

「かつて〝死神〟と呼ばれた伝説の暗殺者。どういうわけか、それが出涸らし皇子の執事をしているのは不思議でなりません」

「宝の持ち腐れよ。しかもあいつはアムスベルグ家の神童とも縁があるわ。どうして宝って価値がわからない者の手に渡るのかしらね」

「いずれザンドラ様のモノになりましょう」

　男の言葉にザンドラは気分良さそうに頷うなずく。そうだ、すべて自分のモノになる。そのために長い間、準備をしてきたのだ。

「ええ、そうよ。そののとおりだわ！　必ず帝位をこの手に摑つかんで見せる。すべてを私の思うがままにするの！　あの憎たらしい対抗者たちも全員、首を刎はねてやるわ！　ああ……楽しみだわ……」

　そう言ってザンドラはうっとりとワインを傾ける。すでにザンドラの頭の中では、激しい拷問の末、命乞いをしながら首を刎ねられる対抗者たちの姿が浮かんでいた。

　こうして帝位争いはまた一つ、激しさを増すことになるのだった……。







あとがき




　初めましての人は初めまして。お久しぶりの人はお久しぶりです。タンバです。

　この度、『最強出で涸がらし皇子の暗躍帝位争い』を手に取っていただき、ありがとうございます。感謝感激です。

　そんな中で申し訳ないのですが、ページ数の関係で僕のあとがきを入れなければいけなくなりました。正直、作者のあとがきに必要性を感じていないんですが、ページが余っても仕方ないので人生初のあとがきに挑戦しようと思います。

　とまぁ、そうはいっても大して話題はないんですね。なので出涸らし皇子の制作秘話でもしようかと思います。

　僕はよくゲームをするんですが、一緒にゲームをするフレンドの中には何人か高校生もいたりします。彼らに思いついた設定やプロットを説明して、印象を聞くのが僕の作業の一環だったりするんですが、今回の出涸らし皇子もそうして始まりました。

　最初は「暗躍する皇子ってどう？　強いけど力隠している系」みたいな感じで説明しました。僕としてはしっくり来ていなかったんですが、思いのほか反応がよかったのでプロットを練ってみようという気になりました。けど、暗躍物は書くのが難しいんですね。しかも力を隠す系というのが難易度をあげていました。そこらへんを高校生に伝えると「そこらへんをどうにかするのが作者の腕では？」と返されてしまいました。

　そこまで言われて、できませんというのは悔しいのと、何事もチャレンジだと思い、そのまま書き続けて、「小説家になろう」に投稿し、人気を得て、編集さんの目に留まり、今に至ります。

　そう!!　すべては高校生から始まっていたんです！　若さとは良いものですね。惜しむらくはその高校生たちの大半が出涸らし皇子を読んでいないということでしょうか。読まないという形で協力しているそうです。最近の高校生は口が達者で困りますね。

　そんな流れで始まったこの出涸らし皇子という作品ですが、「なろう」ではたくさんの方に読んでいただき、こうして出版することもできました。多くのことを勉強させていただき、自分の成長を感じることができた作品でもあります。あとは、手に取った皆さんが、費やした時間とお金に見合う価値があると感じてくだされば、これ以上の喜びはありません。

　最後に、拾い上げてくださった担当編集のＯさん。素晴らしいイラストを提供してくださった夕ゆう薙なぎさん。背中を押してくれた家族。あとは日々、僕の話を聞いてくれる友人たち。そして応援してくれたすべての方々と、この本に携わってくれた多くの関係者の方々に心からの感謝を申し上げます。ありがとうございました。
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最さい強きよう出で涸がらし皇おう子じの暗あん躍やく帝てい位い争あらそい




無む能のうを演えんじるSSランク皇おう子じは皇こう位い継けい承しよう戦せんを影かげから支し配はいする
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